
家族の中に神権の力が
しっかりと備えられています，
  28ページ
ヤングアダルトのためのセンター―
集まり，学び，友達を作る場所，
42ページ

わたしは十分に分かっていますか，
48ページ

メラニーは真の友達でした，
60ページ
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「絶えず徳であなたの思いを飾るようにしなさい。そうするときに，
神の前においてあなたの自信は増し，……聖霊は常にあなたの伴

はん

侶
りょ

とな〔る〕。」（教義と聖約 121：45－ 46）
トーマス・S・モンソン大管長が徳についてこのように言いました。

「現代の考え方を受け入れている人々の中で，純潔を守り，徳高くあるには，大きな勇気が必要です。」
（「勇気を持てるように」『リアホナ』2009 年 5月号，125）

「徳」  ジェームズ・クリステンセン
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Priesthood Power Firmly 
Fixed in Families, p. 28
Centers for Young Adults:  
A Place to Gather, Learn,  
and Make Friends, p. 42

Do I Know Enough? p. 48

Melanie Was a True  
Friend, p. 60
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表　紙
表紙―フォトイラストレーション／
クレーグ・ダイモンド
裏表紙―「メルキゼデク神権の回復」
ウォルター・レーン画，©IRI

 12 教会での奉仕―
青少年主導の奉仕が持つ可能性
ノーマン・C・ヒル

 16 福音クラシック―
選択の自由と霊感
ブルース・R・マッコンキー長老

 24 わたしたちの家庭，
わたしたちの家族―
結婚生活でともに評議する
ランディー・キーズ

 38 末日聖徒の声
 74 教会のニュース
 79 家庭の夕べのためのアイデア
 80 また会う日まで―

雷のような声，静かな声
クリスティン・ボイス

メッセージ
 4 大管長会メッセージ―

神から召され，
人々から支持される
ヘンリー・B・アイリング管長

 7 家庭訪問メッセージ―
家庭訪問，神聖な割り当て

特　集
 13 安息日を聖きよく守る喜び

マルコス・A・アイドカイティス長老
休暇中も教会を絶対に休まな
かったので，すばらしいことが起
こりました。

 20 促しに従って行動する
生活の中での御

み

霊
たま

の影響に気づ
いていますか？

 28 神権の誉れと位
ボイド・K・パッカー会長
神聖な神権についての使徒の教
えと証

あかし

シリーズ
 8   小さな，簡単なこと
 10 わたしたちが信じていること―

断食によって
霊的，肉体的に強められる

リアホナ201 2年 6月号
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56

63
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ヤングアダルト 青 少 年 こ ど も

 42 信仰を一つにして集う
ステファニー・J・バーンズ
ヤングアダルトのためのセンター
は，社交活動や一致することを経
験したり，福音を学んで分かち
合ったりする場所になりました。

 34 あなたのアロン神権の義務
ポール・バンデンバーグ
執事と教師と祭司の責任は何で
しょうか。

 46 質疑応答
福音に従って生活するためにしな
ければならないあらゆることにつ
いて考えると，圧倒されそうにな
ることがあります。何から始めた
らよいでしょう。

 48 あなたは十分に知っています
ニール・Ｌ・アンダーセン長老
自分の霊的な知識に限りがある
と感じるのであれば，自覚してい
るよりももっと多くのことを知って
いるかもしれません。

 50 伝道のためのタイムアウト
エリス・アレクサンドリア・ホームズ
18 歳のとき，ウイリアム・ホポエ
イトはプロのラグビー選手として
の契約を提示されました。彼に
は下すべき決断がありました。

 53 伝道地から―
霊的な癒

いや

しの奇跡
エリザベス・スティット

 54 ポスター―
謙虚になってひざまずく

 55 教えに教え―
教義と聖約135：3

 56 わたしは選択により
どこに至るのでしょう
アダム・C・オルソン
カリーナは過去の選択のせいで正
しい道からそれてしまいました。
でも新しい選択がカリーナをもと
の道に戻してくれました。

58  より良い模範
シャニーン・クロワード
痛い経験が，わたしにもっと
教会の指導者に耳を進んで傾
けるように教えてくれました。

 60 ほんとうの友とも達だち
サラ・チャウ
真
しん

の友
とも

達
だち

は戒
いまし

めを守
まも

れるように
お互

たが

いを助
たす

け合
あ

います。

 62 わたしたちのページ
 63 勤きん労ろうから得えられる祝しゅく福ふく

ペア・G・マーム長
ちょう

老
ろう

体
からだ

を使
つか

って正
しょう

直
じき

に働
はたら

くことは，正
ただ

しいことを行
おこな

う一
ひと

つの方
ほう

法
ほう

です。

 64 しょとうきょうかいを  かていでも
―わたしは  ふくいんの  
げんそくを  まもって  
生
せい

活
かつ

することで  
せいぎを  えらびます

 66 カーリーのための運うん動どう場じょう
チャド・E・ファレス
カーリーは人

ひと

を助
たす

けることが上
じょう

手
ず

です。カーリーの友
とも

達
だち

もカーリー
を助

たす

けることにしました。

 68 リトルリーグから学まなんだこと
リンゼー・スティーブンズ
リンゼーは弟

おとうと

をはげますことを学
まな

びます。

 70 ちいさな  おともだちへ
 81 モルモン書しょに  出でてくる  

じんぶつなどの  絵
え

今
こん

月
げつ

号
ごう

の中
なか

に
隠
かく

れているリアホナを
捜
さが

しましょう。
ヒント―
最
さい

善
ぜん

を尽
つ

くして
捜
さが

しましょう。
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48ページにある二―ル・L・アンダーセン長
老の記事が気に入ったならば，conference.

lds.orgで説教全部を聞くことができます。
2008 年10月の総大会を検索してみてくだ
さい。

カーリー（66 ページ）について読み，新し
い運動場での彼女の遊びを liahona.lds.

orgで見てください。 
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や教会のその他の資料を多くの言語で入手できます。
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教会員として，わたしたちは奉仕の召しを受けた人
を支持するように求められることがよくあり
ます。何年も前，ある18 歳の学生から，主の僕

しもべ

を支持するとはどういう意味かを教わりました。その謙
けん

遜
そん

さに満ちた模範によって，わたしは今もなお祝福を受けて
います。
その兄弟は大学に入学したばかりでした。バプテスマを
受けて 1年足らずで，家族を離れて大きな大学に通い始め
たところでした。大学で，わたしは彼のビショップを務めて
いました。
学年初めに，ビショップ室で彼と短く面接しました。
新たな場所で直面している課題を話してくれたことのほか，
その初めての会話についてはほとんど覚えていません。
しかし，2 度目の会話のことは決して忘れないでしょう。
話がしたいとのことで，ビショップ室で会いました。

「一緒に祈ってもらえますか。ぼくが祈ってもいいですか」
と言うので驚き，「わたしはもう祈ったし，あなたも祈って
きたでしょうから」と言おうとしましたが，同意しました。
祈りの中で，彼はまずビショップが神から召されていること
を知っていると証

あかし

しました。その後，霊的に重大な結果を
もたらすであろう問題に関して，自分のなすべきことをわたし
に告げてくださるよう神に願い求めました。ビショップは
自分が必要としていることをすでに知っていて，自分に
必要な助言を授かると確信していると，その若者は神に
言いました。
彼の言葉を聞いていたとき，この学生が直面しようとして
いる危険がわたしの心に具体的に浮かびました。簡潔です
がとてもはっきりと，次のような助言を授かりました。「常
に祈り，戒めに従い，恐れないでください。」

自分たちを導くように召されている指導者を信仰と祈りに
よって支えるとき，神がその指導者を使ってどのようなこと
をなさるかを，教会員になって 1年のその若者は模範によっ
て教えてくれました。教会員の同意の律法が持つ力を示し
てくれたのです（教義と聖約 26：2 参照）。主の僕は啓示
によって主から召されますが，自分が仕えるように召されて
いる人々から支持されて初めて，務めを果たすことができる
のです。
わたしたちは賛意の表明をすることによって，厳粛な約束
を交わします。主の僕たちのために祈り，主が彼らを導き，
強めてくださるように祈ると約束します（教義と聖約 93：
51参照）。彼らから助言を受けたときや，彼らがその召し
において行動するときにはいつでも，神からの霊感を得よう
と努め，霊感を待ち設けると誓います（教義と聖約1：38
参照）。
その約束を，わたしたちは心の中で度々新たにする必要
があります。皆さんの日曜学校の教師は御

み

霊
たま

によって教え
ようとするでしょうが，皆さんもそうであるように，生徒の前
で間違えることがあるかもしれません。それでも皆さんは，
耳を傾けて，霊感を受けられる瞬間を待とうと決意する
ことができます。そうすると，そのうち間違いにあまり気づ
かなくなり，神が教師を支えておられることを示す証拠に
もっと頻繁に気づくようになるでしょう。
わたしたちはだれかを支持するために手を挙げるとき，
その人が召しにおいて成し遂げるべき主の目的が何であろ
うと，自分もそのために働くことを誓います。子供たちが小
さかったころ，妻がワードの幼い子供たちを教えるように召
されました。わたしは妻を支持するために手を挙げただけ
でなく，妻のために祈り，その後，妻を手伝う許可を求めま

大 管 長 会 メ ッ セ ー ジ

大管長会第一顧問
ヘンリー・B・
アイリング管長

神から召され，
人々から支持される
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した。女性の働きに対する感謝と子供たちに対する主の
愛について受けた教えは，今でもわたしの家族と，わたし
の生活に祝福をもたらしてくれています。
最近，何年も前にビショップを支持したあの若者と話し
ました。彼が主に支えられ，人々から支持されて，宣教師
として，ステーク会長として，そして父親として召しを果た
してきたことを知りました。彼は最後にこう言ってくれま
した。「今でもあなたのために毎日お祈りしています。」
わたしたちは自分たちに仕えるよう神から召されている
人のために毎日祈ろうと決意することができます。奉仕
によって祝福をもたらしてくれた人に感謝することができ
ます。自分の支持した人がだれかを必要としたときには
名乗り出ようと決意することができます。1

主の王国で主の僕たちを支持する人々は，主のたぐい
ない力によって支えられるでしょう。わたしたちは皆，
その祝福を必要としています。■

注
 1. 『歴代大管長の教え―ジョセフ・F・スミス』211－212 参照  

このメッセージから教える

このメッセージを紹介した後，次の言葉を読むとよいで

しょう。「あなたが謙遜で，忠実で，勤勉であれば，主は

あなたを御
み

手
て

の器としてくださるであろう。……会衆から支持

を受け，任命されると，さらに大きな力を受ける。」（『教師，その

大いなる召し』20）  家族に重い物の周りに集まってもらい，

だれかにそれを持ち上げてみてもらいます。別の一人に持ち上

げるのを手伝ってもらい，手伝いを一人ずつ増やしていきます。

全員が手伝うときにどのようなことが起こるか話し合います。

召しを受けた人を支持するために実践できる方法について，

アイリング管長の助言を強調するとよいでしょう。
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わたしの日曜学校のクラスは必ずしも敬
けい

虔
けん

ではありま
せん。わたしは毎週レッスンを聞くのがとても楽しい

のですが，クラスのほかの人たちはそうでないように思える
ことがあります。教師が教えようとしているときに，おしゃ
べりをしたり，電子機器でゲームをしたりすることがよくあり
ます。残念なことに，わたし自身も問題の一端となることが
あります。
ある週，わたしたちは普段以上にひどい状態で，クラスの
終わりには，だれもレッスンに耳を傾けようとしないので教
師の姉妹が泣いてしまいました。わたしは教室を出ながら，
そんな教師のことを気の毒に思いました。
次の日曜日のことです。教師の姉妹は1週間ずっと導き
を祈り求めて，教会のあるビデオを見せる必要があるという
思いが浮かんだと説明しました。そしてビデオが始まりま
した。イエス・キリストの生涯と，主が行われた奇跡につい
てのビデオでした。
その晩，レッスンで見たビデオについて考えていたとき，
何かいつもと違うものを感じました。そして突然，それまで
経験したことがないほど御霊を感じていることに気づきま
した。もっと救い主のようになるために生活を変えたいと
即座に決意しました。その日に日曜学校で経験したことの
おかげで証がとても強まったことを悟りました。日曜学校
教師と，彼女が毎週わたしたち生徒のために行ってくれる
すべてのことにとても感謝しています。

青 少 年

日曜学校教師のおかげで
匿　名
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訪問教師として，わたしたちには霊
にかかわる，果たすべき大切な使

命があります。「ビショップはワードの
羊飼いとして聖任されていますが，主の
すべての羊を同時に見守ることはとても
できません。霊感を受けた訪問教師の
助けを頼りにしています。」1 それぞれの
姉妹を見守る割り当てをだれに与えれば
よいかについて，啓示を求め，受ける
ことがきわめて重要です。
扶助協会会長会が個人と家族の必要
について祈りの気持ちで話し合うとき，
霊感による働きが始まります。次に，
ビショップの承認を受けて，扶助協会会
長会は割り当てを与えます。その際，
家庭訪問が霊にかかわる大切な責任で
あることを姉妹たちが理解できるように
助けます。2

訪問教師は真心から姉妹一人一人を
知り，愛し，信仰を深めるのを助け，必要
なときに奉仕を行います。訪問先の
それぞれの姉妹の霊的および物質的な
必要に対処する方法を知るために，個人
的な啓示を求めます。3

「家庭訪問は，達成率よりも人に焦点
を当てたときに，主の業になります。実
際のところ，家庭訪問は決して終わりが
ありません。これは務めというよりも，
生き方なのです。」4

聖文から
マタイ22：36－40；ヨハネ13：34－
35；アルマ37：6－7

注
 1. ジュリー・B・ベック「扶助協会―神聖な業」『リア
ホナ』2009 年 11月号，113

 2. 『手引き　第2部―教会の管理運営』（2010 年）9. 5；
9. 5. 2 参照

 3. 『手引き　第 2部』9. 5. 1 参照
 4. ジュリー・B・ベック『リアホナ』2009 年 11月号，
113－114

 5. エライザ・R・スノー『わたしの王国の娘―扶助協
会の歴史と業』107－108 で引用

 6. エライザ・R・スノー『わたしの王国の娘』46で引用

わたしたちの歴史から
第 2代中央扶助協会会長であ

るエライザ・R・スノーは次のよう
に教えています。「わたしは，教師
の務めは気高く，聖なる務めだと
思います。」  そして訪問教師たち
に，物質的な必要とともに霊的な
必要も確かめて満たすことができ
るよう，家庭を訪れる前に「神の御

み

霊
たま
と，知恵と謙

けん
遜
そん
と愛の精神に満

たされているように」と助言しま
した。スノー会長は次のように述
べています。「平安と慰めの言葉
を語りたいと感じることでしょう。
そして姉妹が寒さを覚えているの
を知ったときには，子供を抱き締
めて温めるようにその姉妹を温か
く受け入れたいと感じることで
しょう。」5

初期の扶助協会の姉妹たちの
ように信仰をもって出て行くとき，
聖霊を受け，訪問先のそれぞれの
姉妹をどのように助ければよいか
を霊感によって知ることでしょう。
スノー姉妹は次のように述べてい
ます。「力ではなく知恵を求め〔て
ください〕。そうすれば，自分が持
つ知恵に従って実行する力が得ら
れるでしょう。」6

家 庭 訪 問 メ ッ セ ー ジ

祈りをもってこの資料を学び，必要に応じて訪問先の姉妹と話し合ってください。
質問を使うことによって，訪問先の姉妹を強め，あなた自身の生活の中で扶助協会を生かすようにしてください。

信仰  • 家族 • 扶助 

何ができるでしょうか？
1.訪問教師としての大切な責任を果たす能
力を伸ばすにはどうすればよいでしょうか。

2.ほかの姉妹たちが訪問教師としての責任
を果たせるように，訪問教師としてどのよう
な助けができるでしょうか。

詳しくは reliefsociety.lds.org〔英語〕をご覧ください。

家庭訪問，
神聖な割り当て
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モルモンタバナクル合唱団の
音楽については，総大会に

おける演奏や毎週放送されている
83 年の歴史を有する番組「ミュー
ジック・アンド・スポークンワード」
（Music and the Spoken Word）
を通じて，世界中で何百万もの
人々に親しまれています。しかし，
多くの合唱団員から成る合唱団の
日常の活動についてはあまり詳し
く知られていません。
モルモンタバナクル合唱団は，
25 歳から 60 歳までの，無償で歌
う団員360 名で構成されてい
ます。ここ数年間に合唱団は 28 か
国を旅行し，アメリカ国内だけでも
37の州とワシントンD.C.で演奏してき
ました。彼らは通常，一団となって演
奏予定地まで飛行機で移動します。
空港からは 11台のツアー用バスに
乗って陸路を旅しますが，団員を
乗せたバスの後には荷物を積んだ

バス 4台と機材を運ぶセミト
レーラー 4台が続きます。こう
して様々な都市を目指して旅が
続きます。時には，目的地まで
6 時間から10 時間かかることも
あります。
旅行中，合唱団員それぞれが，

合唱団のロゴと自分の名前が記さ
れた青い名札を身に着けています。
合唱団と管弦楽団の団員はこれまで
全員が，「音楽宣教師」に任命されて
きました。彼らはどこへ行っても教
会を代表しているのです。
旅行中ではないとき，合唱団員の

日常は，少なくとも週に 1度，平日の
練習日が組み込まれています。それ
に加えて，毎週日曜日の朝，テレビと
ラジオで全世界に向けて放送される
番組「ミュージック・アンド・スポー
クンワード」（Music and the Spoken 

Word）の制作もあります。
教会員は合唱団への入団が召しと

同様のものであることを承知して
います。入団の際に合唱団員は，
ワードの長老定員会会長や扶助
協会会長としての奉仕に匹敵する
ほどの時間が必要になることを承
知しておくように言われます。
いったん合唱団への入団を認めら
れると，最高 20 年間（または 60
歳になるまで）合唱団にとどまる
ことができます。

小さな，簡単なこと
「小さな，簡単なことによって大いなることが成し遂げられるのである。」
（アルマ 37：6）
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合唱団にまつわる
興味深い事柄

• 合唱団の女性が着るドレスは

衣装委員会がデザインし縫製

します。

• 合唱団とテンプルスクウェア

管弦楽団には，およそ 20 組の

夫婦がいます。

• 当合唱団はこれまでに2つのプ

ラチナ賞と5つのゴールデン賞

を獲得しています。

• 合唱団は 5人の合衆国大統領

の就任式で演奏しています。

モルモンタバナクル合唱団ハイライト
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集会のための
音楽を選ぶ
• 集会の前に，選んだ曲が管理役

員によって承認されていることを

確認してください。

• 集会に備えてどの賛美歌を練習

すればよいか分かるように，前

もって数日前に，伴奏者と連絡を

取ってください。

• 聖
せい

餐
さん

会の曲を選ぶときは，それぞ

れの賛美歌がもたらす雰囲気に

ついて考慮してください。開会

の賛美歌は，神への賛美と福音

の回復への感謝を表すものです。

聖餐式の賛美歌は聖餐すなわち

救い主の犠牲について思い起こ

させます。閉会の賛美歌には，新

たにした聖約を守ると改めて決

意するよう会衆を鼓舞し，学んで

きた福音の原則について証
あかし

する

力があります。

• 扶助協会，あるいは神権会に

ついては，教師と相談してくだ

さい。教師がレッスンに関連の

ある賛美歌を提案したいかもし

れません。教師に希望する曲が

特にない場合は，指導者がレッス

ンのテーマを補足する賛美歌を

提案することもできます。

『賛美歌』330－331；『手引き　第2
部―教会の管理運営』（2010年），
14. 4；14. 6 参照

聖文に登場する女性について
知っていますか

聖文に登場する女性についての説明からその女性の名前
が分かりますか。分からない場合は，聖句を参照して

ください。

A．主の母 マリヤ B．サライア C．アンナ D．エ　バ E．エービシ

F．サ　ラ G．エステル H．マルタの妹 マリヤ I．エマ・スミス J．ル　ツ

1. 夫は危険な旅の途上にあった息子たちの
ことで悲しむわたしを慰めてくれました
（1ニーファイ5：1，6 参照）。
2. わたしはラモーナイ王の家で召使いとして
働き，王が改宗する何年も前からすでに主
に帰依していました（アルマ19：16 参照）。

3. 夫が死んだとき，わたしはしゅうとめを
「離れ〔ず〕」，あなたの民をわたしの民，あ
なたの神をわたしの神にするとしゅうとめ
に告げました（ルツ1：14，16 参照）。

4. わたしの名前は新約聖書とモルモン書の
両方に記されています。わたしについて
「まことに色が白く美しい」また「尊い，選
ばれた器」と述べられています（1ニー
ファイ11：13；アルマ 7：10 参照）。

5. イエス・キリストがベタニヤに住んでいた
わたしたち家族を訪問されたとき，わたし
はイエス・キリストの言葉に耳を傾けるこ
とによって，「その良い方を〔選びました〕」
（ルカ10：42 参照）。

6. わたしが自分の命を危険にさらしながらも
民を助けてくれるよう王に嘆願したとき，
わたしの民はわたしのために断食しました
（エステル 4：16 参照）。
7. わたしの名前は「すべて生きた者の母」と
いう意味です（創世 3：20 参照）。

8. わたしは教義と聖約の中で「選ばれた
婦人」と呼ばれ，「神聖な賛美歌の選定を
〔し〕」ました（教 義と聖 約 25：3，11
参照）。

9. わたしは，およそ 84 年間やもめ暮らしを
した末に，神殿で幼な子イエスにまみえま
した（ルカ 2：36‐38 参照）。

10. 主は夫の名前を変えられたとき，わたしの
名前も「王妃」を意味する名前に変えられ
ました（創世 17：15 参照）。

答え―1.－B ； 2.－E ； 3.－J ； 4.－A ； 5.－H ； 6.－G ； 7.－D ； 8.－I ； 9.－C ； 10.－F
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長期間にわたって度を超えた断食を
すべきではありません。」1  断食を
することで健康状態が悪化する恐れの
あるような人は，知恵を働かせ，その
方法に変更を加える必要があります。
教会員が断食する目的は様々です。
例えば，家族の一員が病気のときに
断食し祈ることができます。そのほ
か神に感謝を表したり，さらに謙

けん

遜
そん

さ
を身に付けたり，弱点や罪を克服した
り，教会の責任を果たすうえで必要な

断食は旧約の時代からイエス・
キリストの福音には欠か
せない要素です（例えば，

ダニエル 9：3；ヨエル 2：12 参照）。
断食によって人は霊的に強められ，
祈りの効果は高まります（イザヤ 58：
6－11参照）。今

こん

日
にち

，末日聖徒イエス・
キリスト教会の会員は断食をし，取ら
なかった食事に相当する現金を教会
にささげることで，貧しい人や乏しい
人を助けます。
「教会は，通常第 1日曜日ですが，
毎月1回の日曜日を断食の日と定めて
います。断食日の正しい守り方には，
〔24 時間の間に〕続けて 2 食分の食
べ物と飲み物を断つこと，断食証

あかし

会
に出席すること，助けの必要な人の
世話をするために役立つ断食献金を
ささげることが含まれます。
断食献金は少なくとも断食した
2 食分に相当する金額とすべきです。
可能ならば，惜しみなくさらにこの額
以上を差し出してください。
教会の指導者によって設けられた断
食日を守ることに加えて，自分自身の
必要や周囲の人々の必要に応じて，ほ
かの日にも断食することができます。
しかし，あまりにも頻繁に，あるいは

このテーマについてもっと詳しく知りたい場合
は，マタイ6：16－18；アルマ 5：46；6：6
を参照してください。

霊感を受けたりするために断食する
ことができます。断食を通して，日常
的に飢えを経験している人に思い
やりの気持ちを持ちやすくなります。
また，霊が肉体に打ち勝つための
助けを得ることができます。■

注
 1. 『真理を守る』（2004 年），142－143  

わ た し た ち が 信 じ て い る こ と

断食によって
霊的，肉体的に強められる
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わたしたちは断食献金を惜しみなく差し
出すよう奨励されています。教会はその
お金を使って，貧しい人や乏しい人を
助けます。

断食は祈りを伴うと，より効果的です。 断食はいつの時代にもまことの信者の
間で実践されてきました。例えば，古代
のユダヤ人はエステルのために断食を
しましたが，それは彼女が自分の民の
保護を王に求めることができるように
するためでした（エステル 4：16 参照）。

断食日曜日には聖
せい

餐
さん

会で証をすることも
含まれます。

「〔断食〕は理性と知性に基づい
た簡潔で完全な方法です。そして，
貧しい者を助ける問題を解決する
だけでなく，この律法を守る人に
とっても良い結果をもたらすこと
になります。それは，……肉体を霊
に従わせ，聖霊との交わりを促し，
この国の人々が大いに必要として
いる霊的な力を与えることになり
ます。断食には必ず祈りが伴うの
で，この律法は人々を神に近づける
ことになります。」
ジョセフ・F・スミス大管長
（1838－1918 年）
『歴代大管長の教え―
ジョセフ・F・スミス』（1998 年），
197－198

断食とは，主に近づき，主の祝福を願い
求めるために，自分の意志で，食べ物と
飲み物を取らないことを言います。
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ナイジェリア人は，自分たちは
「燃えるようなアフリカの
太陽」の下に住んでいると

言うのが口癖です。赤道近くの気温
は季節にかかわらずほとんど変化し
ません。ですから，8月にアフリカ全土
の奉仕プロジェクトが行われたとき，
わたしたちは涼しい朝のうちにできる
だけ終えられるよう，朝 7 時から開始
しました。
わたしたちはナイジェリア・ラゴスス
テークのヤバワードの建物近くの空き
地で，シャベルや熊手，大きな鎌を手
に，除草とごみの撤去を始めました。
3時間働いて，1.6 ヘクタールの土地の
うち1.2ヘクタールをきれいにしました。
「この一角をやり終えたら今

きょう

日はひと
まずおしまいにして，日を改めて残りを
終わらせるというのはどうだろう」と，
ビショップが尋ねました。
ビショップの言葉を聞いて，教師
定員会会長のエマヌエルはがっかり
したように言いました。
「もしここを仕上げないまま終わっ
たら，青少年全員，今日一日大した
ことはできなかったと感じてしまうと
思います。だからお願いです。終わ
らせてしまいましょう。」
その土地のほとんどがおよそ180
センチの雑草に覆われていたため，
前方が見えず，あとどのくらい残って
いるのか見定めるのが難しい状況で
した。
「ヒル兄弟，細い道を作るのにどの
くらいかかるか，ぼくと二人でやって

みましょう。そうだな，60 センチ幅だ
けでもいいですから。」  エマヌエルは
言いました。「もしぼくたちが手早く
できれば，みんなも思ったより早く終
われることが分かるでしょう。」
若い男性は二つのグループに分か
れて，空き地の両側でずっと働いてい
ました。雑草の迷宮を通り抜けて反
対側までたどり着いた人はだれもい
ませんでした。腰が痛くなったわたし
は，ひざをついて休みながら，大きな
鎌で雑草を刈り続けました。青少年
が何人か心配して手伝えないかと見
に来ました。そしてエマヌエルとわた
しがお互いを目指して刈り進めている
のを見て協力してくれました。数分も
たたないうちに互いにたどり着き，小
さな歓声が上がりました。道が 1本
通ったのを見て，仲間たちも二人一組
になって同じようにし始めました。
1時間もしないうちに作業が終わ

りました。わたしたちは満足で顔を
輝かせながら，ねぎらい合いました。
特に，文字どおりほかの人が後に続く
道を切り開いてくれたエマヌエルに声
をかけました。
年齢も経験も重ねたビショップと
わたしは，若い彼らが何を達成でき
るかは分かると思っていました。わた
したちが目にしていたのは，暑くて
疲れ果てた少年たちでした。しかし

青少年に
奉仕の機会を
与える

「一体何人の執事定
員会会長会と教師定
員会会長会が，祈りや
聖
せい

餐
さん

のパスをただ頼
むだけで終わっているでしょうか。兄弟の
皆さん，彼らはほんとうに特別な霊なの
です。もしも機会さえ与えられるなら，重
要なことを成し遂げられる人々なのです。」
十二使徒定員会
ニール・Ａ・マックスウェル長老
（1926－2004 年）
“Unto the Rising Generation,”
Ensign，1985 年 4月号，11

エマヌエルは友人たちが尊厳と自信
を培うチャンスを見いだしました。
仕事を終えるのを先に延ばすよりも，
もう少し努力することで，もっと満足
を得られると知っていたのです。
彼はわたしたちに，教会の若人の力を
思い起こさせてくれました。そして若
人が先導して貢献するとき，わたした
ち全員が益を得ることに気づかせて
くれたのです。
青少年が成長するのを待つ必要は
ないこと，もしわたしたちが機会を与
えるなら，彼らは今，力を発揮し，偉
大なことを成し遂げられることが分か
りました。■

教 　 会 　 で 　 の 　 奉 　 仕

青少年主導の
奉仕が持つ
可能性
ノーマン・C・ヒル

絵
／
ブ
ラ
イ
ア
ン
・
コ
ー
ル
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末日聖徒がほとんどいない環境で末
日聖徒として育ってきたことは，幼
いころの楽しい経験の一つでした。

最もよく覚えているのは，誕生日や祭日，サッ
カーの試合や家で時折開いたシュラスコ
（バーベキュー）などに，家族や友人と集まっ
たことです。もう一つの大好きな思い出は，
日曜日に家族と一緒に教会に行ったこと
です。
安息日を聖く守り，天の御父と御子イエス・
キリストを礼拝することは，わたしたち家族に
とって基本的で自然なことでした。教会の青
少年として，火曜の夜はサッカーをするものだ
と思っていましたし，日曜日には聖

せい

餐
さん

会，日曜
学校，神権会に出るものだと思っていました。
教会の兄弟姉妹と一緒にいるのがとても心地
よく，集会後もなかなか家に帰りませんでした。
結婚して子供ができて初めて，幼いころ両
親が示してくれた良い模範にほんとうに感謝
するようになりました。一家の父親として，
「〔主の〕聖日に祈りの家に行って，聖式をささ
げ〔る〕」ことがいかに大切かをもっとよく理
解するようになりました（教義と聖約 59：9）。
この戒めを守る人々に主が約束された祝福を，
もっとよく理解するようになったのです。
若いころ，1年間一度も教会の集会を休ま
なかったことを友達と言い合えたときにどれだ
けうれしかったか，今も鮮明に覚えています。

忠実に出席することによっ
て自分たちがどのような益を受
けているか十分には理解していな
かったと思いますが，世の汚れに染
まらずにいることができました。それに
加えて，心に喜びを感じ，楽しげな表情でい
られ，ほんとうに喜びに満たされたのです
（教義と聖約 59：9，13－15 参照）。

安息日の伝統
何年もの間，妻と子供たちとわたしはブラ
ジル南部の我が家の近くにある小さな浜辺で
夏の休暇を過ごすのを伝統にしていました。
仕事の都合で引っ越したこともありましたが，
その小さな浜辺からどれだけ遠くに住んでい
ても，わたしたちは大きな期待と喜びを胸に，
年に 1度の旅行を続けました。同じように，
親
しん

戚
せき

や友人たちも，年に 1度皆で集まるため
にはるばるやって来ました。全員がなるべく
早くやって来て，なるべく長く滞在しました。
その小さな浜辺でわたしたち家族は霊的に
成長したり，福音を教えたりするすばらしい
機会を数多く得ました。親戚のほとんどは
末日聖徒イエス・キリスト教会の会員ではな
く，わたしたちの宗教的な信条とは異なった
考えを持っていました。彼らにとって，主の日
は単に遊び，楽しむための日でした。週末は
週日よりも家族が多く浜辺に集まるので，わた

わたしは
主の聖日に
神を礼拝することによって
得られる祝福と喜びを
証
あかし

します。
その祝福には，
今は目に見えないものも
含まれます。

喜び安息日を聖
き よ

く守る

七十人
マルコス・A・

アイドカイティス長老

「
最
後
の
晩
餐
」
の
一
部
、
サ
イ
モ
ン
・
デ
ュ
ー
イ
画
。
背
景 ©
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したちにも日曜日は親族とともに過ごし活動
に加わってほしいとみんな思っていましたし，
何度もそう言われました。我が家の子供たち
もそうしたいと言ってきました。
子供たちはまだ幼く，福音の真理を生活に

当てはめることをちょうど学んでいるところで
した。日曜日にいとこや友人たちと活動に参
加したいという誘惑は，彼らにとって大きいも
のでした。家族と時間を過ごすことは福音の
中でも大切な要素であり，そのためなら安息
日を破っても仕方がないと考えるのは容
易だったと思います。何と言っても，当時
浜辺から最も近い教会でも100 キロ近く
離れていました。地元の集会所に集う友人
や隣人からは遠く離れていたので，日曜日
にわたしたちが礼拝堂に行かず，集会に出
席することなくそのまま浜辺にいたとしても，
だれも知る由もありませんでした。教会には
一年中行っていましたが，親族がともに過ご
せるのは 1年でわずか 2，3 週間でした。

しかし，わたしたちが日曜日に教会に行か
なかったことは一度もありませんでした。た
だの一度もです。主の教えを覚えていたから
です。
「また，あなたは，世の汚れに染まらずに自
らをさらに十分に清く保つために，わたしの聖
日に祈りの家に行って，聖式をささげなけれ
ばならない。
まことに，この日は，あなたがたの労苦を解

かれて休み，いと高き方に礼拝をささげるよう
に定められた日だからである。
しかし，この主の日に，あなたはいと高き方

にあなたの供え物と聖式をささげ……なけれ
ばならないことを覚えておきなさい。
また，この日には，あなたはほかに何事もし
ないようにしなければならない。ただ，あなた
の食物を真心を込めて準備して，あなたの断
食が完全になるように，言い換えれば，あなた
の喜びが満たされるようにするだけである。」
（教義と聖約 59：9－13）

年に1度，
浜辺で休暇を過ごす間，
安息日を破っても
仕方がないと考えるのは
容易だったでしょう。
でもわたしたちは日曜日に
教会に行かなかったことは
一度もありませんでした。
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わたしたちはこの戒めを守ることを選びま
した。そして子供たちにも同じように守らな
ければならないと教えました。やがて子供た
ちは，主の聖なる日に神を礼拝することは，家
族や友人を喜ばせたり，自分のやりたいこと
をやって満足を得たりするよりも大切であるこ
とを理解しました。

従順による祝福
浜辺での日曜日，わたしたちは早起きし，
日曜日の礼拝のために身なりを整え，最寄り
の礼拝堂まで車を走らせました。道中だけで
なくその日一日中，主の戒めを守る者に主が
約束しておられる平安と喜びを感じました。
この平安と喜びの気持ちはこの世からは得ら
れないと理解するようになりました。
何年かの間これを続けていくうちに，すばら
しいことが起こりました。我が家の子供たち
が主の聖なる日に神を礼拝する大切さについ
て質問することをやめたのです。また，いとこ
の何人かが一緒に教会に行ってもいいかと聞
いてきました。わたしたちが感じていた平安
と喜びが，集会後戻ったときに姪

めい

や甥
おい

にも伝
わっていたとは思いも寄りませんでした。つ
いにすばらしい祝福が実を結びました。いと
こたちが青少年の年代になって，そのうちの
二人が両親に「末日聖徒になりたい」と話し
たのです。やがて，その家族全員がバプテス
マを受けました。最近，その家族の子供の
一人は伝道から帰り，神殿で結婚しました。
わたしたちは今も毎年浜辺に行きます。

しかし，わたしたち家族が日曜日には浜辺で
遊ばないことはだれもが知っています。その
代わりにわたしたちは教会に行き，わたしたち
に加わる親族とともに神を礼拝します。そし
て，その輪は毎年どんどん大きくなっています。
当時を振り返り，自分たちの選択について
考えるとき，神の助けによって正しいことを行
い，子供たちにも同じことを行うように教える
勇気を持てたことを感謝します。その決心が
我が家の子供たちや親戚を強めたことは疑い
ようがありません。その決心は，主が約束さ
れた平安を与えてくれ，親戚の改宗に重要な
役割を果たし，日曜日にほかの活動をしてい
たら得られなかった満足を与えてくれました。
わたしは主の聖日に神を礼拝することに
よって得られる喜びと祝福を証します。その
祝福には，今は目に見えないものも含まれ
ます。またわたしは，「主をおのが神とする民
はさいわい」であることを証します（詩篇
144：15）。■

わたしたちは今も
毎年浜辺に行きます。
しかし，
わたしたち家族が
日曜日には
浜辺で遊ばないことは
だれもが知っています。
その代わりに
わたしたちは教会に行き，
わたしたちに加わる
親族とともに
神を礼拝します。
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わたしたちは天の父なる神の前に
いたとき，選択の自由を与えられ
ました。それはしたいことを

選び，妨げられることなく自由に選ぶ機会と
特権をわたしたちに与えるものでした。……
わたしたちは与えられた賜

たま

物
もの

と才能と能力，
知性と判断力と選択の自由を活用するよう
期待されています。
しかし，他方わたしたちは，日々主を求め，

主の御
み

霊
たま

を望み，生活の中で啓示の霊と霊感
を得るよう命じられています。わたしたちは
教会に来て，正式な執行者によって頭の上に
手を置かれ，「聖霊を受けなさい」と言われま
した。これは聖霊の賜物を授ける儀式です。
聖霊の賜物とは，わたしたちの忠実さに応
じて，聖霊という神会の御一方に常にともに
いていただく権利のことです。

そこでわたしたちは二つの問題に直面し
ます。一つは霊感の霊や啓示の霊の導きに
従わなければならないという問題であり，もう
一つは，選択の自由を使ってなすべきことを自
分で決めるようにという指示を受けて，わたし
たちはここにいるということです。この二つの
間でうまくバランスを取る必要があります。
では，よろしければ，3 つの事例を提示し
たいと思います。実生活でどうするべきかに
ついて，恐らくここから非常に現実的で理に
かなった結論が引き出せるのではないかと
思います。主がわたしたちに与えてくださった
啓示の中から，3 つのケースを採り上げて説
明しましょう。

「あなたは理解していなかった」
事例 1です。オリバー・カウドリという人
がいました。……彼は，御霊が降

くだ

って預言者
が翻訳すると，それを口述筆記していました
（当時，モルモン書の翻訳が進められていま
した）。カウドリ兄弟はそのころ霊的に比較
的未熟であり，そのときの霊性ではできない
ことをしたいと望みました。自分で翻訳した
かったのです。そこで預言者に頼むと，預言
者はその件について主に尋ねてくれました。
すると啓示があり，主はこう言われました。
「オリバー・カウドリよ，まことに，まことに，わ
たしはあなたに言う。あなたの神であり，あな
たの贖

あがな

い主である主が生きているように確か
に，……知識を与えられると信じながら，信仰
をもって，正直な心で求めるものは何であろう
と，その知識を確かに与えられるであろう。」  
そして，彼が受けるであろうものは，「古い記
録に刻まれたものについて〔の〕知識，……
その古い記録は昔のものであり，わたしの聖
文のうち，わたしの御霊の現れによって語られ

わたしたちは
自分の力で
できることを
すべて行い，
そのうえで
主に答えを
求めるべきです。
主の答えは，
自分が正しい結論に
到達していることを
承認する
しるしなのです。

ブルース・R・マッコンキーは1915 年 7月29
日，アメリカ合衆国ミシガン州で生まれました。
1946 年に七十人第一評議会に支持され，1972
年に使徒に聖任されます。1985年 4月19日に
亡くなりました。この説教は，1973 年2月27
日にブリガム・ヤング大学で話されたものです。

福 音 ク ラ シ ッ ク

十二使徒定員会
ブルース・R・マッコンキー長老（1915－1985年）

霊感
選択の自由
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青
少
年

た部分を含むものである」と定義されました。
このように具体的な問題を採り上げたうえ
で，主はこの問題や，類似したその他の状況
に当てはまる原則を明らかにされました。
「まことに見よ，あなたに降ってあなたの心の
中にとどまる聖霊によって，わたしはあなたの
思いとあなたの心に告げよう。さて見よ，これ
は啓示の霊である。」（教義と聖約 8：2－3）
……
……そこで，オリバーは求めました。しか
し，御存じのように失敗しました。まったく翻
訳することができなかったのです。……オリ
バーは，約束に従って求めたのになぜでしょ
うかと主に尋ねました。すると答えがありま
した。なぜ翻訳できなかったのかが教えられ
たのです。「あなたは理解していなかった。
あなたはわたしに求めさえすれば，何も考え
なくてもわたしから与えられると思ってきた。」
（教義と聖約 9：7）
さて，これは一見，信仰をもって求めさえす
ればいいと教えているかのようです。しかし，
信仰をもって祈り求めるための暗黙の前提と
して，まず目標達成のためにできることをすべ
て行っていなければなりません。わたしたち
は，与えられた選択の自由を使います。持て
る技能，力量，能力を使って，目標を達成しよ
うと努めるのです。さて，この原則はモルモン
書の翻訳にも，妻を選ぶことにも，職業を選
ぶことにも当てはまります。人生で起こる
1万件もの重要な事柄に当てはまるのです。
……

「なぜ，わたしにたずねるのですか。」
では，事例 2 です。〔ヤレドの民は〕海辺
にたどり着きました。これからこの海を渡る
ことになります。主は〔ヤレドの兄弟に〕「船
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福 音 ク ラ シ ッ ク

を造りなさい」と言われました。……
〔船は〕特殊で困難な状況で使用されるも
のだったため，〔ヤレドの兄弟は〕その装備に
欠けているものをどうにかしなければなりま
せんでした。船内に空気を取り入れる必要が
ありました。これは本人の能力を超えた問題
でしたから，ヤレドの兄弟は主に尋ねました。
そして，本人にはどうすることもできない問題
であったため，主は「こうすれば空気が入って
来ます」と解決方法をお教えになりました。
ヤレドの兄弟は，すでに主と話していました

し，質問に答えていただいていたので，自信を
もってもう一つこんな質問をしました。「船の
中に光があるようにするために，どうすれば
いいのでしょうか。」
しかし，主はそれについて少し話してから，

こうおっしゃったのです。「あなたがたは，船
の中に光があるようにするために，わたしに何
をしてもらいたいのか。」（エテル 2：23）  言い
換えればこういうことです。「……わたしはあ
なたに選択の自由を与えました。才能と能力
も与えました。行って問題を解決しなさい。」
さて，ヤレドの兄弟は主の言わんとされたこ
とを理解しました。シーレム山と名付けた山
に登り，「一つの岩から十六個の小さな石を溶
かし出し」たのです。記録によると，「その石
は白く，透き通っており，透明なガラスのよう」
でした（エテル 3：1）。……
そして，主はヤレドの兄弟に求められたとお
り石に指で触れられました。ヤレドの兄弟が
主の指を見たのはこの時です。主の御霊と調
和していたために，それまでいかなる預言者
に与えられたいかなる啓示よりもすばらしい啓
示を受けたのです。主が御自身の特質と本性
をここまで現されたことはそれまでありません
でした。主がそうなさったのは，ヤレドの兄弟

ができることをすべて行ったからであり，しか
も主と相談したからでした。
選択の自由と霊感との間でバランスを取る
のは非常に難しいものです。わたしたちはで
きることをすべて行ったうえで主に答えを求め
るべきです。主の答えとは，自分が正しい結
論にたどりついていることを承認していただ
いたというしるしなのですが，幸いにも時折，
思いも寄らない真理や知識が増し加えられる
ことがあります。

「彼ら自身とわたしとの間で協議する」
では，事例 3 です。教会初期の時代，主は

ミズーリのある場所に集まるよう聖徒たちに
命じられました。……何が起こったかに注目
してください。主はこうおっしゃいました。
「わたしの僕

しもべ

エドワード・パートリッジにつ
いて語ったように，この地は彼の居住の地，
また彼が顧問として任命した者たちの居住の
地である。また，わたしの倉を管理するよう
にわたしが任命した者の居住の地でもある。」
「それゆえ，彼らに，〔そして，ここからが大
切な点です〕  彼ら自身とわたしとの間で協議
するとおりに，彼らの家族をこの地に連れて
来させなさい。」〔教義と聖約 58：24－25；
強調付加〕
ここで主はシオンに「集まる」ようにとおっ

しゃっています。しかし，詳しいことやいろい
ろな手配，集まるための手段や集まる時間，
状況については，当事者の選択に任されたの
です。しかし彼らは，主と協議するようにとも
言われていました。……
主はこれを教会の管理監督会に言ってか
ら，その状況に適用する原則をお与えになり
ました。その原則はすべての状況に当てはま
ります。そしてそれは，わたしたちに明らかに

霊的に
成熟してくると，
なすべきことを
決めるときに
選択の自由を
使うことと，
霊感の霊の導きに
従うこととの
バランスを
うまく取ることが
できるように
なります。
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青
少
年

された輝かしい真理の一つです。主は言われ
ました。
「見よ，わたしがすべてのことを命じるのは
適切ではない。すべてのことを強いられて行
う者は怠惰であって，賢い僕ではない。した
がって，彼は報いを受けない。」
「まことに，わたしは言う。人は熱心に善い
ことに携わり，多くのことをその自由意志に
よって行い，義にかなう多くのことを成し遂げ
なければならない。」〔教義と聖約 58：26，
27；強調付加〕……
さて，以上が 3 つの事例です。このような
結論が明らかになりました。……
……神から与えられた選択の自由の使い方
を学び，自分なりに結論を出そうと努め，納得
のいく結論に達したら主と協議してください。
そして，自分のたどり着いた結論を主が承認
してくださっているというしるしを頂くのです。
これを頂いたならば，それは一つには啓示を
受けたということであり，別の観点から言え
ば，あなたはこのようにして永遠の命という
大いなる報いを受け，終わりの日に高く上げら
れるということなのです。……
神はこれらのことについてわたしたちに
知恵を与えておられます。わたしたちに勇気
を与え，自分の足で立ち，自分の持つ選択の
自由と才能と能力を活用する力を与えておら
れるのです。十分にへりくだって御霊に従い，
自分の思いを主の御

み

心
こころ

に従わせましょう。
そして，主の承認を頂き，このようにして，生活
に啓示の御霊を導き入れるのです。これを行
うならば，その結果については疑いの余地が
ありません。この世においては平安を得，
次の世においては栄光と栄誉と尊厳が与えら
れるのです。■
原文〔英語〕においては，句読点，大文字は標準用法に修正。

木
の
写
真
／
ク
レ
ー
グ
・
ダ
イ
モ
ン
ド
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引き返す必要が
ありました

ポルトガルのローレでステークの神権指導
者として奉仕していたころのことです。

ある晩，ステークの活動の後，わたしは数人の
青少年を家に送っていました。かなり遅い時
間でした。青少年を降ろすと家に向かい，車通
りのほとんどない田舎の暗い道に入りました。
途中，小さな橋を渡ったとき，右手下の方の河
原で火が燃えているかのように光が瞬くのが見
えました。
その晩は湿度が高かったので，たとえ火だ
としても，湿気ですぐに消えるだろうと思い，
前方の道路に注意を戻しました。
ところが，何メートルも行かないうちに，「止ま
りなさい」という声が聞こえたのです。ほかに
だれも乗っていなかったので驚きましたが，無視
して運転し続けました。すると，今度は雷のよう
な声がしました。「止まって引き返しなさい！」  
わたしは直ちに車の向きを変えて引き返しま

した。戻りながら，天の御父に尋ねました。
「主よ，何でしょうか。」  橋に着くやいなや車
から飛び降りると，即座に主の答えを受けま
した。下の方から「助けてください」と叫ぶ声
が聞こえてきたのです。
ほとんど真っ暗で，下の方で小さなオレンジ
色の光が点滅しているほかは何も見えません。
橋の下は切り立った渓谷になっていて，十分な
明かりもなく，どうやって助ければよいか分か
りませんでした。とっさに緊急通報番号に電
話すると，間もなく救助隊が来てくれました。
あの小さな光は，道路を外れて転落した車か
ら発せられていました。車には 5人が乗ってい
ました。 2人はすでに亡くなっていましたが，わ
たしが聖霊の声に注意を払っていなかったら，
さらに悪い事態になっていたかもしれません。
優しい声であろうと，雷のような声であろう
と，主が御霊によってわたしたちに語りかけて

御
み

霊
たま

を通して日々霊感を受けることは，すべての末日聖徒の特権です。
霊的な促しを受けるにふさわしくあり，進んで促しに注意を払うことによって，
わたしたちは天の御父が授けたいと望んでおられる導きを受けることができます。
次に紹介するのは，御霊のささやきに耳を傾けて応じ，
その結果，豊かな祝福を受けた3人の会員の経験です。

絵
／
ダ
ン
・
バ
ー

促しに従って行動する
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くださることを証
あかし

します。あの晩，御霊に耳を
傾けて良かったと思います。主が生きておら
れること，わたしたちを愛しておられること，そ
して聖霊がわたしたちに語られることを知って
います。わたしたちに必要なのは，その声によ
く耳を傾けることです。■
ネストル・ケラレス（ポルトガル）

従うことにしました
何年も前，親

しん

戚
せき

からのレシピも載せた家族
のレシピ集を作る必要があるという思い

に取りつかれるようになりました。わたしはその
考えを振り払い，よく自分にこう言っていました。
「つまらないレシピ集などを作っている時間は
ない。手のかかる子供が 6人もいるのだから。
レシピ集作りは，パンやシナモンロールを一から
作るような母親のすることだ。わたしにはそん
な時間はない。」
それでも抗しがたい気持ちが何年も続き，つ
いにある日，レシピ集作りを真剣に考えること
にしました。しかし，わたしの親族の中で，
いったいだれが参加したいと思ってくれるで
しょう。教会員はわたし一人ですし，両親は
他界していて，きょうだいもいません。親戚の
ほとんどは遠くに住んでいます。それでも，
とにかく促しに従うことにしました。
親族に連絡を取り，家族のレシピ集を作って
いることを説明し，レシピを送ってくれるよう
頼みました。それから1年の間に，幾つかの
レシピが届きました。家族にまつわる話や写
真を送ってくれた親戚もいました。このことが
きっかけで，最年長の親族に話を聞き，家族の
歴史に関する情報を集めようと思い立ちました。
それもレシピ集に載せることにしました。
レシピ集をまとめながら，レシピを送ってく
れた親戚の中には自分の知らない人も大勢い
ることを実感しました。そこで，家系図も載せ
ることにしました。一人一人のことを教えても
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らい，家系図を書き出して原稿に加えました。
完成したレシピ集に最後にもう一度目を通し
たとき，家系図のページを開いたわたしは御霊
に圧倒されました。なぜこの「つまらない」
レシピ集を作る必要があったのかはっきりと分
かり，涙が頬

ほお

を伝いました。レシピはほとんど
関係なかったのです。わたしは何世代もの先
祖の名前や日付を集めていました。これらすべ
ての人のために神殿の業を行うことができるよ
うになったのです。さらに，将来の子孫のため
に数々のすばらしい話を残すこともできました。
今では，何人かのいとこと定期的に連絡を
取り合っていて，親戚とのすばらしい交流を楽
しんでいます。レシピ集を見るとき，よく次の
聖句が思い浮かびます。「それゆえ，善を行う
ことに疲れ果ててはならない。あなたがたは
一つの大いなる業の基を据えつつあるからで
ある。そして，小さなことから大いなることが
生じるのである。」（教義と聖約 64：33）  促し
に注意を払い，簡単なレシピ集を作ったことに
よって，喜びに満ちたすばらしい経験ができま
した。今でも，ふと立ち止まってそれらすべて
のことについて考えると驚きを覚えます。■
ナンシー・ウィリアムソン・ギブス
（アメリカ合衆国コロラド州）

これだと感じました

御霊は様々な方法で働きかけてきます。
平安を感じた瞬間もあれば，慰めを感じた

こともあり，考えがはっきりしたこともあります。
わたしが最も強く感じる働きかけは，ほんとうで
あるとか正しいという感覚です。この感覚は言
葉で表しにくいのですが，そのように感じると
き，何かが真実であることや，何かをする必要が
あることが分かるのです。
この感覚を最も強く感じた経験の一つに，
購入する家を探していたときのことがあります。
当時わたしは独身で，何年か前から家を買うこ
とを考えていました。どんな物件を探している
かを不動産業者に話すと，わたしの説明に
ぴったり合った物件を見つけてくれました。
色 な々物件を見せてくれるのですが，どれも違う
ように感じて，断り続けました。不動産業者は
それぞれの家についてどこが気に入らないのか
尋ねてくるようになりました。もっと条件に合っ
た物件を紹介したいと思ってくれたのです。
でも残念ながら，どこが不満なのかあまりうま
く伝えることができませんでした。
そしてついに，ある日の午後，不動産業者と
わたしはある物件を見ました。それまでに見
た家と比べて，さほど良いものではありません
でした。ほかの物件よりも少し高額でした。

御霊が
導いてくださいます

「聖霊の賜
たま

物
もの

は，もし
皆さんが同意するなら，
皆さんを導き，守り，さら
には皆さんの行いを正し
てさえくれます。それは
思いに告げる霊的な声
であり，考えや気持ちと
して心に入ってきます。
……過ちをまったく犯さ
ずに人生を歩むことは
期待されていませんが，
皆さんは大きな過ちを
犯す前に，必ず聖なる
御霊のささやきによって
警告を受けるでしょう。
この約束はすべての教
会員に当てはまるもの
です。」
十二使徒定員会会長
ボイド・K・パッカー会長
「若人への助言」
『リアホナ』2011年11月号，18
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提示した条件は満たしていましたが，もっと条
件に合った物件を前に幾つか見ていました。
それにもかかわらず，ひととおり見て回った後，
わたしは買いたいと不動産業者に言ったの
です。即断即決だったので，業者は少し驚い
た様子でした。それまで何か月も渋っていたこ
とを思えば，当然のことでした。しかし，ここ
に住む必要があるという感覚は圧倒されるほ
ど強く，立ち止まって考える必要を感じません
でした。
わたしは購入を申し込みました。そして，
もっと高い買値を付けた人がいたにもかかわ
らず，売り手はわたしにその家を売ってくれま
した。家族には，なぜだか分からないが，そ

啓示が与えられる8つの目的

十二使徒定員会のダリン・H・オークス長老は，御霊の働きかけ

には 8つの目的があると教えています。

証する―御霊は，イエス・キリストがキリストであられ，福音が

真実であることを証してくださいます。

預言する―自分の責任の範囲内において，将来起こることに

ついて預言するよう霊感を受けることがあります。預言者や祝福師，

そしてわたしたちさえも，預言的な啓示を受けることができます。

慰める―御霊は，リバティーの監獄にいたジョセフ・スミスを慰

めたように，わたしたちを慰めてくださいます。「あなたの心に平安が

あるように。あなたの逆境とあなたの苦難は，つかの間にすぎない。」

（教義と聖約121：7）  慰めは，神権の祝福や，すでに世を去った

愛する人に関する示現，罪の赦
ゆる

しを通して与えられることもあります。

励ます―御霊は落胆や無力感，霊的な停滞状態から脱する

ように励ましてくださいます。人は聖文を読んでいるときや，健全な

音楽や美術や文学を鑑賞しているときにも御霊を受けます。

知識を授ける―特定の場面で語るべき言葉を授かることが

の家に住むべきだと感じると言いました。
なぜその家に住む必要があったのかはすぐに
分かりました。入居して1か月後，独身者ワー
ドで一人の女性と出会ったのです。それから
1年余り後，わたしたちは神殿の聖壇を挟んで
ひざまずき，夫婦として結び固められました。
主はほんとうに不思議な方法で働かれます。
家を選ぶ際の導きが永遠の結婚へとつながろ
うとは，思ってもみませんでした。家を買うと
いう一歩を踏み出すよう自分が導かれているの
は分かりましたが，今ではその導きが主の御霊
によるものであったことが分かります。■
ジェフリー・ストケット
（アメリカ合衆国ユタ州）

あります。主はジョセフ・スミスとシドニー・リグドンに次のように

言われました。「あなたがたの言うべきことは，まさにそのときに，

まことにその瞬間にあなたがたに授けられるからである。」（教義と

聖約100：6）  これまで幾つかの神聖な場面で，天からの訪問者

から直接知識を授けられることがありました。その一方，必要な

知識が御霊の静かなささやきによって授けられることがあります。

思いとどまらせる―このような啓示は，するべきでないことを

行うのを思いとどまらせてくれます。特定のことについて，導きを

求めていないときに不意に与えられる場合がよくあります。

確認する―特定の行動を計画し，それが正しい選択かどうか

を知るために祈った後，御霊による確認を受けることができます。

駆り立てる―この種の啓示は求めるものではなく，人を予定外

の行動に駆り立てます。御霊からこうした働きかけを受けることは

まれですが，それゆえ重要なものです。

“Revelation,”Brigham Young University 1981－82 Fireside and 
Devotional Speeches（1982 年），20－26から
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カナダのビクトリアで結婚・家族セラ
ピスト業を営むわたしは，ボブとメ
アリーという夫婦のカウンセリング

を行いました。二人は一緒に何かを決定する
際に意見が対立することがよくありました。

ある日，カウンセリング中にボブがわたしに
このように言いました。「ぼくが管理して取り
決めようとするのですが，何をする必要がある
かアイデアを出しても，妻は神権を支持して
くれないんです！」
彼の発言から，管理するとはどういうことか

きちんと理解していないことが分かりました。
結婚した夫婦は対等な関係となり，一致の
精神でともに決定を下すように努めるのです。
わたしは神権評議会から学んだ，ともに評
議することに関する幾つかの原則をこの夫婦
に話しました。家庭での評議は教会の評議会
と幾らか異なる方法で機能するものの，共通す
る原則がたくさんあります。これらの原則を家
庭で実践するように努めるなら，主の目にかな
う方法で夫婦を強めるうえで役立ちます。

わ た し た ち の 家 庭， わ た し た ち の 家 族

結婚生活
ランディー・キーズ

ともに評議する
で
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原則その1―全会一致で決定する

神権評議会の場合
会長会，評議会，ビショップリックは皆，全
会一致の，協調的な合意の原則にのっとって
機能します。M・ラッセル・バラード長老は，
どのような案件でも，十二使徒定員会が一致し
た結論に達してから実行されることを説明しま
した。「教会の運営から世界で起きている出
来事まで，幅広い議事について，正直かつ率直
に話し合います。時には何週間も，何か月も，
あるいは何年も話し合ってから決定される事項
もあります。」1  一致はとても大切なので，全員
の意見が一致するまで何事も決定されません。
主は評議会における同じ一致の原則をジョ
セフ・スミスに教えられました。「これらいず
れの定員会が下す決議も皆，その定員会の全
会一致の声によってなされなければならない。
すなわち，彼らの決議を互いに同等の力すな
わち効力のあるものとするために，各定員会の
すべての会員がその決議に同意しなければな
らない。」（教義と聖約107：27）
十二使徒定員会のデビッド・A・ベドナー長
老はこの原則を補足してこのように教えま
した。「一致がなければ，……霊感を受けるこ
とはできません。」2  わたしたちが目的と祈り
において一つになると，聖霊の導きと霊感を招
くのです。

家庭の場合
一致の原則は神権評議会だけでなく，結婚

生活にも当てはまります。中央幹部は家族会
議が教会の基本的な評議会であると教えてい
ます。3  夫が最も基本的な評議会であるとか，
妻がそうであるとかなどとは教えていないこと
に注目してください。この評議会は夫と妻の両
方によって構成されるのです。
夫婦が一致した決定を下すのに苦労するこ
とは珍しくありません。話し合っている議題が
重要なものであればなおさらです。さらに，夫

婦が合意に達することよりも意見が正しいか
どうかにこだわってしまうと，「天の御父との
交流がや〔み〕，伴

はん

侶
りょ

とのコミュニケーションも
やみます。天の御父は干渉なさいません。
天の御父は招かれないところには行かれない
からです。」4  大切なのは，話し合いから天の
御父を締め出すのではなく心から招くこと
です。謙

けん

遜
そん

になって力を合わせ，互いの話に
耳を傾けるなら，主の導きという本質的な祝福
を得られるのです。
御
み

霊
たま

の導きを受けながら一致した決定を下
すことは重要です。論理的に見て，その決定が
最良の選択に思えない場合は特にそうです。
大管長会第一顧問であったジョージ・Q・キャ
ノン管長（1827－1901年）は，主は一致した
指導者が評議した事柄を支持され，彼らの完
全ではない計画をさらに良くするために「御自
身の知恵と力で補い効果的なものにされる」
と説明しています。5  この約束は夫婦を含め，
すべての評議会に当てはまります。
しかし，いつもかしこまった手順で物事を決
定する必要はありません。バラード長老は
「夫婦が語り合うときも，家族会議を開いてい
ることにな〔る〕」と教えています。6

さらに，主があらゆる事柄に関して命令を
下されないのと同じように，夫婦はあらゆる
決定について評議する必要はありません。
永遠にはさして影響しない日々の決定について
は互いを信頼するべきです。主の導き，聖文，
預言者の言葉によって，二人で話し合う必要の
ある事柄がどれなのかを見極めるのです。

神権評議会が

物事を決める際に

一致するよう努めるのと

同じように，

結婚生活での一致も

不可欠です。
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わ た し た ち の 家 庭， わ た し た ち の 家 族

原則その2―全員が参加する

神権評議会の場合
2010 年 11月の世界指導者訓練集会で，中央扶助協会会
長のジュリー・B・ベック姉妹は次の聖句を引用しました。
「あなたがた自身の中から一人の教師を任命しなさい。そ
して，全員が同時に語ることなく，一時に一人を語らせて，
すべての者が彼の言うことに耳を傾けるようにしなさい。
それは，すべての者が語って，すべての者が互いに教化し
合うように，またすべての人が等しい特権を持てるようにす
るためである。」（教義と聖約 88：122）  ベック姉妹の意見
に続いて，七十人会長会のウォルター・F・ゴンサレス長老
は全員が話し合いに参加することで霊感が助長されるとの
見解を述べました。7  全員が話し合いに貢献する機会を等
しく受けると，個 人々の考えが組み合わされてさらに強力な
ものとなります。

家庭の場合
この参加の原則から，物事を決定する過
程で，夫と妻の両方が携わることが大切であ
ることが分かります。どちらかがすべての
決定を下し，もう一人の賛同を得るだけでは
十分ではありません。夫と妻の両方が霊感
を求め，相手の考えや気持ちに耳を傾けると
きにいっそう大きな成功を収めるのです。
ハワード・W・ハンター大管長（1907－
1995 年）はこのように述べました。「神権を
持つ男性は妻をパートナーと考えて，家庭を
治め家族を導くうえで必要な事柄をすべて知
らせ，相互に納得して決定します。……主
は，妻が夫の助け手（「助け手〔helpmeet〕」
のmeetは対等という意味），つまり対等で
不可欠な，完全な協力者となるよう望んでい
らっしゃいます。」8  男性と女性は互いの助け手として造ら
れました。話し合いに伴侶の参加を求め，それを受け入れ
るとき，結婚がもたらす最大の恩恵の一つを享受できるの
です。

原則その3―義にかなって管理する

神権評議会の場合
管理の正しい意味を理解することは神権評議会を効果
的に進行するうえで欠かせません。管理する人々は「教会
を……見守〔り〕」（アルマ 6：1），皆が一致し，対等な立場
で参加できるように，そして評議に関するその他の原則が
必ず実践されるようにする責任があります。バラード長老
は次のことを思い出させてくれます。「神権者は次の点を決
して忘れてはなりません。すなわち，家庭や教会の召しの
中で人々の頭の上にこん棒のように神権の権威を振るう権
利はない，ということです。……神権は奉仕のために与え
られたのであり，苦役のためではありません。慈愛に満ち
た思いやりのためであり，強制のためではありません。世話
をするためであり，支配するためではありません。これ以外

の考えを持っている人々は，神権の権能を
持たずに行動しているのです。」9

家庭の場合
夫が族長として持つ，家庭の管理者とし
ての義務は，ほかの人を支配することでは
なく，結婚生活と家族が豊かに栄えるよう
にすることです。デビッド・O・マッケイ大
管長（1873－1970 年）は，いつかすべて
の男性が救い主と個人的に神権について
の面接をすることになると説明しました。
「主はまず，妻との関係について説明責任
報告をお求めになるでしょう。あなたは妻
が幸福になるように積極的に努力し，個人
としての必要が満たされるようにしてきま
したか。」10

夫は夫婦の成長と幸福に対して責任が
ありますが，この責任があるからと言って，

妻に対する権力が与えられているわけではありません。夫
も妻も両者が結婚に対して責任を負っています。義にか
なった結婚生活の評議では，どちらも同じ徳を共有します。
これらの徳を実践すると，互いに心を向ける助けになります。
この徳について幾つかの例を教義と聖約第 121章 41 節
から学ぶことができます。「いかなる力も影響力も，神権に
よって維持することはできない，あるいは維持すべきでは

バラード長老は
次のことを
思い出させてくれます。
「神権者は次の点を
決して忘れてはなりません。
すなわち，
家庭や教会の召しの中で
人々の頭の上に
こん棒のように
神権の権威を
振るう権利はない，
ということです。」
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ない。ただ，説得により，寛容により，温厚と
柔和により，また偽りのない愛によ〔る。〕」
力や影響力を行使するために神権を使う
ことはできません。したがって，結婚生活を支
配するために不義の手段を使うことはできま
せん。真の力がもたらされるのは，夫婦が義
の中で力を合わせ，それゆえ主の祝福を受け
るにふさわしいときだけです。

永遠の結婚を築く
権力問題で悩んだり，あるいは時間やお金

の管理，子供や義理の家族への接し方，その
ほかの事柄について意見の食い違いがあって
苦しんだりしている夫婦は，結婚生活の中でど
のような基本的な原則に従うことを選んでいる
かを吟味するべきです。二人が偽りのない愛
によって評議する規範を作ることにより，結婚
生活を改善できるでしょうか。
一致，参加，義にかなった管理の原則に
より，わたしたちは伴侶とふさわしい合意に
達し，生活に御霊を招くことができます。愛と
優しさの徳を実践することで多くの議論を

穏やかにし，結婚生活にいっそう大きな充足
感をもたらし，永続する夫婦関係を築くことが
できるのです。■

注
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 2. デビッド・A・ベドナー「パネルディスカッション」『2010年世界指
導者訓練集会』lds.org/broadcasts/archive/worldwide-
leadership-training/2010/11
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義にかなう結婚生活の

評議では，夫も妻も，

敬意，優しさ，

全面的な参加を通して

夫婦の関係を築き，

一致を図ろうとします。
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神権の鍵

｠「1976 年にデンマークのコペンハーゲ
ンで地域総大会が開かれました。
最後の部会の後，スペンサー・W・

キンボール大管長（1895－1985 年）は，トル
バルセン作のクリスタス像 と十二使徒像が
立っている聖母教会を訪問したいと言いま
した。……
礼拝堂の前方，聖壇の後ろに，見慣れたクリ

スタス像が立っています。両腕を前方に差し
伸べ，手には釘

くぎ

の跡があり，わき腹の傷も非常
にはっきりと見えます。その両わきに立ち並ん
でいるのが使徒の像で，右側の先頭にペテロ，
そしてそのほかの使徒たちが順番に並んでい
ます。
一行のほとんどは，管理人とともに礼拝堂の
後ろの方にいました。わたしはキンボール大管
長とともにペテロ像の前に立っていました。

レックス・D・ピネガー長老，コペンハーゲンス
テークのヨハン・ヘルゲ・ベンシン会長も一緒
でした。
大理石でできたペテロの手の中に，一束の
重量感のある鍵がありました。キンボール大
管長は鍵を指さし，それが何の象徴であるか
説明してくれました。それから大管長のしたこ
とをわたしは決して忘れません。キンボール大
管長はベンシン会長の方を向き，いつになく強
い調子で会長を指さし，こう言ったのです。
『デンマークの皆さんにこのことを伝えてくだ
さい。わたしは鍵を持っています！ わたした
ちはまことの鍵を持ち，その鍵を毎日使って
いるのです。』
わたしは預言者のあの宣言と証を決して忘れ
ないでしょう。その影響は霊的に力強く，印象
は体を貫くほどでした。
わたしたちは皆が立っている礼拝堂の後ろ

「神権の権能と力は，教会で行われるあらゆることの基盤になるものです」と
十二使徒定員会のボイド・K・パッカー会長は述べています。1  十二使徒定員会
の一員として奉仕してきた40 年以上の間に，パッカー会長は神権，特に神権の
重要性と適切な行使の仕方，またその鍵

かぎ

について繰り返し語ることで，前出の言
葉の意味するところを詳しく説明してきました。以下に，神権に関するパッカー
会長の重要な教えの中から主要な部分を抜粋したものと，主イエス・キリストの
使徒としての証

あかし

を掲載します。

十二使徒定員会会長
ボイド・K・パッカー会長

神権の誉れと位

「
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の方へと歩いて行きました。像を指さし，キン
ボール大管長は親切な管理人に言いました。
『この使徒たちは世を去りました。』  それから
大管長はわたしを指さしながら言いました。
『ここに生ける使徒がいます。パッカー長老は
使徒です。トーマス・S・モンソン長老とL・
トム・ペリー長老は使徒です。わたしも使徒
です。わたしたちは生ける使徒なのです。』
『新約聖書には七十人について書いてありま
すが，ここにいるレックス・D・ピネガー長老と
ロバート・D・ヘイルズ長老は，生ける七十人
なのです。』
それまで何の感情も表さなかった管理人が
突然涙を流しました。
わたしは生涯に二度と起こらないような経
験をしたと感じました。」2

神権は分割できない
「神権はそれに付属するどのような職よりも
大いなるものです。まずアロン神権やメルキゼ
デク神権を受ける人は，按

あん

手
しゅ

によってそれを
授けられます。そして神権を授けられてから，
神権の職に聖任されます。すべての職は神権
からその権能が引き出されるのです。

神権は分割できません。長老は使徒と同じ
神権を持っています（教義と聖約 20：38
参照）。神権を受ける人は，そのすべてを受け
るのです。しかし神権の中には様々な職，
すなわち権能と責任の区分があります。人は
聖任あるいは任命された職の権利に応じて
その神権を行使できるのです。……
メルキゼデク神権すなわち大神権を持って
いる人は，同時にアロン神権すなわち小神権
の権能もすべて持っています。」3

備えの神権
「アロン神権が小神権と呼ばれるからといっ
て，あまり大切な神権ではないということは決
してありません。主は，アロン神権はメルキゼ
デク神権になくてはならないものであると言わ
れました（教義と聖約 84：29 参照）。大神権
者はだれでも，アロン神権に属する儀式を行う
ことを心から誉れと思わなければなりません。
それらは霊的に大きな重要性を持っている
からです。
わたしは，十二使徒定員会の会員として聖

せい

餐
さん

のパスをします。わたしは，人が決まりきった仕
事と言うそのパスの責任を受けるとき，たとえよ
うもない誉れを感じ謙虚な気持ちになります。
……
古代の人々は，……犠牲の儀式を通してキリ
ストの贖

しょく

罪
ざい

を待ち望みました。わたしたちは
今，聖餐の儀式を通してキリストの贖罪を思い
起こしています。
この古代の犠牲と現代の聖餐はどちらも，
キリストと，キリストが血を流されたことと，わ
たしたちの罪のためにキリストが行われた贖罪
に焦点が当てられています。そして昔も今も，
これらの儀式を行う権能はアロン神権者が
持っているのです。
確かにこの責任は神聖なものです。これに
よって皆さんは，これら古代の主の僕

しもべ

たちと兄
弟関係に入るのです。したがって，アロン神権
者に与えられた儀式を行うときに謙虚な気持ち
になるは当然のことです。……

神権の力が
本来あるべき形で
家族にしっかりと
根付いていないと
神権に本来の強さはなく，
将来も
その力を持つことは
ないでしょう。
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今ここにいる執事や教師，祭司の職を受け
ている人の中から，将来，使徒や預言者とな
り，この教会を管理する人も出てくるでしょう。
皆さんは備えなければなりません。
このように，アロン神権を備えの神権と呼ぶ
のは確かにふさわしいことです。」4

長老見込み会員への招き
「長老の職は，尊厳と誉れの召しであり，霊
的な権威と権能の召しです。『見込み』という
言葉には，希望とか楽観とか可能性とかいっ
た意味合いが感じられます。今

きょ う

日，わたしは
そのような人々に話しますが，恐らくこの話は
ほかの多くの人々にも当てはまるはずです。
……
霊的な真理が語られている環境へ戻って来
るならば，皆さんがもう忘れたと思っていたこ
とが，心の中に，洪水のようにどっと押し寄せ
てくるでしょう。長い年月にわたって活動停止
状態にいたためにはるかかなたへ追いやられ
ていたものも，再び現れてくるでしょう。また，
それを理解する力もよみがえるでしょう。……
もし人生の進路を再び聖徒たちの中に向ける
ならば，程なくして，霊感あふれる言葉を再度
理解するようになるでしょう。そして，皆さん
が想像するよりもはるかに速やかに，今まで道
をそれたことがなかったかのように感じてくる
でしょう。このことを理解することが，皆さん
にとってどれほど大切か，よく考えていただき
たいと思います。……
間もなく神の王国であるこの教会にいること
に何の違和感も覚えることなく，溶け込むこと
でしょう。さらに皆さんは，教会でどれほど必
要とされているかを知り，また皆さんの体験談
が，ほかの人々を救ううえでどれほど力強いも
のとなるかを知ることでしょう。」5

神権の召し
「召しは，依頼や要請以上のものです。それ
は選ばれた僕を通して主から与えられる召し
です。何年も前に，スペンサー・W・キンボー

ル大管長は，アリゾナのステーク会長のとき
に，召しを伝えることについて，ある経験をしま
した。ステークの若い男性の会長を召す必要
がありました。キンボール会長は勤め先の銀
行を出ると，通りを少し歩いて，ある事務所に
入り，こう言いました。『ジャック，ステークの
若い男性会長になることについてどう思う？』
ジャックは答えました。『スペンサー，わたし
に言っているのかい。』
キンボール会長は言いました。『もちろん，
君にだよ。君は若いし，青少年とうまくやって
いる。すばらしい会長になるだろう。』
しかし，ジャックが召しを断ったために，と
ても気まずい雰囲気になりました。キンボール
会長は，銀行に戻って机に向かうと，自分の失
敗についてあれこれ考えました。そして何が
必要なのか分かりました。会長は銀行を出て，
通りを少し歩き，同じ事務所の同じ人を訪ね，
フルネームで呼んで言いました。『先週の日曜
日，ステーク会長会は若い男性会長の召しに
ついて検討するために集まりました。祈って話
し合い，最後にひざまずいて確認を求め，召す
べき人はあなたであるという霊感を主から受
けました。わたしは主の僕として，その召しを
伝えるためにここに来ました。』
ジャックは言いました。『そうですね，スペ
ンサー。あなたがそのように言うのなら。』
会長は言いました。『そのように言うことに
したのです。』」6

「長老は皆，召しとは依頼や要請以上のもの，
実に割り当て以上のものであることを知っておか
なければなりません。わたしたちは，『わたし
は長老定員会会長会の顧問として奉仕するよ
うに頼まれました』というような言葉をとても
頻繁に耳にしますが，『わたしは顧問として奉
仕するように召されました』という方が適切で
しょう。
わたしたちが自分自身で教会の職に就くの
ではなく，むしろ，わたしたちを管理する人の
召しにこたえるのです。教会の職に対する主
の御

み

心
こころ

に関して，よく祈って主に相談すること

神権は分割できません。
長老は
使徒と同じ神権を
持っています。
神権を受ける人は，
そのすべてを
受けるのです。
しかし神権の中には
様々な職，すなわち
権能と責任の
区分があります。
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は，管理する人の責任です。そうするときに啓
示の原則が働くのです。その後，主の代理を
務める管理役員がその召しを伝えます。」7

聖任の重要性
「神権は聖任の儀式によって授けられるもの
であり，単に聖約を結んだり，祝福を受けたり
したからといって得られるものではありません。
世の始めからそうでした。過去に話されたり，
書かれたりしたものの中からいかに考え，推論
し，ほのめかしたとしても，特定の儀式によっ
てのみ神権の職に召されることは今も昔も変わ
りはありません。
そして，聖文はこの点に関して非常にはっき
りしています。それは，神権の唯一正当な授与
は『権能を持つ者によって聖任され，そして権
能を持っていることと，教会の長たちによって
正式に聖任されたことが教会員に知られ〔る〕』
ことから来るのです（教義と聖約 42：11）。
……
どうぞこの簡単明解で変わることのない事実
を見逃さないでください。正当な権能を持ち，
教会にそれを確認された者による聖任によって
のみ，神権は常に継承されるのです。そして，
たとえ神権が授けられたとしても，その人は聖
任された職分を超える事柄について何の権能
も持ってはいないのです。この制限は任命さ
れた職についても同様です。正規のものでな
い聖任や任命は無意味であり，もちろん神権
の力も権能も伝えることはできません。」8

神権の力
「これまで，神権の権能の分配はとても順調
に進んできました。ほぼすべての地で神権の
権能を確立してきました。長老と大祭司の
定員会は世界中にあります。しかしわたしは，
神権の力の分配は，神権の権能の分配ほど
進んでいないと思います。神権の力が本来あ
るべき形で家族にしっかりと根付いていない
と神権に本来の強さはなく，将来もその力を
持つことはないでしょう。……

神権の権能はわたしたちとともにあります。
あらゆることが相互に調整され，系統立てられ
た今，教会において神権の力を積極的に行使
する責任はわたしたちにあります。神権の内に
ある権能は聖任によって与えられます。神権
の内にある力は聖約を尊びながら忠実で従順
な生活を送ることによって与えられます。義に
かなって神権を行使し，用いることによってそ
の力は増し加えられるのです。
さて父親の皆さん，あなたの召しが神聖なも

のであることを改めて伝えます。あなたには，
家庭を守るために主から直接与えられた神権の
力があります。サタンが加える攻撃から盾と
なって家族を守るものが神権の力以外になくな
る時がやって来ることでしょう。皆さんは聖霊
の賜
たま

物
もの

を通して主から導きを受けるでしょう。」9

「皆さんが力を受けるか否かは，この神聖な
目に見えない賜物をどう扱うかにかかってい
ます。
……皆さんの権能は聖任によって，そして力は
従順とふさわしさによってもたらされます。……
神権の力は，ごく普通の義務を果たすことか
らもたらされます。集会に出席し，割り当てを
受け，聖文を読み，知恵の言葉を守ることなど
によってです。」10

主のまことの僕
「ほかのキリスト教会で神権の鍵が行使され
ているという話を聞くことはありません。不思
議なことに，イエス・キリストが確立された権能
と組織を持つ唯一の教会であるわたしたちを，
クリスチャンではないと言う人がいます。
現在の十二使徒はまったく平凡な人たちです。
キリスト時代の十二使徒と同様，一人一人は人目
を引きませんが，全体が集まると大きな力を発揮
します。
皆以前は様々な職業に就いていました。
科学者や弁護士，教師もいます。
……〔ラッセル・M・〕ネルソン長老は心臓
外科の分野での開拓者的存在〔でした。〕……
定員会には，船員，海兵隊員，パイロットとして

神権の内にある力は
聖約を尊びながら
忠実で従順な生活を
送ることによって
与えられます。
義にかなって
神権を行使し，
用いることによって
その力は
増し加えられるのです。
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軍隊にいた使徒も何人かいます。
皆，教会で様々な責任を果たしてきました。

ホームティーチャー，教師，宣教師，定員会
会長，ビショップ，ステーク会長，伝道部会長，
そして最も大切な，夫と父親として奉仕して
きたのです。
全員が，イエス・キリストの福音の生徒であ
り，教師です。そして救い主を愛する気持ち，
御父の子供たちを愛する気持ち，また主が
この教会の頭であられるという証によって一つ
となっています。
十二使徒のほとんどは，地上でのキリストと
同様，つましい家庭の出です。生ける十二使徒
はイエス・キリストの福音を教え，導くことにおい
て一つとなっています。召しが与えられたとき，
各自が自分の網を捨てて主に従いました。」11

「わたしとともに聖任にあずかっている14人の
兄弟たちは，真実の使徒であると申し上げます。
これを宣言するに当たり，わたしは主が教えら
れたこと以上のことを，また，誠心誠意求める
人々ならだれにでも示される御

み

霊
たま

の証以上の
ことを申し上げるつもりはありません。
これらの人々は主のまことの弟子です。彼ら
の勧告に聞き従ってください。」12

使徒の証
「わたしには足りない資質が多くあります。
不足を補うためには，かなりの努力が必要です。
しかし，たった一つだけ，先ほどの〔なぜ自分
のような者がこの聖なる使徒職に聖任された
のかという〕疑問の答えとなる資質があります。
ペテロやこれまでに聖任されたすべての使徒
と同様，わたしにはイエス・キリストの神性に
ついての証があるのです。
神がわたしたちの御父であられることを知っ
ています。御父は御子イエス・キリストをジョ
セフ・スミスに紹介されました。皆さんに断言
します。わたしはイエスがキリストであられる
ことを知っています。主が生きておられること
を知っています。主は時の中間にお生まれに
なりました。御自身の福音を教え，試しを経験

されました。苦しみを受け，十字架につけられ，
3日目に復活されました。イエス・キリストは
御父と同様，骨肉の体をお持ちです。イエス・
キリストは御自身の贖

あがな

いの業を果たされました。
わたしはイエス・キリストを証します。わたし
はイエス・キリストの証人です。」13 ■

注
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父親の皆さん，
あなたの召しが
神聖なものであることを
改めて伝えます。
あなたには，
家庭を守るために
主から
直接与えられた
神権の力があります。
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あなたは，前の日曜日に聖
任を受けたばかりの新し
い執事かもしれません。

毎週聖
せい

餐
さん

の準備を手伝っている教師
かもしれません。あるいは，奉仕プロ
ジェクトについてよく知っており，若い
教師と執事が新しい責任を果たせる
ようによく指導できる，経験豊かな祭
司かもしれません。いずれにしても，
神権者は皆，主から等しく次のことを
求められています。「今や人は皆，自
分の義務を学び，任命されている職
務をまったく勤勉に遂行するようにし
なさい。」（教義と聖約107：99）
では，この義務について何から学
べるでしょうか。最初に調べるのは
聖文でなければなりません。特に，
アロン神権の義務が概説されている
教義と聖約の次の章を研究したいこと
でしょう。それは，教義と聖約 20：46
－ 60，72－79；84：111にあります。
もう一つのすばらしい資料は，『神へ
の務めを果たす―アロン神権者用』
という冊子です。この冊子では，神権
の責任が 3つに区分されています。
（1）「神権の儀式を執り行う」，（2）
「人々に奉仕する」，（3）「キリストの

もとに来るようにすべての人を招く」。
執事，教師，祭司の各職に関する「神
権の義務」の項には，研究するべき
その他の聖文と，神権の義務をもっと
よく理解するのに助けとなる計画を
立てるための提案が記されています。
アロン神権者の主要な義務の幾つ
かを簡単に見てみましょう。

執　事
執事は同じ定員会の会員やその他
の教会員に良い模範を示します。義
にかなった生活をし，神権を行使する
ふさわしさを保ちます。
執事は聖餐のパスをします。これ
は執事の最も神聖な義務の一つです。
この義務を果たすとき，執事は主の
代表です。教会の会員に聖餐の象徴
を渡すのにふさわしくなければなりま
せん。聖餐の神聖さを表すような服
装と行動をしなければなりません。
可能であれば，白いワイシャツを着る
ようにします。
執事は「教会員を見守……るよう
に任じられ〔た〕」常任教導者として
奉仕します（教義と聖約 84：111）。
また，「警告し，説き明かし，勧め，教え，

アロン神権に聖任されると，

特有の権利と責任，義務が与えられます。

それが何であるかを学ぶために，

まず聖文を参照してください。

もう一つのすばらしい資料は，

『神への務めを果たす―アロン神権者用』

という冊子です。

教会機関誌
ポール・バンデンバーグ

あなたの
アロン神権の義務
あなたはアロン神権に聖任されています。
今，あなたが行わなければならないことは何でしょうか。
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またキリストのもとに来るようにすべ
ての人を招かなければ」なりません
（教義と聖約 20：59）。この責任に
は，定員会会員とその他の若い男性
をフェローシップすること，会員に教
会の集会について知らせること，集会
で話をすること，福音を分かち合うこ
と，証

あかし

を述べることが含まれます。
執事はビショップが「現世の事柄
をつかさどる」のを助けます（教義と
聖約107：68）。この責任には，断食
献金を集めること，貧しい人や助けの
必要な人の世話をすること，集会所
や敷地の手入れをすること，教会の
集会でビショップのメッセンジャーを
務めることも含まれます。
執事は福音を熱心に学ぶことによっ
て定員会のレッスンに参加します。
そのほかの義務には，会員がこの世
的な必要を満たすのを助けること，宣
教師として奉仕する準備をして奉仕
に携わること，定員会会長を支持して
助けること，定員会の年齢の若い男
性を再活発化すること，福音を学ぶこ
とが含まれます。
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教　師
教師には執事のすべての責任に
加え，次の責任もあります。
教師は聖餐の準備をします。聖餐
会のためにいつも聖餐の準備をする
ことは，教師の責任です。聖餐の
準備は，称賛を期待しないで奉仕を
することの良い例です。会員は教師
が聖餐の準備をしているということに
あまり気づきません。しかし，それで
も奉仕は行われており，それがほんと
うの奉仕であるため，主は喜ばれます。
「教師の義務は，常に教会員を見守
り，彼らとともにいて彼らを強めること」
です（教義と聖約 20：53）。これを行
う一つの方法は，ホームティーチャーと
して奉仕することです。
教師は，「教会の中に罪悪がないよ
うに，互いにかたくなになることのな
いように，偽り，陰口，悪口のないよう
に取り計ら〔います。〕」（教義と聖約
20：54）  この責任には，会員が互い
に仲良くするのを助けることによって
平和をつくり出す人になることが含ま
れます。いつも人々の良い点を見るよ
うに周囲の人々に勧めなければなり
ません。
教師は「教会員がしばしば会合
するように取り計らい，またすべての
会員が自分の義務を果たすように取り
計ら〔います〕。」（教義と聖約 20：55）  
この責任の一部として，教会の集会
に出席するようほかの人々を招待する
ことがあります。

祭　司
祭司には執事と教師のすべての責
任に加え，次の責任もあります。

威厳のある人となる

「わたしたちはすばらしい若い兄弟の皆
さんに『再び生まれる』ように熱心に努
めるよう呼びかけます。生活の中でこの
変化を経験できるよう祈ってください。
聖文を研究してください。ほかの何より
も，神を知り神の聖なる御子のようにな
ることを望んでください。若い時を楽し
みながらも，子供じみたことを捨ててくだ
さい。
不敬で思慮に欠けた会話を避けてくだ
さい。
あらゆる悪から逃れてください。
争いを避けてください。
必要なときには悔い改めてください。
これらの事柄は，皆さんが成熟した威
厳のある男性となるのに役立つでしょう。
勇気，誠実，謙

けん

遜
そん

，信仰，善良という特質
が身に付くでしょう。友人は皆さんに敬
服し，両親は皆さんを称賛し，神権を持つ
兄弟たちは皆さんを頼りにし，若い女性
たちは皆さんを尊敬し，皆さんのおかげ
でさらに良い人になるでしょう。神は皆
さんに誉れを与え，皆さんが神権の務め
を果たすときに高い所から力を授けてく
ださるでしょう。」
管理ビショップリック第二顧問
キース・B・マクマリンビショップ
「アロン神権の力」
『リアホナ』2011年11月号，48－49

祭司は聖餐のテーブルに着いて聖
餐を執行します。聖餐を執行する栄
誉は，聖餐の祈りをささげる祭司に与
えられます。祭司は聖餐の祈りに精
通し，適切な服装をし，手を洗ってか
らこの儀式を執行しなければなりま
せん。とりわけ，救い主の代表として
この神聖な儀式を執行するにふさわ
しくなければなりません。
祭司のもう一つの義務は，ビショッ
プまたは支部会長から承認された場
合，バプテスマを施すことです（教義
と聖約 20：46 参照）。適切な権能に
よるバプテスマは，教会における最も
重要で神聖な儀式の一つです。なぜ
なら，この儀式によって教会員にな
り，罪の赦

ゆる

しを受け，日の栄えの王国
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への道に入ることができるからです。
「祭司の義務は，説き，教え，説き
明かし，勧め〔る〕」ことです（教義と
聖約 20：46）。すなわち，祭司は福
音の原則をほかの人々に教えるため
に召されています。福音の原則を教
えるためには，もちろん，まずその原
則が何であるかを学ばなければなり
ません。この責任は，専任宣教師とし
て奉仕する準備をするのに非常に役
立ちます。
祭司は「各会員の家を訪れて，彼ら
が声に出して祈り，ひそかにも祈るよ
うに，また家庭におけるすべての義務
を果たすように勧め〔ます〕。」（教義
と聖約 20：47）  ホームティーチャー
となって割り当てられた家族を訪問
するという責任を果たすときに，この
ように行います。
祭司は，ビショップまたは支部会長
から承認された場合にのみ，アロン神
権を授け，ほかの祭司，教師，執事を聖
任します（教義と聖約 20：48 参照）。
アロン神権を授ける力は神聖です。

若い女性と神権
神権の権能が教会のふさわしい男
性会員にのみ授けられるとしても，神
権の祝福はすべての人に与えられます。
男性と女性に，若い女性と若い男性
に，富んでいる人と貧しい人に，同じ
祝福が与えられます。神の子供たち
は皆，同じ神権の救いの儀式を受け
る特権があります。
バプテスマを受けた若い女性は皆，
神の選ばれた娘として，聖霊の賜

たま

物
もの

も受けています。「異言，預言，啓
示，示現，癒

いや

し，異言の解釈などの」

霊的な賜物を求め，それらの賜物に
よる祝福を受ける権利があります
（信仰箇条 1：7）。若い女性が義に
かなった生活をし，これらの御

み

霊
たま

の
賜物を受けてそれを十分に活用する
ことによってほかの人々に仕えるよう
に努めるとき，彼女たちの良い模範
は，周囲の若い男性に大きな影響を
与えることでしょう。
若い女性は，若い男性がふさわし
い神権者になるのをどのように助ける
ことができるでしょうか。ある若い男
性はこう答えました。「若い女性が行
う最も大切な二つの事柄は，慎み深
い服装をすることと，すべての人に親
切であることだと思います。慎み深
い服装は思いを抑制するのに助けと
なります。実際，その女性たちを見な
がら話をすることができます。」

天の御父はあなたを助けてくださる
執事，教師，また祭司であるあなた

は，自分の神権の義務を理解して果
たすようになると，喜びを感じること
でしょう。その喜びは，神権の儀式
を執り行うこと，人々に奉仕するこ
と，またキリストのもとに来るように
すべての人を招くことによってもたらさ
れます。大管長会は，アロン神権者に
あてたメッセージの中で次のように
述べています。「天の御父はあなた
を深く信頼し，あなたが果たすべき
大切な使命を用意しておられます。
祈りによって御父に心を向け，御霊の
促しに耳を傾け，戒めを守り，交わし
た聖約を守るときに，御父はあなたを
助けてくださいます。」（『神への務め
を果たす』〔2010 年〕，5）■

神権の権能は

教会のふさわしい男性会員にのみ

授けられるとしても，

神権の祝福は，男女を問わずすべての人に

与えられます。

神権の義務に関するその他の事項
神権の義務と「神への務め」に関する情
報やビデオ，話を見るには，DutytoGod.
lds.org〔英語〕へアクセスしてください。



コートジボワールでの伝道から
ガーナの自宅に戻った翌朝，わ

たしは午前６時に目を覚ましました。
解任のためにステーク会長と会う約束
は午後でしたので，まだ寝ていること
にしました。寝入りそうになっていた
ところで，ふとある考えが心に浮かび
ました。「ケープコースト伝道本部に
行きなさい。」  わたしはガーナ・ケー
プコースト伝道本部を知っていました
が，なぜその朝行く必要があるのか見
当が付きませんでした。
その考えが浮かんでから，自分が受け
た印象について気がかりになってきて，

わたしは伝道本部へと向かいました。
行く途中でわたしは伝道部会長に何と
言えばよいのか心配になりました。
来訪の目的を尋ねられるのは分かって
いましたので，ふさわしい答えを用意し
ようと試みました。
到着したとき，まだ答えが分かりま
せんでした。伝道部会長のメルビン・
B・サベイ会長はわたしが解任しても
らいに来たと思い執務室に招き入れま
した。 2，3の質問の後，サベイ会長
は解任のためならばステーク会長のと
ころに行くようにと言いました。
「会長，それは分かっています。」  わ

たしはそう答えました。
会長はしばらく沈黙した後，まさに
わたしが答えあぐねていた質問をしま
した。「なぜあなたは今朝ここに来た
のですか，モビオ長老。」
「サベイ会長，その質問に対する正
しい答えは分かりません。」  わたしは
言いました。「ただ今朝，ここに来な
ければと強く感じたのです。」
会長はまたしばらく沈黙した後，
穏やかに言いました。「モビオ長老，
ここにあなたがいることは，わたしが
昨日祈り求めた答えなのです。」  会長
によると，伝道部会長補佐が新任の宣
教師を連れて来たのですが，その中の
一人はコートジボワール出身でした。
初めてのフランス語圏からの宣教師を
迎え，会長はどのように意思を伝え
合えばよいのか分かりませんでした。
そしてきっぱりと言いました。「確か
に天の御父は昨晩のわたしの悩みを
お聞きになったのです。」
ついにわたしはその朝なぜそのよう
に感じたのか理由が分かりました。
すぐにわたしたちは新任の宣教師と
会い，わたしは伝道を始めたばかりの
コートジボワールから来た長老の通訳
をしたのです。
７か月後，わたしはパスポートを更新
するためにコートジボワールに戻り，わ
たしの伝道部会長に自分の経験を分
かち合いました。会長は言いました。
「わたしたちは主の御

み

手
て

に使われる者
で，主は御

み

業
わざ

の中でいつどのように
わたしたちをお使いになればよいのか
御存じなのです。」
もしわたしたちが御父の栄光の業に
自分自身を完全にささげるならば，悩
む必要はありません。ただ静かな細
い声に注意を向けて，主の導きに自分
をゆだねたらよいのです。■
フェリシエン・ドグボ・モビオ（ガーナ）

会長はまさにわたしが答えあぐねていた
質問をしました。
「なぜあなたは今朝ここに来たのですか。」

末  日  聖  徒  の  声

伝道本部へ行きなさい！

絵
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ン
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｠15年前に製造されたわが家の
ミニバンのタイヤとホイールを

買うようにと強く感じたのは，旅の前の
晩，わたしが寝つこうとしていたときで
した。ミニバンにはスペアタイヤは
付いていませんでした。翌日わたしは
忙しく，そのことについて忘れていま
した。わたしたちは 3人の子供と荷物
を車に乗せて，4時間離れた父の家へ
と向かいました。
その途中，バンのタイヤが破裂しま
した。タイヤを交換するために最寄りの
町までバンをけん引してもらいました。
地元でタイヤとホイールを買う3倍の
費用がかかり，待ち時間に90 分取ら
れました。わたしは御

み

霊
たま

の促しについ
て理解し，今後はもっとよく御霊の促
しに従おうと決意しました。
その後 4 年がたち，さらに二人の子
供が生まれた後，わたしたちは再び父
を訪ねるところでした。父は今13 時
間離れた町に住んでいます。そのと
き，わたしたちは前とは違う，製造後
14 年たったバンに乗っていました。出
発の1週間ほど前，わたしはバンのス
ペアタイヤを替える必要があると強く
感じました。過去の経験を思い出し，
わたしはその促しに従いました。何日
か後，それまでロープで縛りつけてい
た荷物を固定するために，ラチェット
（ギア付きの締具）の付いたストラップ
を買うようにとの促しを受けました。
必要なのは 2 本でしたが，4本入りの
ケースを1つ買い，余分な2 本は緊急
キットの中にしまいました。
父の家から帰る途中で，夕食を買う

ために停車しました。わたしがバンの
屋根のケースから物を出そうとしていた
ところで，3歳の娘がスライドドアに

触れました。するとドアが外れたの
です。娘がそのドアでけがをしなかっ
たことを感謝しました。金曜の晩，
わたしたちは家から500 マイル
（805キロメートル）ほども離れた場所
にいました。そこでわたしは帰途に就
けるようドアを元の位置にはめ込みま
した。しかしうまく溝にはまっておら
ず，そのまま走ると外の音が聞こえま
した。わたしはもう一度車を止めて，
ドアを固定するために，余っていた締
具付きのストラップを使いました。
数時間後，バンがひどく揺れ出しま

した。震えるドアからガタガタと大き
な音が伝わってきました。しかしドア
はストラップで固定されていました。
再び車を止めると，1本のタイヤが破れ
ているのが分かりました。わたしはす
ばやく何週間か前に購入したスペアタイ
ヤに取り替えて，再び走り始めました。
わたしは旅の安全を守ってくださっ
た聖霊の促しに感謝しています。もし
「静かな細い声」（列王記上 19：12；
1ニーファイ17：45；教義と聖約 85：
6も参照）に耳を傾け，天父の促しを
心に留め，助けが必要なときに願い求
めるならば，天の御父はわたしたちを見
守ってくださることを知っています。■
教会機関誌　マシュー・D・フリットン

バンがひどく揺れ始めました。
車を止めると，
1本のタイヤが破れているのが
分かりました。

わたしは再び耳を傾けました
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末 日 聖 徒 の 声

修士課程で企業倫理を学んでいた
ドイツのハイデルベルクにある

シラー国際大学で，各学生は学期の終
わりに 20 分間のプレゼンテーション
を行うように割り当てられました。
わたしは教授から末日聖徒の視点で
倫理について話すよう頼まれました。
わたしは18 歳でバプテスマを受け，
1年後ブラジルでの伝道に召されま
した。それ以来ずっと，わたしは多く
の人に福音を分かち合ってきました。

大学という環境で宗教的な内容を
論ずることは難しいと知っていました
が，わたしはその課題を受け入れま
した。わたしはMormon.org. の内容
を取り入れた発表を準備することに
決めました。
わたしの大学には世界中から学生
が来ていました。倫理の授業もその
多様性を反映し，様々な国から来た
18人の学生がいました。
倫理学のプレゼンテーションはインド

出身の二人の学生によって始まり，続
いてミャンマー出身の学生，そして最
後にわたしが発表しました。わたしが
語ったのは，「家族―世界への宣
言」と信仰箇条，そして福音に関する
その他の内容です。ほとんどの学生
にとって，この教会について聞くのは
初めてでした。
わたしは福音の証

あかし

と，周囲の圧力が
ある中でも正義を行うことについて証
して発表を締めくくりました。最後に

発表の後，わたしは
ありとあらゆる質問を浴びせられました。
わたしの 20 分のプレゼンテーションは
1時間になりました。

種をまいていたのです
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｠33歳のとき，夫を脳腫
しゅ

瘍
よう

で亡く
しました。わたしは突如とし

て 3人の子供を独りで育てる片親と
なりました。それは人生の中でとても
つらい時でしたが，「これらのことは
すべて，あなたに経験を与え，あなた
の益となるであろう」（教義と聖約
122：7）という主の勧告が，わたしに
歩み続ける勇気を与えてくれました。
後にわたしは再婚して新しいワード
に移り，そこで扶助協会会長に召され
ました。ある日，家の掃除をしていた
とき，最近夫を亡くした，あまり活発で
ない姉妹を訪問するようにというはっ
きりした促しを受けました。その日は
ほかにするべきことがあると思い，
わたしはその考えを振り払いました。
恥ずかしいことですが，その後同じ
印象を2度受けるまで，わたしは行動
を起こしませんでした。
その姉妹の家に着いたときには，
もう暗くなっていました。わたしは
呼び鈴を鳴らして待ちました。その後
ドアを大きな音でノックして，もうしば
らく待ちました。
そこを去ろうとしたとき，玄関の明か
りがつき，ゆっくりとドアが開きました。
ドアの透き間からためらうようにその
姉妹が顔を出しました。そして彼女が
口にした言葉をわたしは決して忘れま
せん。「どうして来るべきだと分かっ
たの？」  彼女はその日，一日中泣いて
過ごし，夫なしでは生きていけないと
感じていたと教えてくれました。
その晩わたしたちは何時間か語り
合いました。何を語ったのかあまり覚
えていませんが，彼女に次のように
言ったことは確かに覚えています。

「あなたが経験していることがほんと
うに分かるわ。」  そして時間が味方し
てくれること，また神様が見守っていて
くれることを伝えました。話し合うに
つれて，悲しみに満たされた彼女の顔
が安らぎの表情に変わってきたのに
気づきました。
会話の最後に，わたしは愛を込めて
彼女を抱きしめました。彼女を訪ねる
ようにとの促しを受けたことをとても
感謝しました。わたしは愛に満ちた天
の御父が，この助けを求めている姉妹
を救うために，わたしに手助けをさせ
てくださったと分かりました。■
シェリー・H・ジレット（アメリカ合衆国，ユタ州）

わたしは皆にそれぞれの言語のモルモ
ン書を渡しました。発表の後，わたし
はありとあらゆる質問を浴びせられま
した。わたしの 20 分のプレゼンテー
ションは1時間になりました。
次の授業の日，インド出身の友人が
わたしの発表に感銘を受けたと言って
くれました。すでにモルモン書も少し
読んだとのことです。同じくインドから
来た彼の友人も1冊欲しいと言いま
した。後日，ミャンマー出身の友人は
教会について，特に家族についての
教えと純潔の律法について聞くことが
できうれしかったと言ってくれました。
なぜなら彼女もそれらの原則を信じて
いたからです。彼女もモルモン書を
読むと約束してくれました。
ガーナ出身の友人たちは，わたしが
福音の回復について彼らに教えたこと
を感謝していました。そしてアクラに
ある神殿を見に行くと約束してくれま
した。リベリア出身の友人はわたしの
伝えたメッセージは彼への霊感で
あり，将来への希望を与えたと言って
くれました。
わたしは主の御

み

霊
たま

がわたしのメッ
セージを確かなものにしてくれたこと
をうれしく思いました。わたしたちの
言葉が及ぼす影響を必ずしも見ること
はできませんが，わたしのクラス発表
が将来実を結ぶであろうことを知って
います。あの教室にいただれかがい
つか福音を受け入れ，回復のメッセー
ジをあらゆる国民，部族，国語の民，
民族に宣

の

べ伝えるために（教義と聖約
133：37 参照），主の御手に使われる者
となることを願っています。■
アベル・チャベス（ドイツ）

そこを去ろうとしたとき，玄関の明かりが
つき，ゆっくりとドアが開きました。ドア
の透き間からその姉妹が顔を出しました。

どうして来るべきだと分かったの？
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ウガンダのバーバラ・マトブー，ネパー
ルのサム・バスネット，そして，ノル
ウェーのエリザベス・オルセン。この

3人は，人種も出身国も違っています。それで
も，バーバラとサムとエリザベスは，同じ場所に
集っていました。ノルウェー・オスロのヤングア
ダルトセンターに，イエス・キリストの回復された
福音という一つの真理の下に集っていたのです。
3人とも教会に加入したのはオスロです。ここ

のヤングアダルトセンターで宣教師からレッスンを
受けました。オスロにあるような施設は，社交活動
やインスティテュートの学習の場，コンピューターや
インターネットを楽しむ場，学校の勉強の場，さら
に夕食を調理する場として奉献されています。
バーバラがウガンダからノルウェーに移り住ん
だのは1998 年，彼女が 9歳のときのことで
した。それから10 年後，オスロに住んでいるこ
ろ，二人の宣教師から回復された福音について学
んでみませんかと言われ，ヤングアダルトセンター
で集会を持ちましょうと誘われたのです。バーバ
ラは最初，まったく懐疑的でした。
「わたしはこう自問しました。『またユースセン

ターだわ。』  これまで同じような場所に何度も出
かけてきましたが，正直言って，どこへ行っても気
持ちが安らぐことなんてありませんでした。」
でも，このセンターだけは違っていました。

「ドアを開けて一歩足を踏み入れた途端，そんな
疑いも吹き飛んでしまったのです。」  バーバラは
当時を思い出してこう言っています。「わたしは
しばらくそこに立ち止まって，この気持ちは一体
何なのか思いあぐねていました。温かさと愛を感
じていたからです。自分がいる場所も，交わる
人 も々，ここへ来た目的も，間違っていなかったと
確信できたのです。」

ヤングアダルトセンターに集う
ヤングアダルトセンターを建築しようという動き
は2003年に起こりました。センターの設置により，
インスティテュートでは，単なる宗教教育のクラス
以上のものを提供できるようになり，活用の幅が
広がっています。ヤングシングルアダルトたちに
は，センターの活動評議会で奉仕をし，専任宣教
師たちと一緒に働いて同年代の人々を教えたり
活性化したりする助けをし，センター全体の運営に
当たっている夫婦宣教師と交わる，といった機会
も与えられています。地元の神権指導者たちが，
地域七十人たちの指導を受けて，それぞれの地域
ごとにセンターを設置するかどうかを決定します。
最初の4つのセンターは，デンマークのコペン

ハーゲンとドイツのベルリン，ハンブルグ，ライプ
ツィッヒで始まったのですが，その4つが 2011
年には141へと花開いています。場所もスウェー
デンやキプロスにまで広がっています。世界のそ

ヤングアダルトセンターでは，
福音の学習，社交活動，
伝道活動，活発化といった
機会を提供しています。

上から
バーバラ・マトブー，
サム・バスネット，
エリザベス・オルセン

ステファニー・J・バーンズ
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信仰を にして集う一つ
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れ以外の場所でも，さらに多くのセンターが様々
な発展段階にあります。アメリカ合衆国やアフリ
カも例外ではありません。
ジェラルド・ソレンセンとナンシー・ソレンセン
は夫婦宣教師として，ノルウェーのトロンヘイムで
ヤングアダルトのために奉仕をしていました。こ
こでは世界中の国々からヤングアダルトが集まっ
てきます。中には，アフガニスタン人，中国人，
ガーナ人，イラン人，イラク人，モザンビーク人，オ
ランダ人，ナイジェリア人，ロシア人，トルコ人，ウ
クライナ人といった人々がいます。
「言語も習慣も，教育や宗教の背景も実に様々
でした。」  ソレンセン兄弟は気づいていました。
「でもここに集うヤングアダルトには皆，共通の
きずながありました。それは，天の御父とその
御子イエス・キリストについてもっと知りたいと
いう願いです。わたしたちも彼らのことを知り，
個人的な夢や問題について知るようになると，
神の子である彼らを一人一人見守ることが容易に
なりました。神が彼らの祈りにこたえ，その歩み
を導きながら，偉大な愛を示してくださっている
ことは，だれの目から見ても明らかでした。」
ノルウェー・オスロ伝道部のアーマンド・ヨハ
ンセン会長は，ヤングアダルトたちがある目的の
ためにセンターへ導かれていると感じています。
それは，将来の責任に備えて訓練を受けることも
含まれます。「ノルウェーの教会はますます多様
性が増していくことでしょう。ですからセンターに
集うヤングアダルトたちは，それにどう対応するか，
その方法を知り，あらゆる文化や人々 をつなぐ共通
の要素として教会がいかに重要か，認識するよう
になります。」  ヨハンセン会長はそう語っています。

キリストにあって一つとなる
バーバラ・マトブーは，最初に宣教師にこのセン

ターへ連れて来てもらったときのことをよく覚えて
います。ほかのヤングシングルアダルトと出会う
ための活動でした。彼女は，そこでどんなことが
起きるのか，分かっているような気がしました。
「自分の生涯を考えると，わたしはいつもどこ
かのグループに所属してきていました。」  バーバ
ラの説明に耳を傾けてみましょう。「しかも，そ
のグループというのが，いつも何か特徴を持つも
のだったんですね。例えば，はでな服装をした人
たちの集まりとか，外国人だけが集まるグループ
とか，そういう集団ですね。それで，このセン

ヤングアダルトたちには，
センター活動評議会で
奉仕をしたり，
専任宣教師と一緒に働いて，
同年代の仲間のレッスンに
参加したり，
活発化を助けたり，
夫婦宣教師と
交わったりする
機会があります。
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ターに人が集まり始めたとき，だれも『わたしは
人気者たちのグループに入っているんだから，あ
なたとは話せないわ』といった態度を執っている
人が一人もいないように思えたので，すごく違和
感があったんです。
最初わたしはこう考えました。『この人たちは
演技をしているのかしら。これは劇の一部じゃ
ないの？』  でも，しばらくすると，実際には自分
がどういう人間で，どこの出身かとか，何語を
しゃべるのか，といったことは意味がないんだと
いうことに気づいたのです。天のお父様の愛は，
すべての人たちに注がれています。普通，わたし
は自分に適したグループを見つけるのに少し時間
をかけます。でも，今回は，グループなんていら
ないんじゃないかと感じたのです。自分はバーバ
ラだし，だれにとってもバーバラという自分でい
いんだと思ったのです。」
エリザベス・オルセンは，自分の天の家族の中
に自分の居場所を見つけたときには，謙

けん

遜
そん

な思い
になる，と言っています。「異なった文化や社会か
ら来た人々に出会うとき，そういう人にレッテルを
はるのは簡単です。わたしは自分の目をもっと見
開いて，キリストの目で人々 を見ることを学んできま
した。」  さらに言葉を続けてこう言っています。
「センターに集うわたしたちの文化背景は一人一人
異なっています。でも，わたしたちが共通して持っ
ているものがあります。それは，イエス・キリストと
神と一緒にもう一度過ごしたいという願いです。」

一つとなっても同じにはならずに
一致という考え方に警戒心を抱く人もいるかも

しれません。一致は個を犠牲にして初めて可能
になるからだと考えるからです。「多くの人々が
宗教に警戒心を抱くのは，同じ戒めに従って生活
すれば，皆同じような人間になるのではないかと
考えているからです。」  しかし，それはまったく違
います。神はわたしたち一人一人を個としてお造
りになりました。わたしたちは同じものを信じて
いるかもしれませんが，わたしたちの資質も賜

たま

物
もの

も異なっており，それが一人一人の個性を作って
います。わたしたちには皆異なった使命が与えら
れていますから，神はわたしたち一人一人に皆異
なった存在でいてほしいと願っておられるのです。
サム・バスネットも，宗教の規則は制限ばかりだ

と考えている友人たちの質問にこたえてきました。
「ある友人はわたしにこう言いました。『教会へ
行けば，人が作った規則に従わないといけないん
だろう。』」  そう教えてくれたサムが教会の標準に
従っているのは，自分で祈って個人的な啓示を
求め，それに従って行動を決定しているからです。
神がその子供たちを一つにしようとされるとき
には，一人一人に話しかけられます，とサムは説明
しています。「神はすべての国々やすべての舌が
神を礼拝することになると言っておられます
（モーサヤ27：31参照）。様々な人 と々出会う
ことにより，わたしは異なった文化を大切にする
気持ちを学んでいます。しかし，そのような多様
性を経験することで，確かに，神が平和のうちに
わたしたちを一つにしようという偉大な計画をお
持ちであることを感じることもできるのです。」

最終的な集合の場に到着する
こうしたヤングアダルトたちが，ヤングアダルト
センターに集うことによって受ける力をひしひしと
感じていることは確かですが，同時にこれら教会
の将来の指導者たちは，これが単なる始まりでし
かないことも理解しています。十二使徒定員会の
デビッド・A・べドナー長老が教えたように，最
も大切な集合の場所の一つは神殿なのです。1

サムは，センターで自分の周囲を良い友達で囲
むことによって主の宮居に入るための備えをして
きました。サムはこう言っています。「こんなに
様 な々場所から来た多くの人 と々知り合うことが
できたおかげで，世界のことについて前向きに考
えられるようになりました。わたしは，自分の友人
たちのためにも良い模範でいたいと願っています。
そういう思いでいたために，神の影響を受けるに

わたしたちが皆神の子であることを
知ることで生まれる強さ

「わたしたちの実に豊かな多様性の中にさえ強
さがあります。しかし，神からわたしたち一人
一人が賜わった責任の中には，さらに偉大な強
さがあります。それは，神のあらゆる息子娘を高
め，祝福をもたらすために働くという責任です。
そこには出身民族や国籍といった違いはまった
く関係ありません。」
ゴードン・B・ヒンクレー大管長（1910－2008 年）
Teaching of Gordon B. Hinckley, （1997 年），664

最初に 4つしかなかった
ヤングアダルトセンターは，
141に至るまで発展を続け，
さらに世界のほかの地域でも
設置しようと
計画が進められています。
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しても，神殿に入るにしても，よりふさわしくなる
ことができたのだと思います。」
バプテスマを受けて１か月が過ぎたころ，バー

バラはもう神殿に参入することについて考え始め
ていました。センターで行われた家庭の夕べの
レッスンに参加したときのことです。レッスンが
終わると，次々に質問が始まりました。
「自分にとって神殿はどんな意味があるのかを
理解している友人がいたので，おかげで，わたし
も自分にとって神殿がどんな意味を持つのか，理
解できるようになりました。友人たちが神殿につ
いて説明をしてくれているとき，わたしは聖なる
御
み

霊
たま

を感じました。」  バーバラは当時を思い出し
てこう語っています。「わたしは，自分が結婚式
を挙げるのに最適な場所をいろいろと考えていま
した。でも，すてきな教会だとかビーチといった
場所が，神殿とは比較の対象にすらならないこと
が分かったのです。その瞬間から神殿が単なる
建物以上の存在になりました。何か待ち望む対
象，いつか将来の伴

はん

侶
りょ

と一緒に行く場所になっ
たのです。」
エリザベスも，神殿を最も大切な目標の一つに
定めています。「神殿まで旅行ができるとなる
と，わたしはまるで100万ドルを手に入れたとき
みたいに，笑顔になってしまいます。」  エリザベス
はそう言っています。「わたしは，神があらゆる人
に神殿に行って，わたしたちのために用意されて
いるすべての祝福と賜物を受けてほしいと望ん
でおられることを知っています。神殿に参入する
こと，そして神殿にふさわしい状態を維持するこ
とこそ，ほんとうの意味での成功です。わたしは
神殿に入って，神の最も近くに，つまりこの地上で
ふるさとの最も近くにいることができるのです。」
もちろん，日の栄えの王国は究極の集合場所

です。バーバラはそこが空席なく埋まっているこ
とを願っています。「キリストは，天父のみもとに
行くためにはキリストを通じて行くほかはないと言
われています。また，この生涯でわたしたちので
きる最大のことの一つは，互いに仕え合うことだと
も言われています〔ヨハネ21：15－17参照〕。
そして，互いに仕え合うということは，天父のみも
とに戻れるように人を助けることです。だって一人
ではそこへ行きたくないでしょう。」■
注
 1. デビッド・A・ベドナー「名と地位を立派に維持する」『リアホ
ナ』2009 年 5月号，97 参照

アフリカ

コンゴ民主共和国
南アフリカ
ジンバブウェ

中央アメリカ

ドミニカ共和国

ヨーロッパ

アルバニア
オーストリア
ベルギー
カーボベルデ
キプロス
チェコ共和国

デンマーク
イングランド
フィンランド
フランス
ドイツ
ギリシャ
ハンガリー
アイスランド
アイルランド
イタリア
モルドバ
オランダ
ノルウェー
ポーランド
ポルトガル
ルーマニア

スコットランド
スロベニア
スペイン
スウェーデン
スイス
ウェールズ

アメリカ合衆国

アリゾナ
カリフォルニア
ジョージア
インディアナ
ルイジアナ
ニューメキシコ
ウィスコンシン

ヤングアダルトセンターのある国

世界中の集合の地

教会のヤングアダルトセンターは，神権の権能の指示の下に，多くの
場合，地域七十人からの指示の下に組織されています。2011年の

段階で，アフリカの 3か国，ヨーロッパの28か国，アメリカ合衆国の
7州，およびドミニカ共和国に設置されています。さらに情報が必要な
場合，ビショップか支部会長に相談してください。
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た
くさんのことを一度にやろうとすると圧倒されてしまう
ことがあります。例えば，一日のうちにセミナリーと学
校と仕事と神殿とミューチャルに行こうとすれば，圧
倒されてしまうでしょう。しかし，福音に関連する活
動を優先させ，それらを行えるよう計画を立てるなら

ば，成長することができます。セミナリーや祈り，「神への務め」「成長す
るわたし」などの福音に関連する活動は，10 代のうちにできる最も大切
な事柄です。もちろん，これらの活動には時間がかかりますが，従順に
なるために払うあらゆる犠牲は祝福をもたらします。
これらの活動のために時間を作る方法を知るには，祈って，時間の

使い方について考えることにより霊感を求めてください。日曜日は，
その週の福音に関連する活動や，その他の大切な活動の計画を立てる
のに適した日です。また，両親や教会指導者とこのことについて話し
合うことも役立つでしょう。
しなければならないすべてのことについて考える際，教会のレッスンや
プログラム，活動は霊感により行われていることを覚えておいてください。
これらはあなたが証

あかし

を強め，戒めを守り，伝道に備え，神殿で結婚する
うえで役立ちます。
福音に忠実であろうと努めるならば，たとえ圧倒されそうになるとき
でも，主の戒めを守れるよう「主によって道が備えられ」ます（1ニー
ファイ3：7）。戒めを守ることにより御

み

霊
たま

を生活の中に招くことができ
ます。そして，御霊を感じることにより自分が霊的に順調に進んでいる
ことが分かるでしょう。

小さな簡単なことを行う
　主は今のところすべてのことについて完全であるようわ
たしたちに期待してはおられません。しかし，できるかぎ
りのことを行うよう望んでおられます。それが毎日の聖文
研究や祈りのような基本的な事柄を始めることであれば，
主はその努力をお喜びになります。福音に従って生活し，

自分に求められる小さくて簡単なことを行うならば，一見多すぎるよう
に思える主からの数々の求めに圧倒されることはなくなるでしょう。
ハンター・D，17 歳（アメリカ合衆国，テネシー州）

家族とともに福音に従って生活する
　家族とともに福音に従って生
活することはとても大切です。
家族の祈りや家族での聖文研
究，家庭の夕べ，家族歴史を行
うことにより福音に従った生活

を始めることができます。これらの基本原則
は，イエス・キリストの福音がわたしたちの生
活にどのような影響をもたらすかを深く理解す
るうえで大いに役立ちます。
チェリー・O，19 歳（フィリピン，ダバオ）

最善を尽くす
　わたしは，全部を行おうとする
とストレスを感じることに気づき
ました。その日一日だけ最善を
尽くそうと努力するならばうまく
いくでしょう。毎日聖霊に耳を

傾け，祈りと聖文研究により主の近くにとどま
るならば，万事はうまくいき，やがて主が望ん
でおられる人物となるでしょう。わたしは
以前，完全に近づけるよう努力しても，完

かん

璧
ぺき

に
なれないと悩んでいましたが，そのようなこと
を主は望んでおられません。自分が不十分で
あると感じ自分を責めることは，主の御

み

心
こころ

では
ないのです。ですからただあなたの最善を
主にささげてください。そうすれば，生活に
平安と喜びを見いだすことができるでしょう。
ザンディ・C，16 歳（アメリカ合衆国，ワイオミング州）

「福音に従って生活するために
しなければならないあらゆることについて考えると，
圧倒されそうになることがあります。
何から始めたらよいでしょう。」

質 疑 応 答

本誌の答えは，問題解決の一助となるように意図されたものであり，
教会の教義を公式に宣言するものではありません。
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基本的なことから
始める

「偉大な彫刻家や芸術
家は，才能を伸ばし完成
させるために膨大な時
間を費やします。のみ
や筆やパレットを持つ

だけで，すぐに才能を完璧の域にまで伸
ばせるとは期待しません。習得していく
中でたくさんの間違いをすることを承知
していますが，まずは基本的な事柄，最も
重要な基礎から始めます。
わたしたちにも同じことが言えます。
同じような方法で，すなわち，最も大切
なことを最初に行うことで，人生の達人と
なっていくのです。わたしたちは皆，最も
大切な選びとは何かを知っています。そ
れは，生活を改善し，さらに大きな幸福と
平安をもたらすような選びです。そこか
ら始めなければなりません。そのことに
最大の努力をする必要があります。」
十二使徒定員会　
ジョセフ・B・ワースリン長老（1917－2008 年）
「3つの選び」『リアホナ』2003 年11月号，80

主の助けを願い求める
　毎日聖文を読み祈ってください。
常に聖霊と調和できるよう努力してく
ださい。天の御父はあなたが福音に
従って生活できるよう助けてください
ます。常に主に助けを求めてくだ
さい。主があなたに求めておられる
ことを行えるよう，主の導きを求めて
ください。正しい選択をする度に，聖
霊がおられることを感じるでしょう。
そのことにより，さらに正しい選択を
したいと望むようになるはずです。
タイス・S，15歳
（ブラジル，リオグランデ・ド・スル）

主を信頼する
　福音はわたしたちを
悩ませるものではなく，
わたしたちを助けてくれ
るものです。わたしたち
が主を信頼するならば，

主の福音をも信頼できます。そして
信頼すれば，福音に従った生活をす
ることに圧倒されそうになることはな
いはずです。なぜ福音に従って生活
しているかを理解しているからです。
シャルロット・R，14 歳
（アメリカ合衆国，ユタ州）

目の前にある務めに焦点を当てる
　人生でやらなければ
ならないことすべてに
ついて考えないでくだ
さい。今行う必要の
あることについて考え

ましょう。最善を尽くすならば，天の
御父はうまくいくようにしてください
ます。例えば，わたしはトーマス・S・
モンソン大管長についてのレッスンを
セミナリーで教えるために準備しなが

ら，7人の青少年（全員わたしより年
上）が耳を傾け，学び，興味を示し続
けてくれるようにするにはどうすれば
よいか考えていました。そこで，でき
るかぎり生徒に参加してもらえるよう
にしようと思いました。そして，レッス
ンはうまくいきました。最善を尽くし
て目の前の務めを果たしてください。
ベサニー・F，15歳
（アメリカ合衆国，ケンタッキー州）

徐々に向上する
　主は，「ここにも少し，そこにも少し
と，教えに教え，訓戒に訓戒を加えて」
わたしたちに教義を教えると言われま
した（2ニーファイ28：30）。一度に
福音をすべて理解できると期待して
はなりません。慈愛や信仰，希望など
の基本的なことから始め，聖文を研
究しそれを日々実践し，常に祈るなら
ば，わたしたちは徐々に向上し以前
よりもキリストに近づいていることに
気づくでしょう。
リレー・C，16 歳（アメリカ合衆国，ユタ州）

あなたの意見をお聞かせください。2012 年 7月
15日必着で liahona.lds.org に投稿するか，liahona@
ldschurch.org まで電子メールをお送りください。下記
へ郵送することもできます。

Liahona, Questions & Answers 7/12
50 E. North Temple St., Rm. 2420
Salt Lake City, UT 84150-0024, USA

掲載される際，誌面の都合上，あるいは明
めい

瞭
りょう

な表現にす
るために編集されることがあります。

投稿文，電子メールまたは手紙には，次の情報と同意文
を必ず含めてください。（1）氏名，（2）生年月日，（3）
ワードまたは支部，（4）ステークまたは地方部，（5）意見
と写真の掲載に対する同意文（18 歳未満の場合は保護者
が書いた同意文も必要です〔電子メール可〕）。

次回の質問

「兄がポルノグラフィーの問題を
抱えています。兄はビショップ
とともにその問題に取り組んで
いるので，わたしは彼を支えた
いと思っています。でも，この
ことで兄への信頼に変化が生
じてしまいました。どうしたら
よいでしょうか。」
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｠40年近く前，伝道に出るという勧めに
ついて深く考えていたとき，わたし
は自分が不十分で準備ができてい

ないと感じました。こう祈ったことを覚えてい
ます。「天のお父様，わたしはほとんど知識も
ありません，どうして伝道に出ることができる
でしょうか。」  わたしは教会を信じていました
が，自分の霊的な知識はとても乏しいものだと
感じていました。祈っていると，このような気
持ちを抱きました。「あなたはすべてを知って
いるわけではありません。しかし，あなたは
十分に知っています。」  この確信は，わたしに
宣教師となる勇気を与えてくれました。
霊の旅路は生涯続きます。始めからすべて
を知っているわけでも，旅の間にすべてが分
かるわけでもありません。少しずつ，教訓に教
訓を加えられながら改心していきます。わたし
たちはまず，主イエス・キリストを信じる信仰と
いう基盤を築きます。そして，悔い改め，バプ
テスマ，聖霊の賜

たま

物
もの

を受けるという原則と儀式
を心に刻みます。さらに絶えず祈ることを決意
し，進んで従順になり，モルモン書の証人とし
て前進するのです。
そして揺らぐことなく，忍耐し続け，生涯を

通じて進歩を遂げていきます。時に，次のよう
な答えを主から受けます。「あなたはすべてを
知っているわけではありません。しかし十分に
知っています。戒めを守り，正しいことを行う

のに十分なだけを知っています。」  ニーファイ
の次の言葉を思い起こしてください。「わたし
は，神がその子供たちを愛しておられることは
知っていますが，すべてのことの意味を知ってい
るわけではありません。」（1ニーファイ11：17）
わたしたちは皆，霊的な力や，霊感や啓示を

受けるときがあります。わたしたちは，そうした
霊的な経験を心の奥底にとどめておく必要があ
ります。そうするなら，困難に直面したときの
ために霊的な食糧貯蔵をすることができるの
です。イエスは，御自身が教え，命じることを
行うよう，心に留めなさいとおっしゃいました。
（ジョセフ・スミス訳ルカ14：28〔ルカ14：27
（英文）の脚注 b〕参照）
何年か前に，友人が悲惨な事故で若かった
娘を亡くしました。夢や希望は打ち砕かれ，友
人は堪え難い悲しみを感じました。彼はそれ
まで教えられてきたことや，宣教師として教え
てきたことに疑問を抱き始めました。わたしは
彼の母親から，息子に祝福を与えてほしいとい
う手紙をもらいました。彼の頭に手を置いたと
き，あることを告げた方がよいと感じました。
それは，今までまったく同じようには考えたこ
とのないものでした。信仰とは単なる感情で
はなく，決断を伴うものであると感じたのです。
友人は信仰を選ぶ必要がありました。
彼はすべてを知っているわけではありま
せんでしたが，十分なだけは知っていました。

少しずつ，教訓に教訓を加えられながら改心していきます。
わたしたちはまず，主イエス・キリストを信じる信仰という基盤を築きます。
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十二使徒定員会
ニール・Ｌ・アンダーセン長老

あなたは十分に知っています
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そして信仰と従順の道を選びました。
彼はひざまずき祈りました。そして
霊の平静さを取り戻したのです。
その友人を祝福してから何年か
して，彼の伝道中の息子から手紙が
届きました。確信と証

あかし

に満ちた手紙
でした。そのすばらしい手紙を読ん
でいると，この上なく困難な状況の中
で信仰を選んだ一人の父親の決断
が，次世代に大きな祝福を与えている
ことに気づきました。
困難，苦難，疑問，疑い。これらはこ
の世の生涯に付き物です。しかしわたし
たちは独りではありません。主イエス・
キリストの弟子として，わたしたちには
光と真理という巨大な霊的蓄えがあり
ます。恐れと信仰はわたしたちの心に
同時に存在することはできません。
苦難にあふれる今の時代に，わたし
たちは信仰の道を選びます。イエスは
言われました。「恐れることはない。
ただ信じなさい。」（マルコ5：36）
長い年月を通して，わたしたちは重
要な霊の成長を何度も繰り返します。
そして，「光を受け，神のうちにいつも
いる者は，さらに光を受ける。そし
て，その光はますます輝きを増して
ついには真昼となる」ことが分かり
始めるのです（教義と聖約 50：24）。
疑問や疑いは解消されるか，わたした
ちにとって気にならないものになり
ます。わたしたちの信仰は純真で清
いものとなり，自分がすでに何を知っ
ているかが分かるようになります。■
2008 年 10月総大会説教より



伝道に出るために，
長年の夢を追い求めるチャンスを
あきらめることはできますか？

エリス・アレクサンドリア・ホームズ
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オーストラリアのラグビーのスター選手であるウィ
リアム・ホポアテは，汗が顔を伝う中，ボールか
ら目を離しませんでした。ニューサウスウェール

ズ州を代表する彼のチーム，ザ・ブルーズはライバルである
クイーンズランド州のザ・マルーンズとその年一番の大勝負
をしていました。試合開始から20 分，ウィルのチームは負
けていたので早く追いつかなければなりませんでした。この
試合はウィルにとって相手チームとの初めての試合だったの
で，自分のプレーをたくさんアピールしたいと思っていました。
また彼はチームでいちばん若く，これまでステートオブオリジン
（訳注―両州で毎年行われる大きな試合）に出場した選手
の中でも2 番目に若い選手でした。
ウィルはボールがチームメイトにパスされ，次に自分のと
ころに投げられるのを見ました。彼はジャンプしてボールを
キャッチしました。「よし，取ったぞ！」  ウィルはボールを
抱え，ゴールラインに向かって走り出しました。相手のディ
フェンスはすぐ後ろを追って来るので，彼はフィールドの上
を疾走しました。ゴールまであともう数ヤードでした。
フィールドの端にあるゴールラインを越えるか越えないかの
ところで，もう時間切れになりそうでした。彼は前に向かって
突き進み，ゴールできると信じてジャンプし，地面にボール
をたたきつけました。観客は一瞬静まり返りました。間に
合ったのでしょうか？ 次の瞬間，観客からどっと歓声が
わき上がるのが聞こえました。

ラグビーをして育つ
ウィルの両親は彼が 4 歳のときに，彼を地元のラグビー
クラブに入れました。 4 歳というとまだ幼いのではと思う
かもしれませんが，ウィルは当時から「フッティー」（「ラグ
ビー」の俗語）が好きでした。ウィルが 12 歳になったとき，
ラグビーは単なる遊びではなくなり，ジュニアリーグのチー

ムの選手に選ばれました。そして 16 歳になったときには，
プロのジュニアリーグのチームでプレーしていました。
オーストラリアでは 20 歳になると，プロの大人のリーグ
でプレーすることができるようになります。ウィルは 18 歳
のときにすでに多くのオファーを受けていました。彼は最
も注目されていた新人でした。あるチームは，その年齢の
選手では異例の150 万オーストラリアドルの契約をオファー
しました。しかしそれはウィルが自分の近い将来に思い描
いていたものではありませんでした。ウィルは伝道に出るこ
とを決めていたのです。

伝道に出る決意をする
伝道に出るか，ラグビーリーグの契約にサインするかを発
表しなければならなかったとき，ウィルにとってその決断は
簡単でした。「青少年のときに，自分の思いと心の中に
伝道に出るという目標を定め，この世的な望みによってそれ
を変えないと心に決めました」と彼は語っています。
世の中の人は「お金のことは？ 契約は？ プロとしてラグ
ビーをするという長年の夢は？ 契約にサインしていたら彼
の人生はどう変わっていたのだろう？」などと聞くかもしれ
ません。「それはわたしの家族を経済的に助けるものに
なったでしょう。また，数年先の将来も保証してくれるもの
であったかもしれません」と彼は認めました。
ではどうして彼は契約にサインしなかったのでしょうか？

「伝道は，主がわたしのような教会の若い男性に求めている
ものです」と彼は言います。「伝道に出ることは，この世で
の19 年間の人生で主がわたしにしてくださったことに対し
て感謝する方法なのです。そして結局，伝道に出ないこと
を選んでいたら，今のような幸せな気持ちはなかったと思
います。フッティーが自分から逃げることはないので，伝道
に出ることを決めました。」

伝道
のためのタイムアウト
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ウィルの発表は多くの人を困惑させ，動揺させました。
教会員でない友人について彼はこう言いました。「みんな
はわたしが行くほんとうの理由を知りません。わたしがた
だ 2 年間試合から離れるようにしか見えないと思います。」
ウィルは彼らにこう言いました。「わたしは人々にイエス・
キリストについて教え，奉仕します。これはわたしがした
かったことです。」  ウィルの説明を聞いた後，友人たちは彼
をもっと応援するようになりました。

伝道への備え
ウィルはただ伝道に出たいと思うだけでは十分でないこ
とを知っていました。準備することが大切だと分かってい
ました。彼がしたことの一つは，専任宣教師と一緒に教え
に行くことでした。「宣教師に質問に答えるように言われた
とき，自分で考えていなかった言葉が頭に思い浮かんで，
求道者が少しでもよく理解できる助けになったと思います」
と彼は言います。「そして，わたしが教えるのを手伝った
求道者のうち，何人かが最近バプテスマを受けました。
それを見ることができたのは自分にとって祝福でした。」
ウィルは現在，オーストラリア・ブリズベン伝道部で働いて

いますが，ラグビーから完全に離れたわけではありません。
ラグビーをすることはできませんが，ラグビーに対する熱意
と同じ熱意をもって宣教師として働いています。伝道に出
る前に彼はこう言いました。「ラグビーをするときも，主に
仕えるときも同じ情熱と意欲を持っています。スポーツ
では成功するために一生懸命頑張らなくてはなりません。
わたしは福音を聞きたい人々を探すために一生懸命働いて
います。ですから宣教師の働きもスポーツと同じことが
言えると思います。」

名誉ある帰還
スポーツ界のスター選手がある期間，特に 2 年もの間，
そのスポーツから離れるとき，人々はその選手が復帰したと
きどうなるのか疑問に思うことでしょう。ウィルは伝道に出
ることによって多くのものをあきらめることになると知って
いますが，同時に，より良いものを得るためにそうしている
ことも知っています。「伝道は大きな犠牲だと思います。
でも喜んでその犠牲を払いたいのです」と彼は言います。
「何が起こるか分かりません。 2 年間スポーツを休むのは
確かに長いとは思います。個人的には戻って来たらまた
フッティーをしたいと思います。」
プロとしてラグビーをするのはウィルの長年の夢でした
が，彼は伝道に出ることによる永遠の祝福についても知っ
ています。「ラグビーの試合では，勝ったり得点したりする
度に喜びがありますが，その喜びは数週間や数日しか続き
ません。それくらいの思い出にしかなりません」と彼は説明
します。「一方，友人や求道者が教会に来て，福音が彼らの
人生を永遠に祝福すると分かるとき，わたしたちも永遠の
喜びを得ることができるでしょう。」■
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ある日，ブラジルのコロンボ
で，最近改宗した会員を
同僚と訪問したとき，家は

家族でいっぱいになっていました。
家の中はこみ合っていましたが，わた
したちがメッセージを伝えるように中
に招いてくれました。メッセージを伝
えようとしたとき，その会員の兄弟が
部屋に入って来ました。彼は教会員
ではなく，わたしたちの訪問を喜んで
いませんでした。わたしたちに反論
する機会をうかがっているようでした。
彼は自分の教会の全会員と病気の
人が記されたノートを持っていました。
彼はわたしたちに癒しの賜

たま

物
もの

を信じて
いるか聞きました。「もちろんです」
とわたしたちは答えました。「それで

は」と彼は続け，「わたしはこのノート
に書いてある人を全員癒しました。
あなたたちは何人の人を癒しました
か」と聞いてきました。
わたしたちは神権や信仰，そして物
事が神の望みによって行われることに
ついて説明しようとしましたが，しば
らくすると，自分たちが追い詰めら
れ，攻撃されているように感じました。
そのとき，わたしたちが必要だと
思った「まことにその瞬間」（教義と
聖約100：6），何を言うべきか御

み

霊
たま

がささやいてくださいました。自分
たちは癒しを信じているが，末日聖徒
イエス・キリスト教会の宣教師として
の務めは，教える人に霊的な癒しを
与えることであり，それは信仰，悔い

改め，水に沈めるバプテスマ，聖霊の
賜物を受けること，そして最後まで堪
え忍ぶことを通してイエス・キリスト
の贖
あがな

いを受け入れることによってのみ
可能であることを説明しました。
わたしたちは，肉体的な癒しを信じ
ているが，最も大事なのは霊的な癒し
だと説明しました。そして，そのような
癒しは毎日目にしていたものでした。
人々が悔い改めて人生を変え，キリスト
に従わなければ，肉体的に癒されても
あまり意味はありません。
わたしたちが冷静に答えることが
できるように御霊が導いてくださった
ので，その場の張り詰めた雰囲気は
和らぎ，その兄弟は攻撃するのをや
め，わたしたちはメッセージを伝える
ことができました。
何か月かがたち，伝道を終えた後，

わたしは『リアホナ』に記されたジョ
ン・タナーの伝道時代の日記からの
引用を読みました。「改心は最もすば
らしい奇跡だ。病人を癒し死者をよ
みがえらせることよりもすばらしい。
癒された人もいつかまた病に冒されつ
いには亡くなるが，改心の奇跡は永続
し，改宗者自身のみならずその子孫
の永遠にまで影響をもたらす。すべ
ての世代が，改心の奇跡により癒さ
れ死から贖われるのだ。」1

追い詰められた二人の宣教師を御霊
が鼓舞し，わたしたちの目的は人々の
霊を救うことだと思い起こさせてくだ
さったことをとても感謝しています。■

注
 1. ジョン・タナー，スーザン・W・タナー「新会員が
強さを保てるように助ける」『リアホナ』2009 年
2月号，21  
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謙虚になって
ひざまずく

「謙虚に，そして神を信頼して祈るなら，指示と平安がもたらされます。」

十二使徒定員会　リチャード・G・スコット長老
「祈りという天与の賜

たま

物
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を用いる」『リアホナ』2007年 5月号，8
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聖見者
聖見者とは―
• 聖見者は「肉体の目に見えないも
の」を霊の目で見るよう立てられま
した（モーセ 6：35－38 参照）。

• 聖見者は，啓示者であり，預言者
でもあります（モーサヤ 8：13－
16 参照）。

• 聖見者は，過去，現在，未来を知っ
ています。
scriptures.lds.org の日本語を選

択し，「学習へルプ」の聖句ガイドか
ら，「聖見者」を参照してください。

編集者注―このページの目的は，聖句の完全な
解釈を示すことではありません。このページを参
考にして各自で学習を深めてください。 

さらに多くのことを成し遂げた
「ジョセフ・スミスが携わっていた
業はこの世だけにかかわるものでな
く，来るべき世とすでに過ぎ去った世
ともかかわりがあります。言い換えれ
ば，かつて地上に住んだ人々，現在生
きている人々，わたしたちの後に来る
人々にかかわりがあります。……永
遠から永遠にわたって全人類の家族
に関係があるのです。」
ジョセフ・F・スミス大管長（1838－1918 年），
『歴代大管長の教え―ジョセフ・F・スミス』
（1998 年），13

覆されることのあり
得ない誉れと名声
「1844 年 6月 27
日のこの出 来 事
（ジョセフ・スミスと
ハイラム・スミスの

殉教）は悲劇ですが，ジョセフ・スミ
スの殉教で教会の発展が終わったの
ではないことに安

あん

堵
ど

を覚えます。命を
ねらった人々は，ジョセフがいなけれ
ば教会は崩壊すると思っていました。
しかし，ジョセフが述べた力強い真理
の証
あかし

も，翻訳した教えも，宣言した
救い主の御

み

言
こと

葉
ば

もすべて，ジョセフを
神の預言者だと公言する，全世界の
会員の心に今も生き続けています」
トーマス・S・モンソン管長
「預言者ジョセフ・スミス―模範による教師」
『リアホナ』2005 年11月号，69

神の賜物と力
ジョセフ・スミスは「神の憐

あわ

れみに
よって，神の力により」（教義と聖約
1：29），また，ウリムとトンミムを含む
「前もって備えられた手立てによって」
モルモン書を翻訳しました（教義と聖
約 20：8）。

自らの血をもって
自分の使命と業を証明した

賛美歌「たたえよ，主の召したまい
し」（『賛美歌』16 番）の歌詞を読ん
で，日記に預言者ジョセフ・スミスに
ついて感じることを書きましょう。

教 　 え 　 に 　 教 　 え

135: 3
預言者ジョセフ・スミスは殉教する前に，すべての人類を祝福する事柄を多く成し遂げました。

教義と聖約
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カリーナの笑みは消えていきました。汗もかき
始めました。その週がいつにも増して暑かった
わけではありません。カリーナは助けを求めて

周りを見渡しました。でもオープンハウスの混雑にもかかわ
らず，レポーターと一緒にいるカリーナのことも，彼女の
疑問にも，だれも気づく様子はありません。
その瞬間まで，17 歳のカリーナはウクライナ，キエフ神殿
のオープンハウスで楽しくボランティアをしていました。
今は，心待ちにしているニュースのレポーターを前に，舌が
はりついたように感じました。
カリーナは，今克服しようとしている，自分が過去に犯し
た過ちが原因で，神様が自分を助けてくださらないのでは，
と心配していました。

大勢について行くとどこに至るでしょうか
カリーナは教会の教えによって育てられ，神殿結婚を
する日を夢見ていました。でも10 代の若者の多くがそうで
あるように，受け入れてもらうことを切望したのです。
カリーナは自分の姉のように美しく，人気者になりたいと
思っていました。目立ってすてきだと思われるのを夢見て
いましたが，飛び出しすぎてばかにされることは恐れていま
した。警察学校で父の軌跡をたどりたい，という願いは
ただプレッシャーを増すだけでした。 2,000人の生徒の中

で女性はわずか 70人です。カリーナは注目を楽しむと同時
に恐れてもいました。
周りとうまくやりたいという望みから，カリーナは愚かな
選択もしました。「世の引力は強かったのです」とカリーナ
は言います。「わたしの周りの人たちは，飲酒，喫煙をして
いました。強く勧められて，屈してしまったのです。のんき
な仲間の一員となって，楽しんでいました。」
カリーナは，自分のしていることが間違いだとわかっていま
したが，大勢について行き神から離れてしまうという選択に
より自分がどこに至るのかは考えていませんでした（マタイ
7：13－14 参照）。

変わることを選ぶとは，選択を改めること
ある日，カリーナが心引かれていた男性が，彼女の教会
の教えに敬意を感じていると言いました。
カリーナはその教えによく従っていないことで自分を情け
なく思い，ついに立ち止まって自分がなすべきことを考えて
みました（ハガイ1：5－7 参照）。カリーナは，自分の決断
が，神や，聖霊との交わり，そして自分の夢である永遠の家
族から遠ざかる方へ自分を導いていることに気づきました。
方向を変える唯一の方法は，毎日の自分の決定を変える
ことでした。1  でも，すでに間違った道を来すぎているのでは
ないかと心配になりました。変わるには遅すぎるでしょうか。

カリーナは決断を変えることで
方向を変えることができるでしょうか。  

教会機関誌

アダム・C・オルソン

わたしは選択により
どこに
至るのでしょう
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悔い改めを
選ぶ

「もし罪のゆえに敵のとりこになること
があったなら，皆さんは牢

ろう

の扉を内側から
開ける鍵

かぎ

を持っていることを思い出して
ください。救い主イエス・キリストの贖

あがな

い
の犠牲によって，洗われて清くなることが
できるのです。
皆さんは不安に駆られ，大なり小なり
過ちを犯した自分は，救いにふさわしく
ないと思うかもしれません。でも，そのよ
うなことは決してないのです。……悔い
改めは，どのような痛みであれ癒

いや

すことが
できるのです。」
十二使徒定員会会長　ボイド・K・パッカー会長
「若人への助言」『リアホナ』2011年11月号，18

カリーナは，まず祈って毎日聖典を読むことから変わり
始めようと決心しました。日記を書き始め，これが日々天父
から助けられていることを認識するのに役立ちました。
会話が悪い方向へ向かうと，話題を変えるようにしました。
カリーナにとって最も難しかった決断は，悪い影響を

持つ友人を選ぶよりは少しの間友人を一人も選ばないこと
でした。高い標準の友人を探し始めたのです。

希望の大切さ
それから数か月間，カリーナのするすべての決定におい
て，敵対するものが疑いと恐れで彼女を責めました。救い主
に従う努力をする価値があるのだろうか，と迷うこともありま
した。なりたいと思う自分の姿が，あまりに遠く感じました。
でもカリーナは，両親や強い証

あかし

を持った他の人々の生活
を見て，疑いや恐れよりも力強い何かがそこにある，と感じ
ました。悔い改めのおかげで希望があるということもわか
りました。
「正しく生きることは可能だと気づきました」とカリーナ
は言います。「わたしたちは自分の間違いによりとがめら
れることはありません。天のお父様はわたしたちに，悔い
改めて方向を変えるチャンスを与えてくださったのです。」

過去の選択から離れて日々救い主に従おうとする
ことで，カリーナは天の御父が忍耐強い方である
ことを学びました。「天のお父様は，より善
い人になるチャンスを次から次へと与えてく
ださいました。困難なとき，天のお父様が
助けてくださいました。」

従うことを選ぶなら，助けがある
カリーナは胸を張ってレポーターの方へ

向き直りました。笑顔が輝いていました。それ
までに天の御父はたくさんカリーナを助けてくだ

さったので，彼女は今も天の御父が自分を助けてくだ
さると確信していました。
レポーターが質問を終えると，カリーナは笑って手を振り
ました。レポーターもほほえみ，歩き出しました。カリーナ
は自分が何を話したのかほとんど覚えていませんでした
が，心に感じたことはこれから長い間覚えていることになる
でしょう。天の御父に従うことを選ぶ人の手の届くところに
天の御父がいつもいらっしゃると分かったのです。■

注
 1. トーマス・S・モンソン「完成への道」『リアホナ』2002 年 7月号，111－114
参照。
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若い女性の指導者たち
は，一泊旅行がキャ
ンプの備えになると

考えました。そして合衆国
アリゾナ州南部のサン
ペドロ川の川岸を練習

キャンプの場に
選びました。

寝袋を広げた後は，わたしもほか
の子たちも，探検に行って川に入りた
いと思っていました。指導者たちは，
安全と救急の話し合いが先だと考
え，わたしたちは皆，レッスンのため
川辺の日陰に座りました。
太陽の光に輝く川が見え，集中する
のは困難でした。ブラウン姉妹（仮
名）が話す間，そよ風でポプラの葉が
揺らめいていました。以前聞いたこと
のあるレッスンだったので，わたしに
はなぜそれが今必要なのか理解でき
ませんでした。出血したら傷に圧力
をかけて押さえることくらいみんな
知っているのに，また教えていた
のです。

解散する前に，指導者たちは靴を
脱いで川に入らないようにと何度も
言っていました。「何が川底にあるか
分からないのだから，自分の足は
自分で守るのですよ。」
わたしが川べりに着くと，もう川の

中で水しぶきをあげている子たちもい
ました。川は泥で濁っていました。
向こう岸までずっと深さは 30 センチ
にも満たないし，危険だとは思いませ
んでした。
わたしは靴を脱ごうと決めました。
1足しか持ってきていなかったので，
それをぬらしてしまって一日中ぬれた
靴を履くのは嫌だったのです。わたし
の二人の親友のマーサとエリザベス
は，ともに指導者たちが言ったことを
わたしに言いました。それでもわたし
は靴を脱ぎ，その理由を説明しました。

より良い
模  範

シャニーン・クロワード

絵
／
デ
ィ
リ
ー
ン
・
マ
ー
シ
ュ
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マーサも靴を脱ぎました。エリザベス
は躊

ちゅう

躇
ちょ

していました。わたしは水の
中に歩いて入りながら，皮肉まじりの
声で言いました。「履いていたいなら
履いていれば。」
エリザベスは座って靴を脱ぎ，水に

入って来ました。そして 5 歩ほど歩く
と，立ち止まりました。顔は青ざめ，
静かな声で言いました。「あっ，嫌だ。」  
水から足を上げると，切り傷から血が
流れ落ちていました。割れた瓶を
踏んでしまったのです。

血を見て，わたしは呆
ぼう

然
ぜん

としてしま
いました。ついさっき救急法のレッス
ンを受けたばかりなのに，何をしたら
よいのか見当もつきませんでした。
わたしは助けを呼びに走ることにしま
した。他の二人が彼女が水から上が
る助けをしていました。
わたしはブラウン姉妹を見つけ，起
きたことを伝えました。ブラウン姉妹
には冗談だと思われました。でも
実際にエリザベスが道端に座って
足から血がほとばしっているのを
見ると，彼女に駆け寄って叫びま
した。「傷口を押さえて！」

10 分前のレッスンがよく分かって
きました。エリザベスの周りに立って
彼女が出血しているのを見ていた子
たちが，足を高くして傷口を押さえま
した。
エリザベスは病院に連れて行かれ，
危うく足が半分なくなるところだった
と言われました。何十針も縫い，治る
までには相当時間がかかるというこ
とでした。次に会ったときには，松葉
杖
づえ

をついていました。
親友をあれほどひどく傷つけるよう
なことを，自分が説得してさせること
があるなどとは夢にも思っていません
でした。
今は友人に対して，より良い模範にな

れるように努力しています。それから，
指導者の話にも，もっと耳を傾けたい
と思っています。指導者が話すこと
には理由があるのです。■

指導者の指示に
従っていたらよかったのに，

わたしたちはその指示が
自分たちには当てはまらないと
思っていたのです。

聴　く

「どうか，道徳について
再考察することで時間
を無駄にしないでくだ
さい。悲劇の教訓を個人
的な生活ですべて学ぶ

必要があるなどと思わないでください。
主の御

み

言
こと

葉
ば

を聴きましょう。指導者に
聞き従いましょう。両親の話を聴きま
しょう。自らの内にある最善のものに耳
を貸しましょう。そして何より，すべての
ことを教えてくださる，甘く，優しく，否定
することのできない御

み

霊
たま

のささやきに耳
を傾けましょう。」
十二使徒定員会　ジェフリー・R・ホランド長老
“We Want the Best for You,”
New Era，2010 年1月号，5

青
少
年
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そのメモは，ジェレミーが手
て

わ
たしてくれたのですが，角

かど

に
ジグザグ模

も

様
よう

がついた水
みず

色
いろ

の紙
かみ

に書
か

かれていたので，レーチェル
からだと分

わ

かりました。メラニーが周
まわ

りを見
み

わたすと，読
どく

書
しょ

の時
じ

間
かん

は終
お

わっ
て，クラスのみんなが本

ほん

の片
かた

付
づ

けをし
ていました。
メラニーはメモの書

か

き出
だ

しが分
わ

かっ
ていました。「わたしの親

しん

友
ゆう

へ。」  メ
ラニーはにっこりしました。レーチェル
とは 2年

ねん　せい

生のときからの友
とも

達
だち

です。
「わたしたちはとてもちがっているけれ

ど，それでも親
しん

友
ゆう

だわ」とメモを開
ひら

き
ながら思

おも

いました。
わたしの親

しん

友
ゆう

へ，
たばこを吸

す

う？
―レーチェル

メラニーはびっくりしました。「いつ
も一

いっ

緒
しょ

にいるのに，レーチェルったら
わたしがたばこなんか吸

す

わないって知
し

らないのかしら。」
そこでメモの下

した

に返
へん

事
じ

を書
か

きました。
吸
す

わないわ。たばこなんていやだもの。
どうしてそんなこと聞

き

くの？
―メラニー

メラニーはメモをまたジェレミーに
わたしました。するとすぐにまた返

へん

事
じ

が来
き

ました。メモにはこうありました。
おばさんの家

いえ

から
たばこを1

ひと

箱
はこ

こっそり持
も

って来
き

たの。
放
ほう

課
か

後
ご

，一
いっ

緒
しょ

に吸
す

ってみない？
―レーチェル

メラニーはメモをじっと見
み

つめてから
返
へん

事
じ

を書
か

きました。
レーチェル，どうしてたばこなんか吸

す

いたいの？ 体
からだ

に悪
わる

いのよ！ 新
あたら

しい
ことに挑

ちょう

戦
せん

するのが好
す

きなのは知
し

って
いるけれど，自

じ

分
ぶん

を傷
きず

つけるようなこ
とはしないで。
―メラニー

サラ・チャウ
実
じつ

話
わ

をもとに書
か

かれました。

「あなたの友
ゆう

人
じん

たちはまことに
あなたのかたわらに立

た

っている。」
（教
きょう

義
ぎ

と聖
せい

約
やく

121：9）

絵
／
マ
ッ
ト
・
ス
ミ
ス

ほんとうの友
と も

達
だ ち



わたしの福
ふ く

音
い ん

の標
ひょう

準
じゅん

わたしは，天
てん

父
ぷ

がわたしのためにたててくださった計
けい

画
かく

に従
したが

います。

わたしはバプテスマの聖
せい

約
やく

をおぼえ，
聖
せい

霊
れい

のささやきに耳
みみ

を傾
かたむ

けます。

わたしは正
ただ

しいことを選
えら

びます。
わたしは過

あやま

ちを犯
おか

したときも，悔
く

い改
あらた

められることを知
し

っています。

わたしは天
てん

父
ぷ

，人
ひと

々
びと

，自
じ

分
ぶん

自
じ

身
しん

に対
たい

して，正
しょう

直
じき

になります。

わたしは天
てん

父
ぷ

とイエス・キリストのみ名
な

を尊
とうと

びます。
わたしは神

かみ

のみ名
な

を汚
けが

したり，らんぼうな言
こと

葉
ば

づかいをしたりしません。

わたしは安
あん

息
そく

日
にち

に，
天
てん

父
ぷ

とイエス・キリストを身
み

近
ぢか

に感
かん

じられることを行
おこな

います。

わたしは両
りょう

親
しん

をうやまいます。
わたしは家

か

族
ぞく

を強
つよ

めるために自
じ

分
ぶん

のできることをします。

わたしは心
こころ

と体
からだ

を清
きよ

く神
しん

聖
せい

に保
たも

ち，
害
がい

になるものを取
と

りません。

わたしはつつしみ深
ぶか

い服
ふく

を着
き

て，
天
てん

父
ぷ

と自
じ

分
ぶん

自
じ

身
しん

をうやまいます。

わたしは天
てん

父
ぷ

によろこばれるものだけを読
よ

み，見
み

ます。

わたしは天
てん

父
ぷ

によろこばれる音
おん

楽
がく

だけを聞
き

きます。

わたしはよい友
とも

達
だち

を見
み

つけ，人
ひと

に親
しん

切
せつ

にします。

わたしは今
いま

，神
しん

殿
でん

に参
さん

入
にゅう

するためにふさわしく生
せい

活
かつ

します。
わたしは永

えい

遠
えん

の家
か

族
ぞく

を持
も

つために自
じ

分
ぶん

のできることをします。

わたしは神
かみ

の子
こ

です
わたしは天

てん

父
ぷ

がわたしを愛
あい

しておられることを知
し

っていて，わたしも天
てん

父
ぷ

を愛
あい

しています。
わたしは天

てん

父
ぷ

にいつでもどこでも祈
いの

ることができます。
わたしはイエス・キリストをおぼえ，従

したが

うように努
つと

めています。
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こ
ど
も

「わたしは，害
がい

になる
ものを取

と

りません。」
わたしの福

ふく

音
いん

の標
ひょう

準
じゅん

ある日
ひ

友
とも

達
だち

の家
いえ

に行
い

くと，冷
れい

蔵
ぞう

庫
こ

に
ビールがありました。友

とも

達
だち

はビール
を飲

の

み，わたしにも飲
の

むようにすすめま
した。わたしはビールは飲

の

まないと断
ことわ

り
ました。友

とも

達
だち

が理
り

由
ゆう

をたずねたので，体
からだ

に悪
わる

いからビールを飲
の

むべきでないと自
じ

分
ぶん

の教
きょう

会
かい

で教
おし

えられていると答
こた

えました。
あのときビールを飲

の

まなくてよかったと
思
おも

います。知
ち

恵
え

の言
こと

葉
ば

を守
まも

ることで，体
からだ

の
健
けん

康
こう

と安
あん

全
ぜん

を保
たも

てることにも感
かん

謝
しゃ

してい
ます。
サラ・C，8才

さい

（アメリカ合
がっ

衆
しゅう

国
こく

，ネバダ州
しゅう

）

レーチェルは返
へん

事
じ

をよこしました。
ちょっとくらい吸

す

ったって平
へい

気
き

よ。
1
ひと

箱
はこ

全
ぜん

部
ぶ

吸
す

うわけじゃないもの。
―レーチェル

メラニーは泣
な

きそうになりながら，
次
つぎ

のように返
へん

事
じ

を書
か

きました。
あなたはわたしの友

とも

達
だち

よ。
あなたが大

だい

好
す

きなの。
たばこなんか吸

す

わないで。
―メラニー

メラニーはレーチェルがメモを読
よ

ん
でいるのを見

み

ていました。今
こん

度
ど

はレー
チェルが泣

な

きそうです。メモをずっと

にぎりしめていました。そして返
へん

事
じ

が
返
かえ

って来
き

ました。メラニーがメモを受
う

け取
と

ると，そこにはこう書
か

かれていま
した。
ありがとう。
わたしもあなたが大

だい

好
す

きよ。
たばこは吸

す

わないわ。

メラニーは，もはんになることを選
えら

ん
でよかったと思

おも

いました。レーチェル
が正

ただ

しい選
せん

択
たく

をしたのでほっとしま
した。■
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ニーファイ・H，11才
さい

（アメリカ合
がっ

衆
しゅう

国
こく

，カリフォルニア州
しゅう

）

サイニャ・C，12才
さい

（ブラジル）

「ぼくは　しんでんに　行
い

くのが　すきです」
ナタン・P，7才

さい

（イタリア）
ブライアン・C，7才

さい

（コスタリカ）

「わたしの　えいえんの　かぞく」
カミラ・T，7才

さい

，（グアテマラ）

エステバン・A，11才
さい

，（コロンビア）

ビミーン・M，7才
さい

，（カンボジア）

ロスティーク・Z，4才
さい

（ウクライナ）

とても  
とくべつな  ばしょ

ぼくは　9才
さい

です。 はじめて　しんで
んに　行

い

ったとき，  お父
とう

さんと　いっ
しょに　外

そと

で　まっていました。 ぼくたちは　し
んでんの　まわりを　歩

ある

いて　どのように　たてら
れているかを　見

み

ました。 きれいな　まちあいしつに　
入
はい

って，  しずかで　へいあんな　時
じ

間
かん

を　すごしました。 
そして，  ときどき　イエス・キリストや　十

じゅう

二
に

しとの　
しょうがいについて　しずかに　話

はな

しました。 お父
とう

さ
んと　すわっているとき，  しんでんが　とても　と
くべつな　ばしょであると　かんじました。
ラファエル・R，9才

さい

（スイス）

わたしたちは  えいえんの  かぞくに  なります

お父
とう

さんに　しんけんが　あたえられていることに　かんしゃし
ています。 その  おかげで　わたしは　お父

とう

さんから　バプテ
スマを　うけることが　できました。 それに　わたしたち  かぞくは，  
しんでんで　むすびかためられています。 えいえんの　かぞくに　
なれるので　うれしいです。 天

てん

の　お父
とう

さまが　生
い

きておられる
ことと，  よげんしゃの　ことばが　しんじつであることを　
知
し

っています。
アリアナ・C，9才

さい

（ペルー）

わたしたちのページ
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こ
ど
も

スウェーデンで少
しょう

年
ねん

時
じ

代
だい

を
過
す

ごしていたころ，父
ちち

は何
なん

人
にん

かの伝
でん

道
どう

部
ぶ

会
かい

長
ちょう

の顧
こ

問
もん

として奉
ほう

仕
し

していました。父
ちち

はこのめ
しを果

は

たすために週
しゅう

末
まつ

出
で

かけることが
よくありました。たとえぎせいをはら
わなくてはならないことがあっても主

しゅ

に仕
つか

えることの大
たい

切
せつ

さを，父
ちち

は模
も

範
はん

を
通
とお

してわたしやきょうだいに教
おし

えてくれ
ました。
またわたしは若

わか

いときから体
からだ

を使
つか

っ
て働
はたら

くことの価
か

値
ち

を学
まな

びました。夏
なつ

の
間
あいだ

，わたしは何
なん

キロもはなれたいちご
農
のう

園
えん

に自
じ

転
てん

車
しゃ

で通
かよ

い，毎
まい

日
にち

何
なん

時
じ

間
かん

も
いちごをつんでお金

かね

をかせぎました。
わたしたち家

か

族
ぞく

はある人
ひと

の農
のう

場
じょう

の

中
なか

に夏
なつ

の小
しょう

別
べっ

荘
そう

を所
しょ

有
ゆう

していました
が，そこには電

でん

気
き

も水
すい

道
どう

もありません。
ですからわたしたちはまきを割

わ

り，
井
い

戸
ど

から水
みず

を運
はこ

ばなければなりませ
んでした。その農

のう

場
じょう

を所
しょ

有
ゆう

していた
農
のう

家
か

の人
ひと

はわたしを信
しん

頼
らい

してくれたの
で，朝

あさ

は乳
ちち

しぼりのために牛
うし

を納
な

屋
や

に
入
い

れ，それが終
お

わると牛
うし

を外
そと

に出
だ

す
仕
し

事
ごと

をわたしに任
まか

せてくれました。
干
ほ

し草
くさ

をかってそれを積
つ

み上
あ

げ，馬
うま

を
使
つか

って干
ほ

し草
くさ

の束
たば

を納
な

屋
や

に運
はこ

びま
した。
体
からだ

を使
つか

って働
はたら

いた経
けい

験
けん

や，主
しゅ

のわざ
に献

けん

身
しん

する父
ちち

の模
も

範
はん

はわたしの初
はじ

め
ての伝

でん

道
どう

に役
やく

立
だ

ちました。まだ 16 才
さい

のとき，わたしはスウェーデン，フィンラ

ンド，ドイツ，そしてオランダの教
きょう

会
かい

堂
どう

建
けん

設
せつ

のためのれんが積
つ

み職
しょく

人
にん

として
めされました。この奉

ほう

仕
し

の間
あいだ

，たくさ
んの霊

れい

的
てき

な経
けい

験
けん

をしました。体
からだ

を
使
つか

って正
しょう

直
じき

に働
はたら

くことは正
ただ

しいことを
行
おこな

う一
ひと

つの方
ほう

法
ほう

であり，神
かみ

と一
いっ

致
ち

する
ことであると学

まな

びました。
めしを受

う

け，それを果
は

たすために最
さい

善
ぜん

を尽
つ

くしたと報
ほう

告
こく

できたら，それは
名
めい

誉
よ

なことです。めしを受
う

け，主
しゅ

の王
おう

国
こく

を建
けん

設
せつ

するために自
じ

分
ぶん

の時
じ

間
かん

と才
さい

能
のう

を使
つか

うとき，天
てん

のおん父
ちち

がわたした
ちのために備

そな

えてくださった祝
しゅく

福
ふく

を経
けい

験
けん

し，実
じっ

際
さい

にそれを目
め

にすることがで
きるでしょう。■

七
しち

十
じゅう

人
にん

ペア・G・マーム長
ちょう

老
ろう

「わたしたちの力
ちから

の限
かぎ

りすべてのことを喜
よろこ

んで行
おこな

おう。」
（教
きょう

義
ぎ

と聖
せい

約
やく

123：17）

勤
き ん

労
ろ う

から得
え

られる祝
し ゅ く

福
ふ く

絵
／
ダ
ン
・
バ
ー
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村
む ら

の　市
いち

場
ば

で　にわとりの　た
まごを　ぜんぶ　売

う

ってしまう
と，  ラモンは　ポケットに　

入
はい

っている　お金
かね

を　チャリンチャリンと　
鳴
な

らしました。 ラモンは　家
いえ

に　ある　
じゅうぶんの一

いち

が　入
はい

っている　びんのこ
とを　考

かんが

えました。 日
にち

曜
よう

日
び

に　お金
かね

を　
ビショップに　わたすつもりでした。 ラモン
は　あたたかい　気

き

もちを　かんじま
した。 じゅうぶんの一

いち

を　はらえるので　
うれしかったのです。
市
いち

場
ば

の　お店
みせ

は　売
う

りもので　あふれ
ていました。 ラモンは　大

だい

すきな　サッ
カーチームの　ロゴ入

い

りの　カラフルな　
シャツを　見

み

つけました。 そのシャツを　
きて　グラウンドを　走

はし

り，  しょうりの　
ゴールを　きめている　自

じ

分
ぶん

の　すがたを　
思
おも

いうかべました。 ねだんを　見
み

ると　そ
れは　たまごを　売

う

った　お金
かね

　ぜんぶ
と　じゅうぶんの一

いち

の　お金
かね

を足
た

せば　
買
か

える　ねだんでした。
ラモンは　あたたかい　気

き

もちが　きえ
てしまったのを　かんじました。 そのシャ
ツが　ほんとうに　ほしかったのですが，  
天
てん

の　お父
とう

さまは　ラモンに　じゅうぶん
の一
いち

を　つかわないでほしいと　思
おも

ってお
られることが　分

わ

かっていました。 ラモン
は　家

いえ

に　むかって　歩
ある

き出
だ

しました。 
じゅうぶんの一

いち

を　さいしょに　はらおう
と　きめたのです。 しゅが　のぞんでおら
れるように　じゅうぶんの一

いち

を　はらい，  
そのシャツが　買

か

えるように　たまごを　
売
う

って　もっとたくさん　お金
かね

を　えること
にしたのです。■

じゅうぶんの一
いち

　けんきんひょう

じゅうぶんの一
いち

を　はらうときは，  とくべつな　紙
かみ

に　ひつようなことを　書
か

きます。 そして　
その紙

かみ

と　お金
かね

を　もって　ゆうびんきょくに　行
い

き，  教
きょう

会
かい

に　けんきんする　お金
かね

を　おくり
ます。 下

した

の　絵
え

を　見
み

て，  どのように　記
き

入
にゅう

するのか　学
まな

んでみましょう。

とくべつな　紙
かみ

には　じゅうぶんの一
いち

の　ほかに　何
なに

を　記
き

入
にゅう

したら　
よいですか。 そのほかに　教

きょう

会
かい

に　けんきんする　方
ほう

法
ほう

について　お父
とう

さんや　お母
かあ

さんに　聞
き

いてみてください。

日
ひ

づけ

あなたの名
な

前
まえ

ワード　または　しぶの　名
な

前
まえ

じゅうぶんの一
いち

の　
きんがく

きんがくの　合
ごう

計
けい

（じゅうぶんの一
いち

と　
そのほかの　けんきん）

教
きょう

会
かい

いんには　一
ひとり

人一
ひとり

人に　とくべつな　ばんごうが　
わり当

あ

てられていますので，　お父
とう

さんや　お母
かあ

さんに　
自
じ

分
ぶん

の　ばんごうを　聞
き

いてください。

し ょ と う き ょ う か い を 　 か て い で も

今
こん

月
げつ

の　しょとうきょうかいの　テーマについて　もっと　学
まな

ぶために　
この　レッスンと　かつどうを　つかうと　よいでしょう。

わたしは  ふくいんの  げんそくを  まもって  
生
せ い

活
か つ

することで  せいぎを　えらびます

絵
／
ト
ー
マ
ス
・
S
・
チ
ャ
イ
ル
ド
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こ
ど
も

CTRゲーム―
じゅうぶんの一

いち

の　
しゅくふく

マラキは　旧
きゅう

約
やく

聖
せい

書
しょ

の　よげんしゃ
で，  じゅうぶんの一

いち

を　はらうと
き　天

てん

の　まどが　ひらいて　あふれる　
めぐみを　わたしたちに　ふりそそぐと　
教
おし

えてくれました　（マラキ3：10を見
み

ま
しょう）。 かぞくで　じゅうぶんの一

いち

の　
いましめに　したがったことで　えられた　
しゅくふくについて　話

はな

し合
あ

いましょう。
一
ひと

つ一
ひと

つの　しゅくふくを　あらわす
ために，  まどの　上

うえ

に，  まめか，  ボタ
ンか，  小

こ

石
いし

を　おきましょう。

しんこうが　強
つよ

まる あかしが　強
つよ

まる

しゅを　しんらいする ふくいんに　生
い

きる　よろこび じゅうぶんに　あたえられている　食
た

べもの
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アメリカ合
がっ

衆
しゅう

国
こく

，アイダホ州
しゅう

レックスバーグに住
す

んでい
るカーリー・Wは，お手

て

伝
つだ

いに大
おお

いそがしです。カーリーは家
か

族
ぞく

が飼
か

っているねこや犬
いぬ

，にわとりの世
せ

話
わ

を手
て

伝
つだ

っています。カーリーは学
がっ

校
こう

で優
ゆう

秀
しゅう

な生
せい

徒
と

の一
ひとり

人なので，ほかの
子
こ

の算
さん

数
すう

や音
おん

読
どく

を手
て

伝
つだ

っています。
初
しょ

等
とう

協
きょう

会
かい

では，カーリーの歌
うた

声
ごえ

によっ
てほかの子

こ

たちがみたまを感
かん

じやすく
なるようです。
カーリーがほかの人

ひと

たちをとてもよ
く助

たす

けてくれるので，今
こん

度
ど

は友
とも

達
だち

の何
なん

人
にん

かがカーリーのことを助
たす

けてあげよ
うと決

き

めました。
カーリーは，せきついひれつという
病
びょう

気
き

を持
も

って生
う

まれました。この病
びょう

気
き

のために，カーリーは筋
きん

肉
にく

を思
おも

うよ
うに使

つか

うことができません。でこぼこ
の地

じ

面
めん

を歩
ある

いたり，階
かい

段
だん

を上
あ

がったり
するのが大

たい

変
へん

なときがあるのです。
運
うん

動
どう

場
じょう

にある用
よう

具
ぐ

を使
つか

うことが難
むずか

し
いため，カーリーは学

がっ

校
こう

の運
うん

動
どう

場
じょう

で
遊
あそ

ぶことができません。運
うん

動
どう

場
じょう

の用
よう

具
ぐ

で遊
あそ

べない子
こ

はほかにもいました。
「運

うん

動
どう

場
じょう

で遊
あそ

べないので，時
とき

々
どき

休
やす

み
時
じ

間
かん

にいやな気
き

持
も

ちになっていらいら
することがありました」とカーリーは
言
い

っています。

カーリーは音
おん

楽
がく

が大
だい

好
す

きです。
合
がっ

唱
しょう

部
ぶ

に入
はい

っていて，ピアノを習
なら

っています。

カーリーのお気
き

に入
い

りの遊
あそ

びの一
ひと

つは，
運
うん

動
どう

場
じょう

で友
とも

達
だち

と探
さが

し物
もの

ゲームをすることです。

教
きょう

会
かい

機
き

関
かん

誌
し

チャド・E・ファレス

カーリーのための運
う ん

動
ど う

場
じ ょ う

写
真
／
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ナ
・
ス
ミ
ス
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こ
ど
も

カーリーについて

カーリーは「ニーファイの勇
ゆう

気
き

」
（『子

こ

供
ども

の歌
か

集
しゅう

』64）を歌
うた

うの
が好

す

きです。
カーリーはチキンスティックとサン

ドイッチを食
た

べるのが好
す

きです。
カーリーはどこに行

い

っても歌
うた

ってい
ます。
カーリーはだれとでもすぐに友

とも

達
だち

に
なります。

カーリーは友
とも

達
だち

と一
いっ

緒
しょ

に運
うん

動
どう

場
じょう

で
遊
あそ

べるようになったことがうれしくてた
まりません。カーリーは次

つぎ

のように
言
い

っています。「階
かい

段
だん

を登
のぼ

ってすべり
台
だい

をすべるのが好
す

きです。友
とも

達
だち

と
一
いっ

緒
しょ

に楽
たの

しんでいます。」■

カーリーの友
とも

達
だち

の一
ひとり

人のハリー・
ジョーとハリーのお母

かあ

さんがお金
かね

を集
あつ

めて，カーリーとほかの子
こ

供
ども

たちみん
なが学

がっ

校
こう

で遊
あそ

べる運
うん

動
どう

場
じょう

を作
つく

ろうと
決
けつ

意
い

しました。
ハリー・ジョーとハリーのお母

かあ

さん，
それにほかにもたくさんの人

ひと

たちが新
あたら

しい運
うん

動
どう

場
じょう

のお金
かね

を得
え

るために協
きょう

力
りょく

しました。とても大
たい

変
へん

でしたが，子
こ

供
ども

たちみんなが遊
あそ

べる新
あたら

しい運
うん

動
どう

場
じょう

を
作
つく

るのに十
じゅう

分
ぶん

なお金
かね

を得
え

られました。
「大

たい

変
へん

なことがたくさんありました。
でもつらいと思

おも

ったことは一
いち

度
ど

もあり
ません。それより，もっとカーリーが
大
だい

好
す

きになりました」とハリー・ジョー
は語

かた

っています。

カーリーは
体
からだ

のバランス感
かん

覚
かく

を身
み

に付
つ

けるために
乗
じょう

馬
ば

をしています。

運
うん

動
どう

場
じょう

の
ゴム製

せい

のゆかのおかげで
カーリーにとって
歩
ある

きやすくなりました。

カーリーとハリー・ジョー（右
みぎ

）は
一
いっ

緒
しょ

にお人
にん

形
ぎょう

で遊
あそ

んだり，外
そと

を散
さん

歩
ぽ

したり，
ぬり絵

え

をしたりするのが好
す

きです。



「わたしのすてきな家
か

族
ぞく

の望
のぞ

み　
固
かた

くいつまでも結
むす

ばれたい」
（『子

こ

供
ども

の歌
か

集
しゅう

』98）

リトルリーグから
学
ま な

んだこと
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こ
ど
も

｠「なぜわたしがここにいなくちゃ
いけないの」と，リンゼーが
不
ふ

満
まん

そうにつぶやきました。
するとお母

かあ

さんが「弟
おとうと

を応
おう

援
えん

してやら
ないといけないでしょ」と言

い

いました。
「でもすごくつまらない。あの子

こ

のこと
なんかほとんど見

み

ていないし」と，リン
ゼーは言

い

いました。
リンゼーの弟

おとうと

のマイケルが野
や

球
きゅう

のリト
ルリーグのチームに入

はい

ってからというも
の，お母

かあ

さんは，練
れん

習
しゅう

や試
し

合
あい

のたびにリ
ンゼーを連

つ

れ出
だ

すのです。ところがリン
ゼーはいつも退

たい

屈
くつ

でたまりません。マイ
ケルが必

ひっ

死
し

にヒットを打
う

とうと頑
がん

張
ば

って
いるときに，リンゼーは音

おん

楽
がく

を聞
き

いたり，
本
ほん

を読
よ

んだり，小
ちい

さな妹
いもうと

のために絵
え

をか
いてやったりしていました。
外
がい

野
や

の守
しゅ

備
び

についている弟
おとうと

を見
み

てリ
ンゼーはため息

いき

をつきました。マイケル
はボールを追

お

って走
はし

ったものの，取
と

りそ
こねたうえに，投

な

げる相
あい

手
て

も間
ま

ちがえて
しまったのです。
「マイケル，その調

ちょう

子
し

よ！ 最
さい

高
こう

！」と

お母
かあ

さんが大
おお

きな声
こえ

をかけました。
「でもお母

かあ

さん，マイケルは，へまばっ
かりしているじゃない」とリンゼーが言

い

いました。
するとお母

かあ

さんはこう言
い

いました。
「リンゼー，だからわたしたちはここにい
るのよ。ずっと応

おう

援
えん

してあげるの。特
とく

に，まずいプレーをしたときはね。もし
わたしたちがいなかったら，自

じ

分
ぶん

はだめ
だと思

おも

いこんで，努
ど

力
りょく

するのをやめてし
まうかもしれないでしょ。お母

かあ

さんはマ
イケルにあきらめないで頑

がん

張
ば

ってほしい
の。あなたにずっと絵

え

を頑
がん

張
ば

ってほしい
のと同

おな

じようにね。」
「絵
かい

画
が

教
きょう

室
しつ

でだれも応
おう

援
えん

なんかしてく
れなくったっていいわ。絵

え

の具
ぐ

を混
ま

ぜ
合
あ

わせていい色
いろ

が出
で

たときに，マイケル
が『おねえちゃん，やったね！』って言

い

っ
てくれるわけでもないし」とリンゼーが
言
い

いました。
「それはそうだけど，あなたが絵

え

を見
み

せると，マイケルはいつもほめてくれるで
しょ」とお母

かあ

さんが言
い

いました。
そう言

い

われてリンゼーは考
かんが

えてみま
した。お母

かあ

さんが自
じ

分
ぶん

を車
くるま

で絵
かい

画
が

教
きょう

室
しつ

に送
おく

ってくれるとき，マイケルは友
とも

達
だち

と
遊
あそ

びたいのをがまんして，よく車
くるま

に一
いっ

緒
しょ

に乗
の

って来
こ

なければならなかったことを

思
おも

い出
だ

したのです。ふと外
がい

野
や

のマイケル
に目

め

をやると，相
あい

手
て

チームのバッターが
打
う

ったボールが一
いっ

直
ちょく

線
せん

にマイケルのとこ
ろに飛

と

んで行
い

くではありませんか。
「頑
がん

張
ば

って，マイケル！ 絶
ぜっ

対
たい

取
と

れるか
ら！」  リンゼーは声

こえ

をからして声
せい

援
えん

を送
おく

りました。
マイケルはボールの落

らっ

下
か

点
てん

目
め

指
ざ

して
まっしぐらに走

はし

って行
い

って，グローブを
つき出

だ

し，見
み

事
ごと

にボールをつかみました。
思
おも

わずお母
かあ

さんと立
た

ち上
あ

がったリン
ゼーは大

おお

喜
よろこ

びしながら，大
おお

声
ごえ

でこうさけ
びました。「やったー，マイケル！さす
が，わたしの弟

おとうと

だわ！」
「そうさ，おねえちゃんの弟

おとうと

だもん！」
はちきれそうな笑

え

顔
がお

をうかべながらマイ
ケルが大

おお

声
ごえ

で言
い

い返
かえ

しました。
リンゼーも満

まん

面
めん

の笑
え

みで席
せき

にもどりま
した。
「マイケルのことをよく見

み

て，応
おう

援
えん

して
あげないといけないわ。マイケルがボー
ルをキャッチする瞬

しゅん

間
かん

って，最
さい

高
こう

だった。
それにわたしが見

み

ていたことがほんとうに
うれしかったみたいだし。さすがにわた
しの弟

おとうと

ね。」  リンゼーはそう思
おも

いました。
「お母

かあ

さん，やっぱりお母
かあ

さんの言
い

う
とおりだと思

おも

う。マイケルを応
おう

援
えん

してあ
げないといけないわね」とリンゼーが言

い

いました。
するとお母

かあ

さんはほほえんで「あなた
が考
かんが

えを変
か

えてくれて，うれしいわ」と
言
い

いました。
「もっと応

おう

援
えん

しましょうよ！」とリン
ゼーが言

い

い出
だ

しました。
「行

い

け，マイケル，頑
がん

張
ば

れ！」リンゼーと
お母

かあ

さんは大
おお

きな声
こえ

で声
せい

援
えん

を送
おく

りま
した。■

「弟
おとうと

や妹
いもうと

，兄
あに

や姉
あね

との関
かん

係
けい

を強
つよ

めましょう。かれらはあなたのいちば
ん身

み

近
ぢか

な友
とも

達
だち

になるはずです。かれらが関
かん

心
しん

のある事
こと

柄
がら

を追
つい

求
きゅう

できるように助
たす

け，直
ちょく

面
めん

している問
もん

題
だい

を解
かい

決
けつ

できるよう力
ちから

になってあげて
ください。」
『若

わこうど

人の強
つよ

さのために』14－15

リンゼー・スティーブンズ
実
じつ

話
わ

をもとに書
か

かれました。

絵
／
シ
ャ
ウ
ナ
・
J
・
C
・
テ
ニ
ー
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1. ダナは　生
う

まれつき　くちびる
から　口

くち

の　中
なか

に　かけて　あ
なが　あいていました。 それを　
なおすために，  今

いま

までに　4回
かい

も　しゅじゅつを　うけました。  
今
きょう

日　ダナは　お父
とう

さんとお
母
かあ

さんと　いっしょに，  5回
かい

目
め

の　しゅじゅつについて　おい
しゃさんと　話

はなし

を　することに　
なっていました。   

ジェーン・マクブライド・チョート
実
じつ

話
わ

をもとに書
か

かれました。

3. しゅじゅつの　前
まえ

の　ばん，  お父
とう

さんと　おじさんが　ダナに　
しんけんの　しゅくふくを　してくれました。 ハイラムおじさんが　
ダナの　頭

あたま

に　せいべつされた　あぶらを　そそいでくれました。 
それから　お父

とう

さんが　しゅくふくを　してくれたのです。

2. しゅじゅつの　後
あと

　どうなるのだろうと　ダナは　
しんぱいになりました。

しゅじゅつでは　

こしの　ほねを　少
すこ

し　とって，  

口
くち

の　中
なか

に　うめこみます。

また　ココアを　

のめるように　なりますか。

口
くち

の　中
なか

が　なおったら，  

いくらでも　のめますよ。

しゅじゅつの　後
あと

　あなたの　体
からだ

が　強
つよ

められ，  

すぐに　よくなるように　しゅくふくします。 

あなたの　りょうしんと　天
てん

の　お父
とう

さまが　あなたを　

とても　あいしていることを　わすれないでください。

ち い さ な 　 お と も だ ち へ

ダナの  しゅくふく

絵
／
ス
コ
ッ
ト
・
ペ
ッ
ク
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こ
ど
も

6. しゅじゅつの　後
あと

，  ダナは　何
なに

も　もんだいは　あり
ませんでした。 早

はや

く　元
げん

気
き

になるように　お父
とう

さんに　
しゅくふくしてもらって　ほんとうに　よかったと　ダナ
は　思

おも

いました。

5. ダナを　しゅじゅつしつに　つれて行
い

くために，  かんご
しさんが　やって来

き

ました。 ダナは　お母
かあ

さんを　だき
しめました。

4. よく朝
あさ

　お父
とう

さんと　お母
かあ

さんは　
ダナを　びょういんに　
つれて　行

い

ってくれました。

ダナ，  あいしているわよ。

お母
かあ

さん，  しんぱいしないで。 

わたし　ちっとも　こわくなんかないわ。 

お父
とう

さんが　しゅくふくしてくれたもの。
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ち い さ な 　 お と も だ ち へ

しゅくふくを　うけるときのために
ヒラリー・M・ヘンドリクス

しんけんの　しゅくふくを　うける
ときは，  おいのりを　していると

きと　同
おな

じように　けいけんにして，  
しんこうを　しめします。 絵

え

の　中
なか

から　
しゅくふくを　うけるときに　ふさわし
いと　思

おも

うものに　丸
まる

を　つけてくだ
さい。

しゅくふくを　うけるとき
ヒラリー・M・ヘンドリクス

しんけんの　しゅくふくは　いろい
ろ　あります。 赤

あか

ちゃんの　とき
に　名

な

前
まえ

を　さずけてもらって，  しゅく
ふくを　うけた　人

ひと

も　いるでしょう。 
びょうきのときや　けがを　したとき，  
かなしいとき，  こわいときに，  しゅくふ
くを　してもらうことが　できます。 新

しん

学
がく

年
ねん

を　むかえる　たびに　しんけん
の　しゅくふくを　うける　子

こ

どもも　
たくさん　います。
絵
え

を　見
み

て，  どうして　この子
こ

たち
は　しんけんの　しゅくふくを　うけて
いるのか　考

かんが

えてみましょう。

左

―
絵
／
ジ
ュ
リ
ー
・
ヤ
ン
グ
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こ
ど
も

つかう　お金
かね

ちょきん

じゅうぶんの一
いち

色
いろ

を 　 ぬ り ま し ょ う

わたしは　ふくいんの　げんそくを　まもって　生
せい

活
かつ

することで　せいぎを　えらびます。  

「わたしは　行
い

って，  しゅが　めいじられたことを　行
おこな

います。 
しゅが　めいじられることには，  それを　なしとげられるように　しゅによって　道

みち

が　そなえられており，  それでなくては，  
しゅは　何

なん

の　めいれいも　人
ひと

の　子
こ

らに　くだされないことを　しょうちしているからです。」（1ニーファイ3：7）  

右

―
絵
／
ジ
ェ
レ
ド
・
ベ
ッ
ク
ス
ト
ラ
ン
ド
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に教会の会員はジェレミーをい
たわり愛と好意を示してくれたと
言う。
バラン兄弟は，このウェブサイト
がそういった気持ちを培う助けに
なると信じている。「このサイト
から，教会の指導者や教師は障
がいそのものを理解できるよう
になり，またそれぞれの状況に
適した順応や対処の仕方が分か
るようになるでしょう。」
しかし，そのサイトは情報提供
というよりも，勇気をもらえる場
として，障がい者とその家族に
とっても同様に重要だとバラン兄
弟は言う。

｠2007 年 に lds.org/dis　
ability が英語版で
最初に立ち上げられ

た際，それまで小冊子や手引き，
その他ウェブサイトに散らばって
いた情報が集約されたおかげで，
「ヘルプ」や「アイデア」は主要サイト
1か所でより閲覧しやすくなった。
2012 年現在では，それらのリ

ソース（10 の障がいに関する情
報と，その他様々なヘルプを含
む）はさらに 9 か国語，すなわち
中国語，フランス語，ドイツ語，イ
タリア語，日本語，韓国語，ポル
トガル語，ロシア語，スペイン語
で利用可能である。
このサイトでごく最近発表され
たものは，フランスのパリに住む
バラン家のような家族にとって助
けとなるものである。レイモンド
とイサベルのバラン夫婦にはジェ
ロームという長男がいるが，次男
のジェレミーはダウン症児として
生まれた。ジェレミーにこの診
断が下されたことは両親にとって
ショックではあったものの―
当時二人はダウン症についてほ
とんど知識がなかった―バラ
ン家がジェレミーの障がいを通
して経験したことは大半が良い
ものだった。バラン兄弟は，多く
の人がジェレミーをとてもかわい
がってくれたと語った。また，特

「このサイトからは支援が得ら
れるので，障がい者を持つ家族
にとっては価値があるのです。
ほかの人の経験や証

あかし

を通じた物
の見方を知ることで，将来に向け
てより肯定的な考え方ができるよ
うになります。こういったもろも
ろの理由から，この情報が異なる
言語で利用できることは大切な
のです。」  バラン兄弟はこう語る。
教会の障がいサービスのアド
バイザーを務める七十人のキース・
R・エドワーズ長老は，バラン兄弟
の意見に共感している。
「障がいのある会員とその家
族，それに介護者は『人の不死

教会の
障がいに関する
サイトは，
2012 年から
10 の言語，
すなわち
中国語，英語，
フランス語，
ドイツ語，
イタリア語，
日本語，
韓国語（以下に表示），
ポルトガル語，
ロシア語，
スペイン語で
利用できます。

教会のニュースおよび出来事についてもっとお知りになりたい方は news.lds.org にアクセスしてください。

教会のニュース

9 つの言語が加わった，
障がいに関する教会ウェブサイトの公開
教会のニュースと出来事
メリッサ・メリル
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不滅と永遠の命をもたらす』と
いう一つの目的のためにみんな
が一丸となって働いていることが
分かるでしょう。そしてその目的
を果たすには『心を一つにし，思
いを一つにし』なければならな
いことに気づくでしょう」とエド
ワーズ長老は語った（モーセ1：
39；7：18 参照）。「人々はどこ
へ助けを求めていったらよいの
かを知り，理解するでしょう。そ
して主の教会があるべき姿で機
能していれば，だれも孤独な闘い
をする必要はないことに気づくで
しょう。」
二分脊椎という病を持つポル
トガルのファティマ・アルベス
は，ウェブサイトのおかげでまさ
にその「孤独ではない」というこ
とに気づいた。
「教会に障がい者を助けるサイ
トがあるということは，わたしに
とって大切です。それは障がい
者も教会員としての連帯感を持
てるからです。教会が特別な状

況にある人々を心にかけ，彼らを
助け，支援したいと望んでいるこ
とを知るのは役に立ちます。」
ファティマはそう語る。
このサイトの公開は，教会が
すべての会員に手を差し伸べる
ための取り組みの一環であると，
エドワーズ長老は語った。
「主から受ける『責任』の一部
は，あらゆる人に福音をもたらす
ことですが，相手が福音を実際
に理解し，十分に活用できなけ
れば意味がありません。意義深
い福音の機会を提供するのです
から，主の子供たちがどんな立
場にあろうとも一人も見逃すこと
がないようにと願っています」と
エドワーズ長老は述べた。
続けて長老は「そのサイトは
個人を支援するばかりではあり
ません。指導者が支援方法を知
る助けとなるように，あるいは障
がいのある会員と一緒に奉仕す
るのを助ける場合，どこで支援を
得られるのか分かるように作ら

れたものです」と語った。
当然のことながら，そのサイト
は教会員同士の個人的な直接の
触れ合いに取って代わるもので
はない。
「年を追うごとに，教会では特
別な必要に対応することについ
て様々な成功を見てきました」と
エドワーズ長老は述べた。「成
功の大半は，個人が変わろうと
決意したときにやって来ました。
すべての人を助ける鍵

かぎ

は，その人
たちに障がいがあろうとなかろう
と彼らを愛すること，また手を差
し伸べ援助するうえで御

み

霊
たま

の導
きを求めることにあります。
わたしたちは皆，自分を愛する
ように隣人を愛する責任があります
（マタイ19：19 参照）。教会が
提供しているのはあくまでも
支援の道具であり，わたしたちは
それを通して理解し，主の御

み

業
わざ

に役立ちたいという望みを持て
るようになります。」■

そのサイトがあるすべての言語で，幾つかの特集が載っている。

障がいのリスト―サイト内のこの部分では，障がいの詳細

を10項目に分けて記し，それぞれ障がいのある人への支援方

法についてアイデアを提供している。

家族―このサイトでは障がいのある子供の家族に向けた

情報を盛り込み，家族を強めるための提案をしている。

質疑応答―ここでは４つの区分，すなわち具体的な方法，

教義と指針，リソース，統計に分け，よくある質問への答えを読

者が見つけられるようになっている。

お知らせ―ここではサイトの要旨を述べたうえで，時に人

は障がいに対して否定的な反応を示すことがあるが，各人の立

場というものを学ぶことによって，理解と受け入れる気持ちを

増すことができると指摘している。

指導者および教師―この項では，指導者と教師が障がい

のある会員とともに働く際に留意するべき点を挙げている。

聖句と引用―ここにまとめた聖文と預言の言葉は，困難

な立場にある人々への励まし，慰め，そして希望の源となること

を意図している。
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生ける使徒の
人物紹介を
新しく特集した
 Prophets.LDS.org

十二使徒定員会会員の新しい人物
紹介は，prophets.lds.org 上の

「現代の預言者と使徒に会おう」とい
う表示欄で2月から公表され始めた。
大管長会の人物紹介は，2011年10月
から当サイトで閲覧可能となっていた。
人物紹介は，リソースが許すかぎり年
間を通じて多数の言語に翻訳される。
ほとんどの情報は，これまで『リアホナ』
の中で様々な言語で発表されてきた
ものである。
「使徒の幼年期，学生時代，家庭生
活，使徒に召される前の経歴について
知るとき，その人生には主の御

み

手
て

が置
かれていたことが分かります。そして，
普通の男性や女性が王国で仕えるた
めに，どのようにして主から召され大
いなる者とされるのか，もう一つの証
言となります。」  七十人のポール・B・
パイパー長老はそう語った。人物紹介
にはそれぞれの指導者が人生で学んだ
知識や出来事なども載るが，何より彼
らが使徒として奉仕するまでの道のり
を，主がどう備えられたのかを示され
るものとなる。■

機関誌『リアホナ』と『エンサ
イン』（Ensign）に新しく定
期掲載される「大会ノート」

は，読者が生ける預言者と使徒が語っ
た最近の総大会の説教から教えを学
び，生活に取り入れることができるよ
うに助けてくれるものとなる。
2012 年 1月から始まったその欄に

は 5月，6月，11月，12月を除いた年間
8回，毎回一つのノートが掲載される。
5月と11月は大会説教そのものの特
集となる。
短い要約文，カラーイラスト，学習の
ヒント，関連聖句に加えて，大会ノート

には簡単な活動も提案されている。
さらには会員の物語や，大会説教で
答えられた福音の質問なども掲載さ
れる。
大会ノートの特集は，読者に最近の
総大会で行われた説教を思い起こさ
せるものもあれば，次回の大会の部会
に向けた備えとなるものもある。
それぞれの大会ノートは1ページか
ら 4ページほどで，機関誌『リアホナ』
と『エンサイン』（Ensign）に定期掲載
されている「小さな，簡単なこと」の欄
に取って代わる。■

『リアホナ』と『エンサイン』（Ensign）の新しい「大会ノート」欄は，総大会後に大会の主要な部分
を読者に思い起こさせる。

読者に総大会のハイライトを
提供する「大会ノート」
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1月に大管長会からの割り当てを受けて，十二使
徒定員会のラッセル・M・ネルソン長老は中央

アメリカへ向かい，神権指導者の訓練および地元会員の
指導に当たった。

エルサルバドル
1月14日土曜日，ネルソン長老はエルサルバドル・

サンサルバドル神殿の敷地内の集会所で，エルサルバド
ル各地から来た神権指導者たちと集った。七十人会長会
の L・ホイットニー・クレートン長老，七十人で中央アメリ
カ地域会長のエンリケ･R・ファラベラ長老，地域七十人
のカルロス・リバス長老，ウォルター・レイ・ピーターセ
ン神殿会長，そしてエルサルバドル ･サンサルバドル伝
道部のデビッド・L・グレイジャー会長が同行した。
ネルソン長老は教え導くことについて，またイスラエ

ルの羊飼いであることの重要性について指導者たちを
教えた。長老は聖文を研究することと，常に聖霊の導き
を受けることの大切さを強調した。さらに，新しくスペ
イン語で出版されている末日聖徒版聖書の祝福につい
ても触れた。
翌日，ネルソン長老は妻のウェンディー姉妹とリバス

長老を伴って，エルサルバドル・サンサルバドルのラリベ
ルターステーク大会を管理した。
ネルソン長老は話の中で，福音を実践し，聖約を忠実

に守るエルサルバドルの会員と指導者に使徒として祝福
を残した。

ニカラグア
その後，2012 年1月18日にネルソン長老は，ともに

七十人であるエンリケ・R・ファラベラ長老とジェームズ・
B・マルティノ長老と一緒にニカラグアの会員と集った。
長老は会員に，高潔さを増し家族歴史記録の作業を

続けるよう勧めた。長老は「皆さんに備えができたと
き，主は御自分の役割を果たされ，神殿を与えてくださ
ることを約束します」と述べた。
わたしたちは愛することから始めて，自分の心に救い

主の特質を養う必要があるとネルソン長老は説いた。
「わたしたちは奉仕を通じて愛することを学ぶことが
できます。もう一つの特質は，バプテスマと聖

せい

餐
さん

という
儀式に心を向けることです。それらは救い主のはりつけ
にかかわることです」と長老は述べた。
そのほかにネルソン長老が会員に身に付けるように

言った習慣は，救い主が祈られたように祈ることと，聖
文の研究を通じて知識を得ることだった。「子供たちに
聖文を読み聞かせ，〔聖文〕に対する愛を培ってくだ
さい。そうして〔学んだことを〕生活に取り入れていくう
ちに，間違いなく喜びを感じるようになります。」  長老は
そう語った。
最後にネルソン長老はこう述べた。「根気を養ってく

ださい。最後まで続ける根気です。イエス・キリストは
ほかのだれよりも大変な苦しみを経験されましたが，あ
きらめることはなさいませんでした。主は最後まで御父
を信頼されました。皆さんが人生のチャレンジに直面し
たら，このことを思い出してください。」
終わりに当たって，ネルソン長老はニカラグアの会員

の信仰，献身，什
じゅう

分
ぶん

の一と献金に感謝の意を表し，贖
あがな

い
について証

あかし

した。
「主の復活は，永遠の命への扉が開くことを保証して
くださいました。わたしたちは信仰と悔い改めを通し，
最後まで堪え忍べばいいのです」と長老は語った。

教会の指導者や，その教えと働きについてさらに調べるには，
news.lds.orgおよび prophets.lds.orgにアクセスしてください。
■

エルサルバドルと
ニカラグアの会員を
訪問した際，
ラッセル・M・
ネルソン長老は
福音を実践し
聖約を
忠実に守る人々を
褒めたたえた。

今
こん

日
にち

も語る

中央アメリカの聖徒に会うネルソン長老
『リアホナ』通信員
ホセ・ペーニャ
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改良されたサイト，若い男性による
神への務めの達成に貢献

神への務めのウェブサイト（DutytoGod.　
lds.org〔英語〕）が改訂され，現在では
双方向のオンラインツールとなっている。
ここでは神への務めプログラムの中で，若
い男性がさらに効率よく新しい項目を始め
たり，進

しん

捗
ちょく

状況をチェックしたり，それを保
存することができる。
現在，執事，教師，祭司は『神への務めを

果たす―アロン神権者用』の冊子全体
をオンラインの 50 言語で閲覧することが
できる。そして LDSアカウントでサイン
インすると，日記を付けてプログラムを
通じてどのように進歩したのか時系列で記
録することができる。オンライン冊子一式
には，学習活動のすべてと聖文やその他の
リソースへのリンクも掲載されている。

無料の音楽配信を拡大する
青少年のサイト

youth.lds.org〔英語〕の音楽欄では，無
料でダウンロードができる楽曲数を増やし
つつあるが，これらは過去の「若人のため
に」（EFY）メディアで採用された曲が，よ
り多くの現代アーティストによって歌われて
いる。追加は 2月に始まり，合計 30 曲が
1週間に1曲の割合で追加される。
そのサイトは英語，ポルトガル語，スペイ

ン語で利用できるようになっており，ポルト
ガル語とスペイン語の曲数を増やす計画が
進められている。現在，そのサイト上の曲
でジェニー・フィリップスの「強く，勇気を
もって」（Strong and Courageous）は，
ポルトガル語とスペイン語で聴くことが
できる。■

ブラジル・マカパの
公立学校を活性化する
モルモン・ヘルピングハンズ

教会員とその友人，および末日聖徒の宣
教師から成る約50人のモルモン・ヘルピ
ングハンズのボランティアが動員され，
2012 年1月21日土曜日にブラジル・
マカパにあるマリア・イボネ・デ・メネゼス
公立学校の清掃と草取りなどを行い，
活性化に助力した。
教育委員会の調整で，ブラジル・マカ

パのアマパー地区広報ディレクター，クレ
ベール・セインツが計画したその活動は，
複数の地元報道機関から注目を浴び，取
材を受けた。そのプロジェクトに力を貸し
た学校長のアデリア・ダニンは，「〔教会〕
からの惜しみない貢献に喜んでいます。
この思い出はずっとわたしたちの心に
残ることでしょう」と語った。

ロシア語で出版された
新しい三大聖典の合本

モルモン書，教義と聖約，高価な真珠を
1冊に収めた新しい 3大聖典の合本が，
今回ロシア語で入手できることになった。
その新版は地元の教会配送センターか

ら，またstore.lds.orgや，scriptures.lds.
orgのオンラインから，さらに福音ライブ
ラリーのモバイル申し込みから，今すぐ入手
可能である。今回のロシア語版の完成で，
3大聖典の合本出版言語は44になる。

news. lds .org にアクセスして，この話やその他
の話についてさらに閲覧することができます。■

50人のモルモン・ヘルピングハンズのボランティアが，2012 年1月21日土曜日に清掃や草
取り作業を行い，ブラジル・マカパの公立学校マリア・イボネ・デ・メネゼスを活性化した。

ウェブにて 各地 の 話 題
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、
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パ
ー
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部
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母親が話しかけてくれた言葉で
2011年10月号の『リアホナ』に

掲載されたライア・マクラナハンの
「あらゆる国語の民，民族に」の記事に
感謝しています。母親が話しかけてく
れた言語で神の御

み

言
こと

葉
ば

を学ぶことがで
きるのは，どれほど祝福かを思い起こ
すことができました。この記事のおか
げで，スロベニアの親しい友人に福音
を紹介し，モルモン書を大切に思う
気持ちを伝えるという経験が持てま
した。ありがとうございます！
アラン･エンブリー（イタリア）

試練の渦中に生まれた強さ
幾つもの試しを受けながらも，わたし

は『リアホナ』の証
あかし

や経験，メッセージ
を読んで強くなることができました。
毎月その機関誌を受け取ると，夫とわ
たしは家庭の夕べの時間に大管長会
メッセージを読んで，お互いの感想や
学んだことを話し合います。天の御父
はわたしを愛し，祈りにこたえてくださ
います。御父が耳を傾けてくださる
ことを知っています。
マルティタ・デ・エルナンデス（エルサルバドル）

ご意見，ご感想を liahona@ldschurch.org
までお寄せください。掲載されるお手紙は，
紙面の都合上，あるいは明

めい

瞭
りょう

な表現にする
ために編集されることがあります。■

読 者 からの 便り 家 庭 の 夕べ のため のアイデ ア

「断食によって霊的，肉体的に強められる」
10 ページ―その記事を読んで，次の
11ページに解説されている要点を分かち
合ってください。断食は食事を抜くだけでは
なく，祈り，証

あかし

を述べること，そして断食献金
という行為を伴うことを指摘してください。
断食によってどんな祝福を受けたか，家族に
尋ねてもよいでしょう。また旧約聖書のエス
テル記第 4章の話を分かち合ってもよいで
しょう。
「促しに従って行動する」20 ページ―
補足の「啓示が与えられる8つの目的」を読
むか要約してください。それから記事にある
物語を一つずつ読んで，その話の中での啓示
の目的は何か話し合ってください。家族に，

いつどんなふうに御
み

霊
たま

を感じたか，今週注意
を払うように勧めてください。さらに
学んだことを翌週に話し合うとよいでしょう。
「わたしは選択によりどこに至るのでしょう」
56 ページ―物語を読むか要約してから，
ボイド・K・パッカー会長の引用を読んでくだ
さい。間違いをしても悔い改めるという選択が
できることを家族に思い起こさせてください。
「リトルリーグから学んだこと」68 ページ
―「家族は永遠に」（『子供の歌集』98）を
歌って始めてもよいでしょう。家族でその物
語を読んでください。家族を支えるのはなぜ
大切なのでしょう。家族が互いにもっと助け
合うようになるにはどうしたらよいでしょう。

家庭の夕べの愛と光
わたしは改宗して間もないころコロンビアに住んでいました。あるときワードのとても特別な

家族が家庭の夕べに招待してくれました。家庭の夕べに参加したのはそれが初めてで，その場の愛
と信仰の御霊に驚きました。
全員が集まると，祈って1週間の出来事を分かち合いました。話を終えると活動がありました。
部屋の明かりを消して，色紙のハートに短い言葉を書きました。全員が書き終えたら，明かりを

つけて書いたものを並べました。あまり上手く書けなかった人や，全然できなかった人，わたしの
ようにとても難しかった人といろいろでしたが，思うにわたしがいちばん下手でした。もちろん，そ
のレッスンはとても分かりやすいものでした。人生に福音の光がないときには，あらゆるものが暗
くなり，ゆがんで困難になるということです。
このレッスンはわたしの心に深く伝わりました。そしてその日以来，福音の光に満ちた人生を歩

むように努めてきました。特に自分の子供にとって模範となりたいと思ったからです。■
ディーナ・デル・ピラール・マエストレ（アメリカ合衆国，カリフォルニア州）

今月号には，家庭の夕べで活用できる記事や活動が載っています。
以下に幾つか例を挙げます。
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伝道に出て間もないころ，夜中にわたし
はすさまじい音で目が覚めました。
初めは遠くから聞こえていましたが，

近づくにつれてその音は大きくなり，間もなく家
全体が揺れ始めました。しかし程なくして大き
な揺れは収まり，とどろきも消えていきました。
幸いなことにわたしは同僚から，その地域では
地震がよくあることを事前に聞かされていました
し，何事もなかったように見えたので，寝返りを
打って再び眠りに就きました。
真夜中の地震で目が覚めてから数週間後，あ

の日の朝早くに起きた別の地震について人々が
話しているのを耳にしました。わたしには彼らの
言っていることが分かりませんでした。わたしは
何も聞こえませんでしたし，揺れも感じなかった
からです。困惑したわたしは，その「地震」が
いつ起きたのか尋ねました。そのときわたしは
体を動かしていたかシャワーを浴びていたと思う
のですが，地震が起きていたとは思いも寄りませ
んでした。最初の地震で目が覚めたので，起き
ているときに次の地震があれば気づくはずです。
しかし，このときを皮切りにわたしには感じら
れない地震がその後も数多く発生したのです。
わたしにはまったく感じることができなかったの
で，人々は何をもって地震と言うのかと思いました。
わたしには感じられない地震の存在を知って
から 8か月たったころ，日曜学校の教師が突然
話を中断したかと思うと，「分かりますか，地震
ですね」と言ったのです。わたし以外全員がう
なずきました。わたしにはさっぱり分かりません
でした。ごう音もとどろきも聞こえませんでした。
いすが揺れたわけでもなく，壁がきしむことも
ありませんでした。どうして地震だと言えるので
しょう。

そこで，教師が地震を口にしたとき自分はど
んな感じがしたのか思い返してみました。する
と，ちょうどめまいがしたときのようにほんのわ
ずかクラッとしたのを思い出したのです。あの
微妙な感覚が地震なのでしょうか。
その教師のおかげで，そのとき以来わたしは
かすかな揺れの地震に気づき，実際に地震が起
きていることが分かるようになりました。ほんと
うにわずかな揺れなので，体を動かしたり，シャ
ワーを浴びたり，熟睡していたりすると気づかな

いことが分かりました。しかし，わ
ずかなめまいに似た感覚やかすかな
揺れに次第に気づくようになり，それ
が地震の現象であることがはっきり
と分かるようになったのです。
その後わたしに新任の同僚が与え
られました。ある日レッスンをしてい
ると，女性が「あら，地震だわ」と
言ったので，わたしもうなずきまし
た。ところが同僚は，きょとんとし
た表情でわたしたちを見るのです。
そこでわたしはかすかに揺れる電灯
を指しながら，「そのうちあなたも
きっとわずかな揺れを感じられるよ
うになるわよ」と言いました。

地震の体験から，御
み

霊
たま

を認識することについ
て学べたことにとても感謝しています。御霊が
雷のような声でわたしたちの心を貫き，はっきり
とそれを認識できることもあります。しかし多く
の場合，御霊は静かなささやきという形でわた
したちに働きかけます。また，新しい考え方や
ひらめき，何をどう言えばよいかをふと感じるこ
とで与えられることもあります（ヒラマン 5：30
参照）。もし心が震えるほどの強い働きかけに
しか気づけないとしたら，御霊のきわめて穏や
かな働きかけの多くを見過ごしてしまうことに
なります。時にはほかの人からの指摘によって
御霊を感じることも必要かもしれません。そう
することで神経を集中させ，御霊に波長を合わ
せることができるのです。それによってわたし
たちはまったく新しい世界に目を向け，そのすば
らしさを知ることができます。■

わたしが
気づかない地震を，
ほかの人は
どうして
感じることが
できたのでしょうか。
その答えから，
わたしは単純に
地震学から
学ぶ以上の
教訓を得ることが
できました。

ま  た  会  う  日  ま  で
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雷のような声，
静かな声

クリスティン・ボイス



ゾーラム人
じん

と　ラミアンプトム（せいだい）
アルマ書

しょ

だい 31－32，35しょう

今
こ

年
とし

の　『リアホナ』には　モルモン書
しょ

に　とうじょうする　じんぶつなどの　絵
え

の　セットが　たくさん　もりこまれます。 
じょうぶで　つかいやすく　するために，  それぞれの　絵

え

を　切
き

りぬき，  ボール紙
がみ

や　あつ紙
がみ

，  小
ちい

さな　紙
かみ

ぶくろ，  または　
工
こう

作
さく

用
よう

の　ぼうに，  のりか　テープで　はってください。 ふうとうや　ふくろに　それを　まとめて　しまっておきましょう。 
そのとき，  その　じんぶつなどが　モルモン書

しょ

の　どこに　出
で

てくるか　分
わ

かるように　ラベルを　はっておくと　よいでしょう。

アルマと　せんきょうしたち

ゾーラム人
じん

まずしい　ゾーラム人
じん

こ
ど
も

モ ル モ ン 書
しょ

に 　 出
で

て く る 　 じ ん ぶ つ な ど の 　 絵
え
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十二使徒定員会会長のボイド・K・パッカー会長は，
次のように書いています。

「神権の内にある権能は聖任によって与えられます。
神権の内にある力は聖約を尊びながら

忠実で従順な生活を送ることによって与えられます。
義にかなって神権を行使し，用いることによって

その力は増し加えられるのです。」
「神権の誉れと位」28 ページ参照
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